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はじめに

冒有氷野爭業特别会計諷莓黄;こよる段篙山地带の造林匚開する而 

宛が:昭和・ク年度より5カキ計画で始まり.現正本・玄蜴E通,じて 

沛呢が:進展している 谖終的な結果についてはまた、会後の研究にま 

つ所が大ぎいび ーだ昭和4Q耳• 4 /年のスカ平間匚えられ二結 

果・中間的にとリまとめたので報告t 4.

1.就験顏目亜商山他帯の造批

I ,挽験•担当者

木埸・造林部

造汰科長 章下正大

道林第N術究皇 蜂屋依・二.只木艮七、郴秋一延 

趋主斩究室莉住吊

土宸部

土垠茉e研・究實前归祺三.宫川青

束光支場•育林部

育汰卻反束下磯即

育林第/睛究室 

育林护N新愛里 

育林带J丽宠莫 

経営麋/研爰室 

木曽必場

大毘粧眷蔽?

加鞭あ助•澳叫幸三

Li！谷孝二仙石鉄之

都築・和大•抑谷折ー

瘩林廂・茏箜告木衛,飯版三男

亚就験目的

拡穴造林の進展にとわない亜 

禎我の瓶葉・が、 すゝめら)Hていな 

き地のではない.しか、し昨会の 

ニれら也帯における造林技mの 

髙山玳將J " k苗祺毫或(.A x 

疝その成績は冲、 ずし袴満戻すべ 

游彷カの术尺.の气題もか•らんで, 

再険討ヒー蹭ち珂度.はけ耍となっ

<庁)



-てさ日“この耕充にお、いてむ,人工港林ある〔ゝ成夭然更新に卩艮るU 

となく.それそれの環境にえじ、た最適更新•疚術の璀立を目的Zすろ・

m 获験’研"充の組溃と結杲の民要

本研宛の終疋以前カ、う径官届・先匕して豆商山花帯の更新に關連 

した詞査バ行なわれて［、仁び・五式にヒりあげら)hだのは昭頂阳 

牢咬•からでちる.

1.“ク年度の就験経過ヒ結果

々ク辱技は次の爭頁について調査団宛およ«訣:験也の設定之 

行なった.

(D 本場坦当の分

孕/字受は中部山冨の針菜奶林帯に馬点をしぼつに.

M戒験貽設定候浦他ヒして.お古屋営秋局久々野者營內f 
間樽・胡桃曷弛区、長宵営沐局白・田者盲内、八デ岳光側地 

区、川上.也区および、散訪着•内ハケ岳南側他区について机 

元調査な行なっだ。

b,臼四経営区• え沐玻(町上地区.)に面微£占れのの帯伏 

关舜訣、兼彩を設定・戊嵌術の調査とした』

C 'ノ、ケ缶化惻|池区の既往:带沢戒睬她り保城帯・が、立木怨分ヒ 

なり・り/年度中匚戍出されるので.その餘裸或帶の灵術 

確樹・バビのような経過をとるかを痔!るため.フ° ロットセ設 

定して成採的の調査之した"

db ,授野虐琳局寮ブ根礬駒ケ浪経営区およ戊前・悟営林局会市 

署会市経営区(悪芯川上宋他区)につ「、て.池区剂柬新吠 

沉調春た行なった.

ュ木曽分場担当の分

ル、長野営沐局伊那谷地区に既注に尴裁された高枣住樹頂の 

造林地について.殡存來 屯長狀无.沽損原因等の調登Z 

行なった,

c 4c )

Gノ東此支埸担当の分

Oj.早池本山地戒の調咨——晋灰管林局

1>!并署官内門、烏経営広NN 8林班い"、班に設定されてら 

る樹•睡更改試:験他および•付近の更裔山隹針亲树林につきセ 

液、史育状懇守匚つさ詞査した.

b,清"志営林局三・太木署管内惣辺山回有林5m班ぽ〜ぬよ班 

にあるブナ線合就験他內明建夷改試験区の澗香を行った.

c ,若手山他域の気象調咨——商商・板:地の知衣恭件と辭明す 

るため桜前カ、らのむのの外•4 /年度には入慵平兆区にも 

睨測点を設けて継統謁査をはじめた.

孕ク年度の調査Iニ逐前の爸窿調査結果を加えて汚察する」

本卅中卻出备の針亲樹林(コメツガ、な侵占棲ヒし,アオ七リ

卜kマ、ソ’シラペ•ダケカン,ヾが、 こ股につぎ、、時に卜'フヒ・匕 

メコマツを見るもの)に關してば

/) 大面貴盲戒を宿って天駅吏有左期湾する場合は、殆んビダ、 

ケカンバ、の純林に近いものとなり,針案樹の混交は甚だ、建ク 

の・のとなる。

ス)巾20加四外の精庆皆戒を打った場各•in地択キにんよる 

がかなり高い針棄御の泥艾が井られ.適当切時期にグケカン 

バを餘戍する二しによって針粢樹・の矩枚をイ士立・てろことか:可 

髭とお七わmる.

3)請汰容&の保蘭帯內の前/主稚幼齒・の受光成技はめざましい 

%のカヾあり・探度帯の杖柴府鄭おふびそれの更新樹"丨こ対・ する 

影詹米分後の問題となる。

心 夷新粉は針莱樹・は宪んビすべ' て前主稚幼樹・が、 成反したもの 

で、夜米後に発虫しだ・北のは坡だ、榆・である。またダケカンバ 

は前主樹なく•二Zざk く戌採浚の発生である-

5) 地木値虫は尺别して,コケ型<イワダレゴ厂 タテハヒゴ 

ケなビを機え種とする)、シダ、型.カニコウとり型,の慎に脂 

リ、ザ、 型が、駁心不利である。

く ど)



東北;他方の;aヶ所•の裕通更改試験也の謁杰傍択から.令たヾ 

ちに逝林適御禮を判定すること口・両試験坨び未だ/クギ史経 

過した兼階では尚早といえよう公・京但本・敘からめ麦り减ッ'し 

てい狂い圖馥左あげ、 ると•早池峯山(様高7 80へ800 g で広 

ヨー dッノヾアカ マッ•ヨーロッパ トウヒ.ト ド、 マッ. エジ'マッ 

七,ンタナマツバ•ま任三枝や1s a〇m)では•適潤区で、エ 

ゾマッ・ヨーロッパアカマ、、ノ、ヨーロ、、ハヾトラヒ・スギ、が・ま 

だ湿將区で苗こゾ、マッが、 爲い成符・単を恭した.

また.岩手山の樣哥久ク〇〜地力"たの間Iこ 長期積算気象計 

を靦置して.各亭師初の平均気温ヒ棵贏ヒの閑保をあざらかに 

した"

2、 4 /评歧の試'験経過ヒ結果

(/) 本場担当の分

ル.ノ、ケ岳正測斜地区の既往带状更祈池の保殁帯成慄にな％ 

なう稚樹の消長

前耳咬•疑殘帯戍搾尚に設定し或擔前・の稚樹調逐・&行な 

い例イ秆屈にマーキ、ノダしてある調査区に方し・位飛.役の調 

査を行った.

戌宗後の稚樹の戌衆削の本敷に君する残好聲は•平爲" 

% ・クトで.予さより七凌仔率は・高い。稚樹の久ぎさ别にみ 

るk ・樹・髙3 〇 〇狈以下の/］、形のんのとノ无以上の大型の 

礼のヒオヾ碌杼聲酒く.その中間3つ〜/QO乙"の冶のが'最も 

蒿い教存単を示した.

找米後の稚甫の建柠華

禮側・の活簽峯 10230 302SO 5。〜風00 2湖ほを?&J二平均 
犬きさ

A 区々g 55 7? 、 ら2 5ら b3

B区 34 E 7Z 々 と夕 —— 87

坪今 ム区一伐応巾/.£刃乙保疚蒂巾ほ。勿(普 篇状皆戒色)

3区ー伐区巾/$’况保或慰巾2.Z.S初.(〃つ%蒂状皆戊区)

穴形の志のの消交［戍木道成の花茱にともなう.障害、折顧 

が、主な原因と方えられるが、・日'形のあのの消炎にば上木の祿去 

に伴う比我の怨・歡な・乾衆に原因するめのと含む匕考えられるの 

で、更Iこ费れすすあ危険«以らんでい加

@叮上莆状涙新読泉若の調養

林・作諛匸夢の娜合で.我株のマ行が、あ、く归たため、本年 

度は&株後の詞栓上見右わせ、滾述のブナー林の史新調桩に詢 

斐買之、よびゝ 経賁をふリらけて.

茶 吏焉丄I性針楽齒坎の史,更カ調奁

史折・した氷分自体・勿 < つ物貫生產力芝しり.また将采検討さ 

る式きぽ育問題の基礎资狩匕するため、富士山楚にお(、て主と 

してシラ・ヾを対玖匕して調点した。フ。ロ、ソト数が' タいので会浚 

にまつ点代 タ々あるか、,

/) 呂2横r荷あるし、ば現存量が、 增すとと < に靜の比萃が大ぎく 

なり•莫の比率状、'咸Zレ、する傾向か-踐巻である.

2) 冬フ。ロ、ソトの未の現存童は、極めて糾令のケースとして測 

底した茵畑のものを險ぎ・比败的よく 一致い 脂のモ.ミ類・

トウヒ賴なビの既件の賛蚪匕<Iよく ー'致する。なお.当年斐 

の覺は金萦量の的である’

、3、果务獄度曲線な・作製してみたが.浅,田・末松両瓦によるノ 

ラヾに汚する払のよりも•皿大学合店］詢会による尢曲道の卜 

ド、 マッ•エゾ、マツ林のあのIこむしろ近似していた,

C. ブナ秋の灾,新・に関する調資

前橋蓉休髙長岡署管内五味沢セ区お、 よび、 入日町痞營内約揚山 

也区 について更新および植・生に関する調蠢さ行った

•) ブ、ナ天燃休內のス辱主以上の淮樹数はー皂だけ< 針荒齒述 

の腐合とニとなり、前生稚•制の夷新、に主祐・をおくこヒは困雉 

で扼る,

r ア ノ



2)前年辰のづナの結実室作によって当年主稚耐力(揚折/こよっ 

ては夕歡発生して(.、るか、.その消穴は•予想アトにいちぢ•るしく • 

主ヒして傷雨期の苗害(林内の場合).および、吸期の乾燥磐 

(族幽あるいはそれ匸通い品合)ヒカで原,因と冷えられるか、.

発・初期の虫菩あみとめられた。また発| 主前の禎子の漫雲・も 

看過で乏な(ヽ,夭燃林内でのな年吏な後に至ろ成立本狄は現 

狂の前生・御歡な、 そnを示しているのではないかヒ思•われ凯

の K面横皆浅によってブナの吏新を期街・することは•ブナ種 

弓'の飛散肥關の推定からも.全く希望はもてな(、ので地术の 

ス理を匕むなう前页作業的イ戈抿法によらなけnばなるよいが 

こ・才IにつI、ては今夜の調左海宛にまっしかな!・、。

0)木^分網坦当の分

本年度は長野莒林局観訪蓊管内ハテ岳南測斜面の棵高/£り0 

へス000mの北域の既住に砲栽された蒿寒住お癒の匱林^に 

ついて誚査した.

現に冠骸をとビめている,古ペ撮衣だけで％ 2 5 /在ーすもの 

が、 / 3例中律例に捜し狼栽後字々消哭して行った也のの泉計・ 

を号える必・現狂成立して(、るんのは往だ、您単のものヒ考えら 

れ,前・耳の•伊那谷兆区の調魅と合せて号えるk標岡/Sク。勿 

以上については窗植知イ可にかかわらず一人工造林I二期府づろこ 

とよ感だ、 回選と晃られ,ろ,

⑶索セ艾埸回当の分

R)八幡平地区について標高別に調昼糸、//侧所を匕って、 土・ 

壤.植主および、林木の)主,長沢沉の調査をした"、 林未の生長 

についてば,主長链を用いて列、例から［〇顷しの間の昇論故i - 

よって比飮Iた結果,

ブナでは 標高£之ク血•地思でミク〜7び耳 ”〇いI他林 

で、 £ウ〜J 00年七生し長かおちてい羣アキをリi、卜'*'、ノで、 

<3 ノ

ほ燎蒿 W〇〜EO地糸でぽ免んビ差厌なく• 5C・〜グ0弔・ 

0,0初地・鬲、でほノスク’へ!^0と者しく斐氏がわ乙くなってい 

る,榭蓬問ではウダWカンバ、スつ〜初、 キノ、ダ、 

叮カン)で、"〜8〇、時にノU。耳せなり、ダ、 y・カンバ、 の金民 

が、わそI、二ヒカ・しっかる。

*)弟沢見のづナ線合淺験池内にある浙徳臾放試、験氐(眼曲

览混,散眞灾温.の各々のて(、城ギをしらべ、た結耻 平均気温 

では•7 . F冃が、 や・や小さい公、 父休の〇・ b '/6〇〇 ヒ晃てよく. 

最高気温ぼる〜£冃は0ゝ小さいが、 •他の冃は大さな値を禾 

L 存に5冃ではつぐ//"張ヒ(、う若しい差.セ示した。二 

れば二の香師には、まだ' 侖所には旋磬が、 あるためで扔る・

〃 7CZ〜•S s<ク) 〇') 調 奁で は,植戴以后・ノ ス 耳 目 に 至 る累、 斑葩摸

甲 を み る 匕 低 卒 (つ ま 1)域轩苹のよ い ) の 也 の ク、ら 順にあ

げ も k ウ ラ 、、、 
ン ロ £ミ 匚ゾ、 マッ,a — ロ ツ パ 卜 ラヒ 、ダ、グ、

ラ ス 7 ア 一 ス ギ、 匕 バ、 ,ヨーロ、、んぐ ア 力 マ 、ソ 、 久卜 □ Lブ

マ 、ソ と な る 二 の 慣位 は 三太木就験,地 ヒ <■ 大 株 一 致し ている

< 怛 し 、ラ ラ V □' -E. ミは 二 本末にはない )

前 年 か ら 勰・侦,の 岩木 山 のほか八帽平 也 区 に b 臨 測毎、 を設け

て 両 者 の tts 戴研 宠 tお こ なった。W 1～ 冃 别 に 平 均 気温 、取

,・こんこゝ' の問題点

本确荒は開始してから.未だ、2ヶ年五鬆過したのみで,犬却办 

の問題は今・後の何究にまつ山のと〔、 えるが・・营に重耍と惡わnる 

点を削記す洪は、、 次の如くである.

/.豆高山姓針菜樹林の共新に閃して

⑴ 八ヶ岳.化側也区で・'は、/仗〜スひ刃も'巾の帯状皆イ戈灵新一Cカゝほり 

の期待び、 也てるニヒが’いかった”、 二・ゝセ如何なる条件の針 

棠樹林にま,で、 適用で' きるい.

川上帯状就験北の瀰査結果は.同也び、 八ケをヒ具リ.莅崗 

治用化:L塩の上に成立Lしているので,ヒ記の問題にひとつの

< 9 >



指針之Wえるk恩う.

(2)現晦行なノノれる.戊木遅,计方笑に画合さ,1て.このよ)な程 

吱に 帝・沃皆戎と交糅さ亡て、灵緝の目的な達しイ号るか.

(己)保夜虫除去の縛朝および'硃残滿除去によって会成バ皆伏水 

態になって後の環髭咬止の定莉树におよはP胞馨’-

W)人匸造杖法之天然灵新・ほの遂剤眠,黒の泵定.

2 .フ、、ナ根の灾新•に関して

(/) ブナ"の关沂に適した杖床沃の泵定

-の目的で、フ、、 ナ荧訶誌、験比を前橋営林局建內に設定する見 

込みで 同局ビ析衝中である.

⑵ ブナ池帯における人工痘汰根界をタ雪玷帯・非張雪他帯初 

に衆定するニレ・

(ノ Q )

本場担当の分



- VT呑担当分野での試験結果

本場担当の説駿

(/)他域調査

(土煨矛う)前田禎三,匡叫清

。 天奈林匕おげる祗樹の状能

/ 謫查地(袤-/参照)

渕東および、中部弛方の表日本かめ中画旭帯Iニかけて, 

表ー/にかかげる。地区について調查を彷なった。

表丘もわかるよろ匕調查地0吏直的には亜髙出帯の中 

鄂次中心になってI Iる。

2 調査内卷

/ 天依林内の有吊稚相(御棄桐の全・部,広葉樹•につい 

て牧カンバ預,てハズハンノ天,ヒロ 、、ノーッラなど、) 

状どういう状徙で,どの位生えているか。

2 伐採後/それらの前生稚樹扒どのような消長を示す 

か,後J£稚樹がどのように匱入してくるいを,i)伐 

株による琅境の愛化と/ ii)稚樹・の主依的な条件(こ 

こ耳は推相の大Wさ,樹形•複T齢,根系,の状態など) 

の面力、6検討レら。

3 調宣方法

天・杰株ヒついて2 /が就〜225亦の方形区•伐採 

跡、池につIIては,中哭孤匕ラインをスさ.それに沦っ 

てノ 〇〜ノ タ〃しお芝に,,牛経の水方形区を設罡した〇そし 

て,方形区内にててくる有吊稚樹の本數,髙冬’樹形/ 

健全度, 樹齢,育也,生長終過などI二ついて調查し巳 

五仁あわせて極生の状態’ 土畿条件,比条件点ビに 

ついても調査宏行なつたびここでは制度する。

4 天然杯の林床型.区分

調査し仁天姦杯はコメッガ’林,シラベーアオセリト

/3



/ a山

/戏3

/9区

/夕"

/ラ々

/%え

/泌

調査耳度龍 登 池 標 高(例) 旭鏡

千 頭 ■ Z 700 古生層

秣 父 \ Z GOD —2,3I 〇〇 中生層

袂攵川匕 /. ?〇〇 /、Z2クク 花崗岩

木 會 駒 ノ, ?po —^2,3Qク
:お崗岩
古生層

八 成 笹 〜Z (/・〇〇 安山岩

御 苗 Zイつ〇 '^~'Z^0D ,/

> 穀 Zぶ/〇 〜30ク 〃

吴 怒 / /〃仁 〜2,Z〇〇 麥爵曜

表ー / 調査一叢

hて、ソ林お・よびアオモリトドマツ林の3つであるか’/ 

主体はコ乂ッガ・杯である.肇着らはこれらの天為杯あ 

立地条件を彦慮しながら,林冰植生の禪頹粗成および 

相観匕もと・す・いて,次の3林床型匕区分'し匕。せして 

そ朽ーになとす’いて更新上・の諸間題匕ついて検討あ加え 

だ〇

1; コケ型:イワダレゴケ,ダテハイゴケを主体匕, 

セイタカスギゴケ’カモシ、ゴケ髄を伴っている。X 

談墅はFdi〜Pdh梁で,R>IおよなP顷堅公多い。

コー型.•の亜型として,ハクサンシペク丁ゲ,シャ 

クナゲ,ヒ・乂イワカガミ,イワ万ガミえ伴うシ<ク 

ナL''—— イワカカ’ぐ梨び認められた一ニの型は尾根 

地,型.のPd T型二畿匕成立する。

2) カニコウモゴ丿垩：草本類ではカニコウモ.リ,シラ 

・ヮラビを主体匕,オザバグ寸を伴し 裤荟類では 

フジノマンネン/ tr,シノプゴケ・類,テヨウチンゴ’ 

ケ、、類Iニよって特徴づ‘けら彳そている。
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この型は主として四形斜面’江岸艮垣花中忙に,平

衝斜面にも戒在する。エ議型JMBd^Be型.である.

二の里はさらに17ラシアショウマ,マグIレマソウ負 

どを伴う湿つ匕亜型と,ゴビンタ干バナ,•ワ力ザミ 

史伴・うやぐ熬い斐型と匕区分る。

また平衝斜面などJ二,ママ、ノテ、'ノの漫凸するものび: 

あるが•一応この型.匕含めてわいた。

3)ザザ垩・.表日本のミマコ寸ザ,裏日本なかつ匕旭成 

のクマイサず,于マ犬ザ、ザな:ど,種類によって彼憂の 

ちがいび見られるが,ここではー桔してザけ型匕して 

おいヒ。

5.天茶杯内の桩樹本数(回-/芬照)

成慈し匕天然林え此較してタると,うつペいのち用い 

え反映レて,シラベ—アオモ・リトドマゝ'ノ林,アオモリ 

Kドマッ林の桂觀本教国,ユメッガ林のそれをかなリエ 

よわっている。

よと林弭稚樹を樹種利匕み・てみう匕,広葉樹のなびで 

はウラジロカンバが相対的I二高いボ視辛を米レている。 

しかしななら衣葉樹全体としては根めて少・数耳,更新と 

の関係日ヨ全く冏題にならない。衍棄樹でQアオモリ 

卜Kマヅノシラベ,コ乂ヅガが、その始んビを日めている 

江,その退^わ札方をみてみると/当然のことなから’y 

オモ.りトドマ、、ノの劉合は代表的な表日茶灶带匕屬する秋 

父’以匕でほく,裹:日本びかつ仁奥恩您で叢も高くなつ 

ておリ,シラベ己の並の愎伺を示している。

次匕上述の林床整区分にもどづいて,讨棄極の菴樹本 

數をみてみよう〇

/)コゲ型:最も本教が・ 多い。劎抵L /)よ次袄攵,の

>
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气的"本と除いて,S.W〇〜と跛・。本と殆んどび,

3.容ン本沔後/あるいはそれ以上.である。

1丨まま还御葉樹の天怨更新を!コ.•かるため匕’さマ,な 

方法が:試・丹ら札て巻ら力ヾ’現狂,可驚な旋業宾何の蛇 

囲で単耗匕これを従なおっとするなぢば,さきに述べ, 

七ように前生幣制匕很らざろをえない。でういう意味 

で,前生稚樹の最も多いEの型び更新の主要な河象匕 

なってくる。

2) カニコウモ.リ型.:多いところで人«二旅つ本,というと 

ころもあるび,姑んどが/の眼。本柯後.カ、ノそれ以下で 

そのままでは更新上期侍でをない。たどこのうちで, 

ゴせ,ンダテバブ,イワカガミえ伴ラ亜型,あるい顷, 

やマソラッの多I)型.でば拒駿的本数が多いのぎ,ある 

程度の期・がもてよう〇

3) サリ型:奧恩怒のような冽外を隊いて,全体匕本牧 

は極めて少なi】。慝生脸で国旨・黑状態のところが:レぽ 

し3みられ,s林床型のうろで①’ー眾豹匕いって本・ 

数は叢も少・ない。レかレ為作.ら,この塁あザザの釋の 

長短,疎席など匕よって入さなちびいが万うれ.る。

筆着ろの調査の7建かにも,燧小で竦なものびかなリ 

含式れているた•めに,比較的大さな値を示している。

6 天系林内雑樹の育地(袤-2参賬)

夭很林の苴抱環境ば,それが:イういう丸候に含まれる 

か,斐!1.分稀上どの弛带匕位置するかなど,曲いレべ)レ 

ての区分びあるし,そのなか正の也形紺なレべ)レでの蒔 

徵もある。そレTてならを反、吸して.林床•型のちび・いかで 

て琶ている。ここ旺いう推稿の育也とは,そういう』リ 

商いレベル正のむ辿瑕境を前提としなび!ら.たら匕こま 

か・く,稚树び林地のどういう塲所匕成五しているかをだ 

し«いる。

く/7つ



罹耐の成立ラる育坦え弛面匕’倒本に’生株上に区分 

レ,樹梗別ノ術高別’林禾型別匕パー之ントで丢わレ匕 

のが表2正あろ・

1) カニコウセ.リ型:針葉樹"の大半"グンべ頰の全邯び 

倒木上に威えしていう。也面匕と倒木史の割合生みて 

みると,アオモ・りトドマシでほぼ/:/,シラペで/: 3 

コ乂ツダで/ '7. ,トウ匕！-U tっては/ンクnという髙 

李を示レ,各樹裡とも極めて倒木更新び多い。

2) コケ型:カニコウモリ型とは反対匕,その殆ん•ど力" 

池面匕に成立している。このうろトウヒ公、甦干催!木上 

を多いび、’全体としてカニコウモリ型に比べるとその 

割合【ヨ極めて低い。

3) ザザ型:絶対数び少・ないの耳,カニコウモリ垩のよ 

う|二際立って日いないび^同様な眞何を示しているe 

カンペ類が多いが,これは持殊な状態を示すもので•あ 

る〇

ま切各林床型を通じて粕髙別匕みてうると’•低Iいも 

のヒ倒木更新公多い坂何か' みられる。

以上は御扶山の例である»’林床昭別匕みうれる上 

記の頌何Iヨ各地城に普遍的である。

7 天很林内稚樹の秋めと樹髙との南係

第V,第VI報、で後述するの还,ここでIコ詳レく途ベな 

いな,推制の形全傘型’円錐修’甲尚形仁区分し,樹髙 

との曲係をみてみると,傘型のものは樹髙海〜い 6以上 

に多く,そな以下I二少・ない傾何か、みら:Hる。ニのことU 

伐採後樹髙弘“ル以下,亡いせ・い％小以下・のものが多く残 

存レ,それ,より髙いわのな符損していくのと傾向を间じ 

くしている。円傩形稚樹度杯縁とか’過匿(二うつペいの 

破Jてヒところ以クト二は存狂し々いのが誓通である。

このよう匕ろつペいレ松株向の稚樹Iゴ,小さなうろ①
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比較的点ともな形をレているのに・た:んだ:ん生長し,あ 

•る一定の大ささ以匕匕連すると傘形に变形してI)ろ・こ 

のことは號稲の兆匕対する要求度が;,生長にともなって 

強まり’ある一定の大きさに愛すると買的に転化するこ・ 

とを示アもの您はなかろう电・

要来J

1,亜高山带の夭旅更券布収のむ花泉匕レて’天然林后 

の有用推橱の本救および状熊の調査を行なった。

z.主としてコ乂ゝソガ、林,それ匕シラベーアオ史りトド 

マッ衣および、アイモリトドマツ杯匕ついて調査をした 

び,林冠のクつペいのちがいを反映して,後の二•に 

稚樹本牧が•非常I二多かった-

3. 上記の天然林を通じて,林床腹生を組成’相觀をも 

とにヨ林床型に区分しと。林床型ごとに稚榭の本教お 

よび・負地をみてルると,コケ型五は本数か、最も多く, 

旭面上.|t成立するものが入半を占めている。これ匕対 

してカニコウモJ丿型では,稚樹の弟んと•が倒木上匕成 

立レ,本数も前着匕比べると遙わ、に少ない。

リザ坚の場合,程・の長短,疎密など匕よってかなり 

ろガ、いがみづれる。ヾ‘～般的匕いって3林床型のうち 

では本数Iヨ最も少ない。カニコリモリ型と可様匕倒木 

更新び多い。

4. 樹高と桐形の関係では,推柄の生長匕ともなう光ビ 

対・する要天芟の増大を反映して,入きいつの匕奉形び 

多い。この場令,ほぼ捌髙切切I前俊びその境になって 

し、るようである。

ぐユ")

8.イ戈搽闘地匕おりる稚粗の更新

! 伐採読池の從樹本数.(図ー1参考)

遊树の面/うう・匕伐採罚」也の一つの大さな捐•徵は,力 

ンノヾ廻,(危んと全部び、後生罹樹)び非常に多いと、" 

二匕てセて。他の树蓬との割令をみてI!なと’芭々な攸 

採方法のうろ大画積皆伐び:豪也高い疽を示している。

針莱梱は伐株時テよびその後の祐損匕よって,天ボ林 

内の本泣に化.ベると全雖えして少なくなってい,如アオ 

てリトト'•マッ,シラペなとの型域的分布を丹て、ると, 

天後林の場会と同様仃塩向を示し・ている。

M匕伐株蹄、犯の一応更斷を忘了したと,亂わ机る桩莉匕 

っいて,代廉晴まででかのぼって利高,樹形•樹龄はど 

を調べてジうと,一足の傾同がみう也る。帯状皆伐の例 

で、は,村高逃ヘナク聲し以下,硏高ミ。～如年以下で,下技 

が:低く,よく米っているもの始伐採およひその後の還塩 

の激し変によく附えていうようである。C後述)

次に地成例について刀・てみよう〇

! ハワ冬(表.一1参脂)

ここでIコ,かなリ大がかジ匚名種の带状舀伐が貢なわ 

れているが,ニれとス面積皆伐,孔状皆・伐匕のに較を, 

主とレて斜・葉桐の更新を中心匚述べてnよう。匕だレ 

商状最伐の場合,行形瓦を代統面のなびで最中斜荣槌 

の少康い甲灾線に谷ってとっているので,戏採面全体 

では,その杰数はもっと多くなるはずであな。

&・稚树群の階層構成

伐森篦の経温埠数匕よって異なろが,この地威で 

最も乡い伐採俊4〜9耳の着状皆伐駒、地では‘ダテ 

カンノヾが上層を,優占すゐ場合・が多くノシラベ’アオ 

七リトドマッは上〜中唐,とくに中層を主として日 

め,コ乂ツガは下層に亥いという階層病威になって

く s

一
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いる〇年敖バ弑週すれば,0つさりしヒダ’ケ刀ンバ、 一 

釘葉桐のz段林になろであろうが.現有でわ目でに 

その特徴をあうわレている。

b,伐採万法との南添

带状皆伐び最もよく,孔,狀皆伐がこれ匕ついでい 

る.大面頂皆代の場合には鮪玄樹の更新・は全く朔得 

正さな・い。

带狀皆4戈のなかで,各型のに軟をしてうa匕ノ戍 

拣面正日韻皆&差が認められないが,後述、のよろに 

保笈帯ではかなりなれ$ててさている。

c・イ、株方法と更新樹•穫との倒係

アオモリトトマゝソはこの旭帯の夭糸林•とくに主 

费な更新対象此であるユケ型大然林内で最も多い。 

しのキ、急激仃うつペいの源帽匚対して長も銳敏に反 

床する樹種であゐ。これを目標に,ニれと対昭的な 

シラべと封爪しUびう,4戈株方法七の阐保をみてみ 

Aう〇

低湿地に除く帯状皆伐跡処Eその比IQZ.9〜3.*/ 

れ状皆伐跡、如巫ほぼ、/:/・六面積竺伐琢地で/yと 

伐株幅び広くなゐ匕っれて,アオモリトドマツの残' 

杼割合は1因下していろ。これ匕対・してノシラベは相 

対的I«ニれとな逆の傾・何を示している。

二の二とけシラベが急敖な株対の昧崗にれしてノ 

ァオモ.リトト・マッよリ相れ・的/二卷いというこ匕を,あ 

うわ)している。

ま匕伐オ斐励旭の切ハで,国斜方伝!と更新樹罹との 

関係、をみてみると’尤向芝斜面でアオEリトドマ、、/ 

の戏な割合べ筍く,貌’燥する雨何さ斜面でシラベが 

蕎いというノ上記の伐採幅の楊兮と同桟な傾伺が認 

めら袒仁。

(..23>



伐採万法匕曲窗係ないが/持殊口立他条件の洌とレ 

て,帝状皆依跡、地のうろの低湿地こおづる両桝種の 

更新状態を参恙としてみてみよう,二こはU)レムシ 

口の迫憲づ巨、枉し,イワノケリマス’カワス‘ステだ 

隆ら,オタカラコウ,ミズゴケ類が敝生する場而で 

あるが,アオ日りトドマツガha当り"つク本,シうベ 

およびダ顶カンバがそれそれ同じく S, /クQ本/ 

ら,/クク本狂死していた。全体匕して樹裡も本・も上 

ないか,钥業橱のうち,アオモリトドマツが杜端匕 

少・なくなろのに対して,シラべかほ力、の帯状皆•成詠 

地ににべて,そう劣らないということQ注目匕值ブ 

る.

以上の諸例はシラベおよびアオセリトト'、 マッの, 

立地廃およびその変化匕対する適尼柱のちびい互示 

互つのとして契味源い。

2 木會胸り缶一伊那側(表一 2参'寿)

ここ・Cはカク～ら。m幅の带状皆4戈跡・地’3¢ %の拔,伐跡、 

也および帝状拡伐(宰不明)2年度伊磐漕台風による 

囲倒離地を調査した。

1.访状皆伐およぴ彩％択伐跡・地

アオモリトドマツおよびシラベの本数Lにけあ浅リ 

ろがいは認められ・なかフ伫。し〃、レな・から,コ乂ッ 

ガ正は前清は後者のほぼ、之倍,釘薬树金体でほ/、5馅 

迅い本数がみられ匕。

卽を投伐区はイ戈孫後之年で,現任わ花損が進んで 

いヨのて,瓶業技億エの向題をぬさにし・て心,窗秦 

樹の更_新を若云うと・荷状皆伐パ用利である。

去たダケ刀ンバを主体とLと広葉樹が帯状皆4戈近 

正25倍の値を示していろが,これ履・伐採後の程通史 

數のろか•いによるものと岛わ」くろマ

C2Q

袤ー：! ハケ延伐探跡地稚樹本数.(|词当)

伐擁方法 言さco)t アオモリK
Zラッ

シラベ :コメ、'ノカ'' N L 全

ヘノ Z〇 9 3?^ 5 2 3い ：.2 770
～ 30 ノ戏 ノ" 3混 7 76 /, / g孕

大W 〜 SO 1 \ t /, g い93
(2年) ヘノ/クタ /钙 /9? 9泠 打1

計 /如 顷 S涉 /•。〇4 ' 9. 7 5•〇 / 9, oM
ヘノ /ク & /3 皿 財! ス/, 9Z〇 七,a时
へ^ 0。 ノ ・え5え ん厲 /. m ''■ R以57 〃,*

孔皆 〜 SO みg X £6$ 乙/?/ ん/')/ 么沁之

(5年) 〜-ノクク し/" 七 J, "S : ノ”・〇 ノ白 /♦. Ms7,
〜/"ク 3 / 8 . 亨, S i .3, 7,ら

.•ー凱 U. &住 之・尊9 5,ク". 〃ん "// 以77S
—/& S" い /パ01 Z, 5?/\• t ぐ,2久/ 乱7ミ之

帯皆
/‘ 〇 ん?/5- Z, ?/? 0,133 //. 9/7： g ノ 2 76 ! \
〜勺ク /Z队4 ノ泠 人,7 75\ X3b 2. 〇 Z!.

(2年) へノ / 〇 〇 ?"； 9熒 /非 • ノ・5/, /,"£1
〜V 50 髯 ."一 … /涉 /??

計 9, S . 4 7?7 $ E / 9, / " 一・乙M
(

スん况/ 7
......
〜 /ク /, 2 心! 3うb ス・以7 /r £ ん眼T ?•らノ习

〜 ? 〇 5.勺" /・ 〇 75 ユク々 7 .3(>7 \ 3,刘/ /£ /"
帯皆 ヘノ S 〇 "/ ぐ万/ b .T8Z ■1 え,如8 Z S'

1 〜’ 0 〇 "厲。 M, ノ" "/ ノ〇• $4 / \ / 0.宇パ z/,丄7)
5〜禅:

〜上ぐク! 9/'7 . スノ/ク £/ぐ 9.心乙 /二 5 え”•日ノ、
*

〜ミク。j 心 /如 /$ /. SU ん/" 3,ク6皐、

ゝ3_ •多・ク: ... 一.. .. L… /スク • -- W .…W ...一星
訐 *,"ゲ. .Z:づう ん9苗 "m / ミク・ソ孑 ?/. <?/ ?'

〜 Z〇 ! ス,グノク ス・ク&

帯皆 〜 ; オクQ 3. 200 L 000
(7年) ヘ^ so 乙つ& zタQつ! g・。0り

低湿他・ へ^ / c 〇 貝・03 人・ククひ ” 〇 〇 貝,Soq

〜E 〇〇 リ、V 〇 •ヽ...-••! ー 矛。ク 3c>o
計 知"・' <ベ" 〇 ✓ g "ク ミ,ん◎〇 //zス广ク

<疔5>



b ・帯状択伐z年後の風倒孤地

針棄樹・の終本数は最あ少ない,これけコ乂ツザが 

栈端に少在いとめ任,シラべとアオ五リト・マッの 

合計コ最高を示している。しかレな疥ら’アオそリ 

トドマツな前2.者つる割包匕すざア’,シラべべ際攵 

って多いのが持徴であろ。

この師、地な南何さの斜面てあろ仁め匕•北ともと 

天怨林内の稚樹の構成にぢがいびあってノコ乂ツガ 

が少なく,シラべが分力、ったものと恩われ•々。い、 

めそれ.に加えて伐梯後ス風倒びあったといジうつペ 

いの该わ‘れ方のろがいぐ,南同さて龍、燻するという 

条件が重なって,匕訳のちがいがあうわれたセのと 

毒えられる。

3.側拓小一比建］表一 ヨ参考)

ここには戦痔甲から敗戦直後Iニかげて,良木の単木 

択栈をやリノ雪上搬出iをレ仁といわ札る場怖があるが 

明らかな記棵は残ってい&い。ここでの報告は大面黄 

皆伐について行かう。

卸船山ての大冬な睛徴y』すべて六面積皆伐てある 

もも、がわらず,辭蒙樹の夷新が他の地获ににべてよい 

ラとである。どくにコケ型では,筆君らの調査したウ、 

ぎリで,他の地政の荀狀皆伐よリももしろよい幻、 ろ 

結果がでて在くいる。天彷林内" の獲樹が他の地域と［X 

べて格段.に笏いという二zはないのでし これに侄就)生 

稚桐が祐れ丁に残狩しぐすし)特別な嘰股余件び衡いて 

いると寿之棋ければaらない。

a・林依型のろがいとの前係

点とまつ仁っのとレ«は,コけ型匕サザ型の渦査 

縛果がある。ラインエのサリ型跡地j二はノ」'■•削山カヾ 

いくっかあって,釦棄樹の本丁も攻く扬らわ以づさ'

<次>

表ー 2 ,駒ケ/伐採跡地稚秘本牧(岳当)

伐株方法 島 S (cw)
ア7TEり 
卜kマ、、ノ

/ラベ、 コメツガ N L. 全:

ヘノ Z 〇 8 0ら /NZ ダケ々 b, "9 也・?3 6 //,20ぎ・

ヘノ 3 0 ?. Zf / スク〃 L b 77 2,ス〇乙 归,今“8 / 7.クS"グ

希皆 へ^ 5 〇 ス/ 9 / 7 M孕i /,义ス3 生スケ7 GSS3 夕,790

,(5崩年) へノ ノクク 0, 2.2^ 艾/〃 /. 4^$6 々,い7 Jクフ女 /んフ/ /

11 〜»*ス 〇 〇 /. / / 4 /軽 2 S / /. Mら ア"ク よった
MW

〜えい j /以 ノ必

・計 /ク’ 7/7 /, 332 '; /土 ク S / 25.如 D K, 7?Z ",ア «ズ

〜 Z D 亨,E7 奶え ; い初 <?,牛’b % 9 g /んい0

〜 3 〇 も・いq №2 ； /,演バ 7, E 貝,/ ?z M ・"奴

択伐 5 D /,いち ル“ ! 3Iス9 /. n 以/ /,"8

訪％ 〜/クク "/ /易i 3 6?. いい /,沁ヨ

2年 〜スクク /ヱ3 11 1 〃/ /以 /以・

NW 〜3 0 D U!
1 “/ 1 毕Z

へ^々〇 〇 以/
.••/‘/3.乙

衣/ :

/<• /ス7..
名/ -

討 //, "S .7 〇ノ./,一 / 2笙S, 30. EZ

へX / 〇 ク7 • /以 N&/ ' "7 /, /卵

常択
/, 7〇! /. 3・屜 ス・グ ンヾ典 ?,g / 7 ； 勺・/心

S D /, //* /, ?い / 2.< N,勺を・ 9,クダ7 ら,Wb

(5M 年) へ^ /クQ /以/ん z m / 4 / £3 名,務。 »• / / / ノ丄 Q":

SE ～ Nノク /, / i 〇 /小 夕/ 3./い, 仏,人" ク•み’？：

ゝ/ 3 / 以 -22』ー ーー・W〜式s匕… 
計••• — - - • ん必〃 ?,牛/ん んS3 /〃,•ぐ«/; 急,ク/J .3 Sゼスj

ているが, 全体とレてばザ1Tが悪く コケ型が非驚

に・いという一版的な傾向が ここでもててき くいろ。

b 林亦やのちがいと更新桐裡

ザリ型ではカンバ類が多く ノ針菜樹が少なかつ匕

針棄桝ではアオモリトドマツが少なく ,シラべの多

いのが持徴である 。針藁耐に ついてのこの便伺は,

征樹ビけななく天烘林の上木についても見られ,他

の地或も含めて共通の饵向のように風われろ 〇

«2フ・)



Z 伐茨跡、地の稚樹のよ現頻度(派ー4参黑)

血当り稚割本数を〇か・らん万本)ソ、匕の/N段奮匕わけて. 

亡nそれに該当する方於区数をパーセントであらわした 

のが亲ー 4てあるe

ハう抵,卸也山および木會碗ケを匕ついてみて・みよう。

/. J、作

釘・葉桐の稽桝本数の煬合と同槌’甫状昏伐疏地が最 

む孩好で,乳決皆・我必それ,につぎ,穴面寢皆4戈は彖も 

罷い。まと:帯状否伐のうち正は,保湿,地.の诚地日域め 

て是かフ仁。

広楽樹匕ついくは,代狭方法のちがいよりわ,むし 

ろイ戈採後の経過算数_のちがいがあらわれ,ており,伐採 

後.z年の新レい伐採跡地なよくなラ々。

2.綁至山

すべてがK面積普代なので/そのなかで林床型ご、と 

のに救をしてみると,飼葉桐ほコケ型•でよく‘サリ型 

で極めて食い。広崇桐ではあ・まリ顕看な差Q鼠めら枳. 
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3 .木曽駒1T缶
針粟樹・は浦状択伐後の風倒芯地で値いが、 広葉樹について 

はあまり差は認めら和な:かっと。

3、伐採麻地稲樹の僕金、半祐.枯の割咨(,表-5ー、g参 

照)

鄙地稚樹の健全、半枯•枯の状能を八T花、木曹嗣テ击に 

ついて次に述べ' ろ・

1.八T岳(表一 5參腰)

伐探方法との関係在明らかにする「こめに、 优株後2甲経 

溫し匕大面積皆伐鄙地と帯状皆伐跡地とを比較してかに. 

a・両看と志跡地であるため•現在枯•半枯が進行してい

るが・.大面稽皆代ごとくにそmが看しい・

D,樹高の部分に枯白髭び半祐の割合が高力、った。•-

〇、針葉樹のうち..：>・ラペ、 とアオモリトドマツを比簌して 

みると シラベ、の枯•キ枯は全体として少な(、が•とく 

に蒂状皆伐で少な<:粘ば全<みらZIIな('・これに衬・し 

て アオモリトドマッの柘一半・拈ば非常に多く、二とに 

入面積皆伐で寿しl-' ・このことは• さきに瓯ヾ仁ように 

忽敘なうつペい談開に过いて、 > ラベ、の抵・抗性が强< 

アオモリトドマッが弱('こ匕を裏づ、ける七のである。
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义・当悉のこと頌がら伐Z採後2ラしカ、経區していな•いのこ、 

カンバ頰などの後史広業樹に成拮.手茫は会くでてさて 

(、ない・

2.木曽駒ヶ岳(宏一G参魚)

こ二で成伐席後の経:避年敵のちが(ヽ!-よ、る枯•半柘の隹 

行状繼についてのべるノ

%・伐採・後2年経毆した8〇ス状伐蹄、地のアオモりトドマ 

ッの状繼は次の｝£リである•

樹高(用) 健全 :枯十半枯

～ F 〇 1 : 0. 0 4

〜 3 〇 1 : 〇. 1 5

～ 5 0 1 : 0.5 5

I 〇 〇 ] : 1、5

2 0〇 ] : 2. 3

—3 0 〇 ) : 3. 〇

4 0 0 1 : 1. 〇

全体 1 : 0.3

上の例から毛明らかなように、樹高が高くなるにしセ 

がって.枯なよび半花の割合が大きくなっている。樹髙 

5 0 S！以上で比率が、逆軟しているが このごとは後報 

で詳/年る更新•匚だ之うる稚樹の大きさとの関速て興味 

衆い。

コメッガ之これと阎様な傾初を示しているし・シラベ 

ビつ(、て七 稻.半芯は少' ないが成ぼ同様なことがいえ 

る.

雑棲！本敬の項でのべ、たよう!-・樹高の低い部分に本薮 

が集中する二とと以上のこととをあわせ考之るとき・ 

針粟樹の臾新.の主体は.樹高の低(、部分Iニあると1、う二 

とができる。

b .伐採後5へ6牛経現した跡地では、 伐採丨ニよる枯、 半 

く m40

枯の澄行はすでに止っているとみてよい。しかしながら・ 

残存罹樹の生長Iこともなう競部の結果,下層稚樹群匚新" 

たな枯損がおニりだしてきて(、る.

伐株後伺・耳位たてば、枯福する罹樹・残存する稚樹が 

はつ艺!)するかをつか吏:rとば一つの課題で、 ある,この 

ことは、例えば帯状皆优の場合をとってみても、保残帯 

の伐期を夷新面から決めるのにどうしても必要になって 

くる。しかしながら.上のことから伐採によってお、こる 

枯領は,少なくとも5へ6牛主でにはとよると(、うこと 

ができる。

4.保来帯の雅樹本敬(表一 7蔘照)

八テ托の保殁帯について、&型繇狀皆伐艺(保京帯の 

幅30〜50 m ) I・つ(、ては•5個、 b型蒂状皆伐E (同 

2.0 m)にっいてば3個の4仇2の方形巴を、 保残浦を 

横断して設定し.本敬罰査を行なっに"

いす、粗も本数は非常に多(ゝが、び型は4型に比べて、 

ァオ七りトドマッ、ユメッガで4偌強、針葉樹全体で、 

3、5・倍、広莱樹で約さ倍と検めて多数の稚樹を保捐・して 

いお。

すでにのべにように、補状皆伐のイ戈採面では稚樹本数 

にま顕若な差は認めら壮ないが、 保残帯ではこのようほ 

大きなちがいカヾ見られろ"

蒂状皆伐を彳亍なう場合、イ戈探幅と同時に保殁蒂の幅を 

どれ従にするかが問題になって<ろ・

針索樹の更紺が前生稚樹に賴らざるを得な(、という二 

とを前提にするならば.前生稚樹の与い方が肩利で、 ある 

ので、上の結果から蝠のせまいし垠の方が有利というこ 

上になる,

爰 約

伐株跡地の調査を逼じて明らかになったことを次に、

く・つ
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要約する.

1 伐採方法匚よって射棄樹の更斯に六きなちが、いが見 

う灯る。

4、入葡禧皆氏:針葉樹の更新・を肉える場合、 木数・出 

現頻度などの点で全く間題にならない。広葉樹の更新 

については期待がもてるが、 樹齢および樹高の構成・に 

大きな幅がでてくる場合が务(ゝので、定期間にー育臾 

新をはかるえめには伐採面積の大きざ・母樹•の残し方 

など|ニ考慮の必耍が、ある。

伊、ナ犬,採:少敏の調査?例しかないが•稚樹茶数その他の・ 

点で、帯状皆伐七の間に大きなちがいは見られなかっ 

仁.しかしながらこの方法は収權調査、夜採などに手 

間をくうので、そういう面•で前看)二劣ると思われるー

C 帯状皆伐:針某樹の更斯に関してば.この方法が:t 
もすぐ、れている,各種の蒂状皆伐のうち.伐蛛幅のち 

がいに乂る差は認めらノ亿なかったが、 保残帯幅のちが 

(、は極めて顕看であった。

いずれの保殘帝を艇樹茶数は非常】二客いが幅の狭い

|フ型でば、玄(、を型に比ヾてはるかに多い本数を1呆朝 

■している•

2 .林床型によるらがいが兒ら沮た。

針乘樹の夷新については•コ成型がよく、サ访里,h 

ニコウモ"型.が枣いという.大菜、林の埸合と同様な傾 

向ガ、見られ仁・

またZ•げザ型では、アオモリトドマツが少なぐ、シ 

うべが多<なる傾向も認めら机た"

3‘傾斜方向によるちがいが見らnろ"

ハケ击、木曽駒ヶ岳では.針葉桝の夷新は北飼きでよ 

く・南向きで慈かっえ。傾斜・方面のちがいは針葉樹の 

維本敖だけでな < 、雅樹群の構成のちが(、にもあらわ

(97)



札ていた"

4.伐採など,急激な環境疫化に对する樹種の抵抗牲のち 

ガ［、が見ら机た。

アオモリトドマツは带疚皆辰一札状、皆伐一> 入面 

積皆伐と•伐採幅がな<なるにしたがって•絶对敎礼 

針某樹內の比率も戒少、 する。これに对Lてシラヾは., 

絕对数ば政ケすろが.比幸は高くなっている。またア 

オモ))トド、 マッの残存早は北向きの跡・地で高く、南向 

きで修< ,シラべはその逐になつている.

このことは•アオモリトドマツに比べてシラベの方 

が.伐探など、 による環境の段化に对して抵抗力が强い 

ことを示すものであろ。
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1.調査地の概況

詞査地は八ケ位・木曽駒ケ云•奥兔経であるが、各々は第TV報 

の諷査地と同一個所である。東一!に楝高、地形など槐況を、未 

一 2r伏株方法を示した"

表ー 2 伐株方法

調査地 番 号 伐採方法 ィ戈株帯幅 保残祐幅 伐採牛

I 3, 帯状皆伐 I 5饥 30 7R 1^55"

八 JE は 〇 15 2B. 5 1*7

ケ 皿 14’ 〃 1 5 30 \°! 5S

缶 TV 4, り 1 5 2 3.5 19 5 7

叮 18’ 〃 15 30 13 5 7

木一e VDL '6 5Q

栈採物

10 5 7

駒ケ抵
m -tv 帯決网のち風倒 風倒幼

I
行Tk从恐s 
跄冲我 1 3 & 3

奧鬼柩 I 帯状皆伐的 /〇 風倒’卵 伐株'60

伐採方法は補状皆伐が、主で、一部状伐が含まれろ。本報で、のべ、 

る稚樹の大部分はハケ缶で探取しており・從って.臾新"の米態の 

検討は伐探带丨5机という帯状皆伐の采件下においてである.

2、調査方法

ハヶ岳でば・伐採旅の曳新状能調査のため引いた各ラインの申 

で針葉樹議樹の突新が比較的良妇な万形Z. ( 2?HX2m) 5個を 

任意に罷び、、全ての有用樹稚樹を地際から刈り取って、大きさ、 

樹齢を調べ、た。夷新・上もっとも注目さ派るシラペ、アオモリトド 

マッについては鮮の節を・などることによって連年の上長•主長を米 

め・生・長曲線を描き.さらに上木伐株時の満高•樹齡を求め仁。

他の2地域さは•ハや缶の調査:結果の参寿に供すべ <、、ララベ、 

アオモリトド、マッを对象I二、伐跡地から単木的に任惹に採取した.

く")

第！図方形！Zの腫•本数の構成

’方形車蛮号 灣赫木敬(眼・当、千本)

II- II か!瀕

〇

I 00 0
ん〇〜｝5

木数 3久大 I7S 5須〇

貝 32

本数 5須〇 35 0

力 (>] 3?

50 %

木敬 30.0 牛23 72占

%B, 41

So %

切5 122.5

47

5〇あ

皈〇

§3

針

凱S

アオモリトララペ コ乂ッが

ド、マッ

本数

%

上-膚ユん〇〜/冬。 

キ

麟樹- 

本数8" 

%

階層S! 階層别本数割合

11〇～ 70

"3, X 250～ 130

中 [00〜 タ〇

下
ん5〜 10

m-/す’ 上 270 へZ !bo

中 /拘へ 3〇

T bOへ 7

m - 4, 上 \°!〇 へ 1 10

中 [0 D〜

下 5〇へ■ g

上 22〇〜 130
中 1 2.0 〜 6$
下 s5へ 1牛

«公〇



八丁压と冋様大きさ、樹齢、座罕の主長・上.木伐株盹の樹高・ 

樹齡を求めた.

3 .框樹の更新・状熊一A 7¢の場会

八ヶ岳•でとった方形％の鹿樹の構成状能を。 - Iに示す。なお 

方形％丨ー 3' ,11-1丨‘は上木伐採年を中Iビにして針菜樹繼樹

の生長経過、またカンバ、類の樹齢を秀緊することによって、 上木 

伐採以前にホ規模な虱倒によりすでI二烫箱が開始さ机て【、たk君 

之ら?nるものである.

以下頂目に従って臾新状熊をのべ、 泪・ば、次のとおりである.

1. 種類および木数・

全方形巳を通じ針棄樹はかなりの数が詭められる.この地政の 

将徴としてアオモリトドマツがセっとも多く・シラベ、コメッ 

ガがこれにつづく.

ダケカンバ、の混灰は方・形％丨ー 3' ・ ロ ー II ’で少・ない•

二)n.に过し伐探によって前生稚樹の生辰が開始さ?nた他の3方 

形巳でば(.、ず"七 斗0へbo %と爹く、両看のあいだI ー爰が認 

めら を1

カンバの优跡地への優入は伏採翌車に始まり2ハ3宰後で七 

っとも多い。なお'、上記のようなダhカンバ混交の差は、 光条 

イ牛カ、らみ、 て、イ戈採の場合、の方が、•陽性なカンバ類の傷入口とつ 

て有利还ある二とから主ずるものと考えら泪・る,ー锻に,I、規模 

の風倒のように嫌度に林冠が疎開さ沮ると槪して針乗樹稚樹成 

枯灯るこ匕なく臾新し、そのためにカンバの僵入する余地は少・ 

ない。

2. 階層構成

答方形％とも概ね3つの・階層が形底さ次ている。

この地带の我跡也に臾新している滙樹群は、一般匚針粟樹で、 は 

ゴメッカ、など生長の達(、地のは主に下層左形砍し、 庄長の早い 

シラべなどは、上。中層に多いが.ここで、 とりあげた方形区で 

セ同じ、傾向が・うかがわ札る。

ぐ心)

ダ、ケカンベの混交の多いビ丞は、ダグカンバは上,、 中層、主匚 

上層に勿い。現左のまま放置すmば、 今後、ダ、ケカンバとシラベ 

アオモリ卜Kマッの混友二幾林を形我すると思わ巾・る。

3 シラベ、アオモリトドマツの生長経瓯

伐株前風倒によって生長を始めた区の例として!! 一 11’•伐探 

|CX 〇史長が始まった巳の例として珂～は’をえらび、稚樹の 

主長曲線を図ー 2に示した。両方形区とも多数の建樹があるが 

図には各階層ご、と!-2 — 3木をえらび示した. j

正ー〃‘で、は.伐採年以前すで匚主耍な稚樹は上昇方一ブを 

痛く。これは風倒——丨屮5〇牛前後と思わ札る——によって林 

肩が談間し、生長が開始されたと寿える、

一方v | /令,に代表さ’nる区で、 は•优株前の生長は緩慢であ 

リ、伐採による上方疎開後| ～之牛・を経て危,濫な生長を始める. 

各'方形巳とも上層の稚樹辭の盛んな生長に,らべ、 申’下層の 

セのはすでに,被圧,さ机て史辰ば鈍つS、た。なお,図申VI-I8 

の〇即はグケカンバを探取時の高さにしたがって示したもので 

ある。図かららわかるようにダケカンバは上層にあって、申・ 

下層の針乗樹越樹I二对して被压を一層強めて(Jる。

4.上木伐採時・の稚樹の大きさお大び樹"嵌

I .八h缶の結栗
上木优株の前牛の大きさ一樹齢をもって伐採時の各々の値,と

し・結果を図ー 3f米し匕・

調査時上層で秋妇な生育を床し.ラ後林恩を畛成すると思 

われ匕診樹を〇印、すでに粮圧され隹・長が萩えた稚樹で中層 

のそのをの印、下循の先のをX印とした。

大・きさ:!しー11‘の3本・を除(ゝ須ほにんビ" の秘樹は3 ° 0171 

までで、あっとも大き('もので、主5〇 Ml以內に含ま爪る。

樹齢j後史稚樹も君于認められるがH 一 II,の2本を除い 

て、多くのものば2°年以内、 最高"年で、 ある"

ロー］I,内の〇 om.以上•嵩齢樹のものは伐採前すでに

以扌)
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生畏を始めマ匕ので、こ札らも風倒時の大きさ•棉飛をみ、仇ば 

図ー 2から底察でさるようI二4、。加前後•最高45牛である。

天然林内の!m前後の比較的大形の稚樹は、今市での調査に 

よると多くの谒合タタと方军 、最高M0余算.を数え匕が、 

伐疏弛に更新する稚樹ば—— 風倒などの影珍のあろ埸会を除き 

一一ニの・うな・式形・高樹齢の先のは認めら尬ない。

なお〇印の七のは•図からも”かるようにイE株畸の稚樹群の 

なカ、でも----上記のような50 Cm内という範囲ではあるが----

概ね上層I二位置し.•印・X印のあのは下層にめる。

したがって伐採時"上層であつ「二ものは、伐株I二よって一層旺 

盥な生辰をとげ、 る埸合が、多いといえる.これに河し・下層にあっ 

たものぐ、携史稚新は一時・生長がすすむカヾ、新らとな上層奇の 

形成によって被反され泪汰の万向を强めて巾く °

2 木曽晌ケ東"輿鬼幣の結果

シラべ・アオモリトドマツを过象としI 8本探つ匕。二归ら稚 

樹の採电琦と上木伐株時あるいは風倒前耳・の・式ささ・樹・臆は・ 

景一 3のとらリである“
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株取した稚樹・の約半敬は6 I枷以上最高/ 8 0 snでめった.

二机ら淮らの伐採あるい)よ風倒前年の大きさ・樹齢を求めると・大: 

部分が、Go om,以下•40耳まで、 となって、上記八T括とほぼ同 

じ結果を得E°

5 .伐蹄・、地の従樹消長の例ー一大芝さ别の観察

上記のようほ結果を禅たのち、木曹駒十岳において伐株後年 

の.30为状伐跡地で稚樹の残存.•枯損の狀能をつぶさに見,調 

査する機会を饵え.稚爛のスきさ別に残存——花損の状能を醐ベ 

た結は表ー4のとおりである。

伐踰地・にはすでにカンバ類のほかコメツカ、、トウヒ。カラマッ 

の芽生えがみら?n 残存した前生.稚樹は一部生長を開始していた. 

(今後地表の乾煤などで史に柘死するものもあろうが液中には健 

金ヒした).

表ー4.稚樹の残存と枯損

樹高 団分

木曽駒ケ岳 8。为状代廊地

針案樹酒当り本数 区分内での割合(％)

ィ建 全 半枯・姑 健 全 半枯・枯

1 S 1 0 乞2 5 頌 / Z4- q 3 2

1 I ハ 30 7, 9 g 5 1.3 1 2 8 6 1 4-

31 ～ 2,。 0 ? 1,。 b b 6 5 3 5

51 ～ 1 〇 〇 /, 3 S 3 /,3q牛 4彳 5- 1

! 〇 1 ～ 2 〇〇 1 b 4- 5 3 3 2 4- 7 &

> 2.00 8 2 2 0 S 2彳 7 1

合 20、8 2 8 十 土’7 4

伐採後芽・生えたあの(1～ ! 〇用内のあので、全本数の5 % ) 

を除き.イ達、全:半枯•花と屯に筋宝稚樹であるが、.5 )初以上の 

比蔽的大めのもの一多くはVT報でのべる維形のもの一一は・ 

2,7次木余りで本、敬はかなりある〇しかし半枯°枯の割合' は5 ’

0仇从上で一段とあくなる傾向ごあった.

L匕がって式きい植樹は、七と屯と茶数が比较的に少、ないうえ 

に伐採檢秸れる萃は高く、・残存——臾新の例が少ないことになる. 

二のこ匕はゝ伐採方法:の鹿いがあるにしても4項の結果•をうらづ 

げる«のである。

半桔•枯の大泌稚樹は.赭端折巾、.あるいは幹に備が入っと七 

のが% " 伐株作業による蝴理的な損偽をうけ易いことガ、 想像さ 

れる。えとえこのような損傷をまぬがれたとしても、技葉が・源 

疫し枯的る例はきわめて役い,

耍 約

1.八丁缶の帯状皆伐'鄙地I二生育する権樹を封彖に方形どを設け更 

新・状態について調査した・

金(・莱樹では、アオそリトドマ、、ソがもつとあ參く、シラべ。コメ 

ッガが認めら7なた。

ダ、ケカンバ、はイ尤様以前風倒があってその制笔のある方彩区で少、 

な< •・伐採により.直、挟前生雇樹の生長が始斐っだ区で亥かった、 

稚樹群のあいだには・ずでに3つの階層が形成さmていた•生長 

の早いダケカンバ・シラべ舞はに層を形成し、 生長の違いコメッ 

ガ、は主に下層を彫成してい,。

ううベ.アオモリトドマツの生長経遍は、風倒の影響のあった 

区では、王爰な箱樹はすでに上長生長を始めてい仁。二/n.に对し 

風倒の影響のない亿では、伐株後・丨へ2军後に怠激な生長を始め 

るという違いがあつ仁。中・下層の谁樹はすで、 に激反さ机、史畏 

は瑕えていた、

2 .シラペ.•アオモI)トドマツの史我曲線から上木伐採時の稚樹の 

大きさ。樹齢を求めることによって、林內龍・樹のうちどの程蔑の 

大きさ•樹龄の毛のが、残存しやすく更新するのかを検討した。

その結果、林内稚樹の段階で大ささは3 0列’せいぜい5 0 O仇 

以内のもの、樹齡は4〇牛以内の攏制で、 あることがわかった“

木菖駒ケ缶•奧傀怒の調査結果も上記と同じ傾向を示しrz 〇

法/つ



3 木邕駒ケ岳の比藪的新し(、件:蹄、地で、 前史推濫の废存・拈死 

の割合を稚樹の大きさ别に帰討した。

前生植樹のうち•5。如以下のものは残存するものがあく .

5- Z剛以上の之のは括死の密|合が多いという結果となり 上記 

八う缶の調查結果をうらづけれ.

〇し推局の地上部の形ヒ形質について

1.稚樹の採取地および調査方法

]•瓣为地

V蒸匕冋じ八ヶ岳の天鼠林おEび带状皆代地の保残福"伏採 

帯で»)ろ.

2 •調杳方法
地上部の形にしたがって稚樹を円鋭呼・ 傘形’半金形•水形 

(枝教がジ<現地で形の埼徴がつかめなかったもの)に類别 

し仁,崔.樹は.根系をできろだ”切らな[、ように丁奮にほり 

起し榇取した.

次の諳項日を計測し•各形の罹樹の比較を行なつ伫。

地上部の形:枝下高。着枝の状旌•クローネの形。

形質:素審細根(径2恥m以下の粮)の疊。根株から分岐 

する主耍根の平均長。T ° R率。

なお業については同化能力I：差・のある新・篥い日乗を别I二計 

測すべゝ きと方えたが• 今回は手ばじめの段階として面看の别 

なく全乗蜜を計測し比教をした。同じく根系についても深な 

の検討を省き.主更根の乎均長を七って大略の根張りをみる 

にとどめた。

2 .过象とした框樹の大きさ、 樹齢および史立地

1.Kきさ、府齡

採敵した稚樹の大きさ、樹齢を図ー丨ハ示しK。咎形・ともい 

ろ(、ろの大きさのあのをとった。したがって樹龄もは、 りつ'、 

が・、概して傘形は他の形に比‘ヾ高樹職のものが、 るい。

以わ

弟I図ネ隹樹の樹畐・樹龄

X

X

△

1〇〇 -

〇
〇

雅

樹
〇 〇

高

g 〇 △

° ° 〇

so-
; △ X △

X △
° △

〇

° △ △

©

@

@

T 1
10 30

X

X
〇円錐形

@,|\ 形

△半傘形

X傘 形

50 7 ク " /10

樹齡(年)



2 .生立地
円鏡形:伐採帯が主で一部林縁・

全形および小形:天然、林内または保残帝中央・

半傘形:林緣から数初の保残帯内•または天為林•保殃帯肉 

で林特のやや疎歸した荷. .

なお雇聚によると,薈地の澄(、すなわち倒木上あるいは岩 

石上のwa±.1-生育する稚樹と.ー無林地匚史育するもので 

は・根茨の張うまた腐植根と呼ば、机る戻うな細根の蚩に挥が 

説められたが、ごこでは〜粮林地に生育する稚樹を对欣とし 

菁地を統一し七。

3 .稚爛"の地上部の形

务形の代表的なあのを着液の状態で図-2 |z示した。

■小彫としれ之のは図中左のご、匕き半傘的なあのが多いが、右の 

ような君齢で枝を3へ小本分岐したもの•含め匕・

図のように答形はカ、なI)はっきりした差・を示す“极下高など、 

塩目について計測した絡果は液ー Iのとおりである・

务形の转・微は次のヒおりてめ右•

円"推形:枝丁高は供く・技は樹"磬!下部4ヽら連統して・る。y 

Dーネの幅蕉コの値.IX気っと"〃、さく 拗体は飒ね円锥形・ある.

斜形:核下高估高く .核は樹鮮頂部に集中して着き、 ‘7 ロー 

ネは扁平を、 横に大きくひろがる.

半傘形:枝下高ばやや高くなり、 枚は上・中部にわたって殖 

き・クローネは若干幅玄くなって、 傘形と円錐形との中間の形 

を匕る。

ホ形:現地では形を定め離かつたが、 諸項目の値はほぼ半年 

形と同じである“

4-.彼樹の若干の形質につ(、て ^

形質にっいて計測し仁値は施ー 2のとおりである。

円鑑形［衆蜃および細根蠻の割合は比簌的大、きい、主要根の長 

さは樹高の30 %匕相当する。,観察にょれば、新衆は各形のう 

<知ノ

ちでもっと七多く、また主與根の側根の分歧は活発で、 あった“

T • R率は半傘脂とともに小さい・

傘形:«細顏蠻の割合は各・形のうちでもっともホさい,主 

姿根長公一段と短い。

乗の大部分はI日果て' あり•新案の蠻はきわのて少' なかつに。 

根系は、府に大形・高樹験のものはしばしば先端が腐朽し、あ 

る(、は吸収根をほとんどつげず学紐状を呈するものが多<、明 

ら刀、 I二根系の不健全さが観・累され行・

T • R率は円錠形・半金形に比べ、,若干氏さい・

0幻
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第2図稚樹の地上都の形一着枝状態
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半牢形:栗量は円鎚形と同じであるが、斯荣の蚩は若干•少、なか 

った、細根曇の割合は円鐘形と傘形のほぼ中間の晅である。主妾 

根の平均長は各形のうちであつと毛長い.根系の稱朽は認められ 

ず概ね德金であった.T •区率は"、さい.

心询:当然のことながら案置の割合は多い.また根のぼ・ん 

どは細根として計測さ札るので、細根量の割合は.各形のうちで 

毛っとも大きい。T • R率はとびぬけて式き|、が•z Hl=L樹体が’ 

他のあのに比べ一段匕［、さ(、ためと走・たら灯る.

なお过役としれ稚樹は.久きさ、 樹験ともにいろいろの段階の 

之ので、あるため、上述の票な上び細根量の敬値は一疝の傾向を示 

すとして乞単純に答形の比較はしがたい.そこで案おふび・細根の 

割合と稚樹の大きさ(個体重.をとった)との関係を検討し、図ー 

矽に示しれ.

莱および・細根の割合は•個体更ザ、大きいほど少' な(、という-< 

的な傾向が認められたが、.そのなかで傘形は様栢下限に位置し・ 

他の形の先の日比べてかない傾何であることがわかつ仁・

上成のよう！Z务形の形質のあいど.で差産が認めらAた.

とI)わけ傘形の七のは各項目とも他の矽にくらべー段と坊ってい 

る結果を得た"とく |ス牟形の根系の不健全さは•上木伐様による 

急數な疎開に対して、推樹の水分経滑のうえで致:命的な弱点、にな 

ると看えらnろ。

5 .愚度と稚樹の形質ートドマツ・アカエゾマッを用いた庇蔭試' 

験の結果

上述の稚樹の膨は、各々の生立地からもうかがわれるように. 

照度と密接に関保している。ただ、同じうつペ(、林内ぐも"、形と傘 

形と2畛が認めら忆る。傘彫のできる理由として豪看らは、皿報 

でふれ伫ように、 罹樹の光に对・する愛求度が生長にと毛なって強 

くなり、 稚樹はあるー定の大きに違すると質的に款化し•ニれが 

傘形I二なってあらわ巾・ると考えて(、る。

<して質的に転化するんきさを一定50剛前後とみているが、 

くんQノ

これのうらづけは今後の調命にまち.ここでは瞟度と罹樹の基本 

的な関係を知るためI二行なった庇褸試験の結果を記す。

1. 試'験方法

照度は.帀販の防虫網<爾締色・黑色)を一枚あるいは三玫 

重ねにLて調整し•次の巴分を作った。

100% (对照区、 全天)8〇.、37%、 I0%、便所

樹種はトト、、 マッ・アカエゾマッである。両愁ともI聽度区,あ 

匕リ.1似2、2回< I) しのBを設Iナ播極し匸.

芽生えて孑粟を展開した時点で上・記の股、 葭医分L従い、網 

を上方、側方に腰って各々の区を必理し仁。隹辰、が停止した 

晚秋に騙り取り、I聽度ビあたり200本を無作為にとり出 

し、次の項目について計測した・

木栗の数(トドマッに•づいて)

子葉の位置から苗の頂湍までの衰さ(アカエゾマッにつ(ヽ 

‘て)

二次側根をつけと根の数(両種)

T • K率(両建)

なお・ゝI 〇〇为区は哀爹地表,の乾焯と立枯病に•よってほとん 

ど' の苗・が枯死しんので測定はしなかった.まれ生立本敬は、 

堀取睥、/ 5 %区では根切,)虫、の害があって若干う-なかった 

が、他はI m z中y〇〇木前後で若し(、産はない.

2、 結泉 ^

図ー4に測定結果を示した.項目す上にのべ、 m成次のとお 

リであろ,

木葉の数:80方％では木葉II ～ほ放の苗がもっとも勿く

3 7 %(Z1では6^11枚の苗が匆(ヽ。/夕％亿では〇 ー 5枚まで、 

の区分にb 〇加余" リの苗が含まりIる紹果召あった,

風度のちがい田よる差・洩がはっきり匕診められ仁。

孑葉ー頂端までの長さ:タ。％ざではク、’7羽以上:の苗が7。

%を占める•こ411二对しノ 5飾国で、は’3 %の宙がノらsi

0 ノ)



以内である.37%艺そば丁度前二右の中關的な傾向る、ある。

二次側根をつけた根の数:図からもわかるよう匚、 トド、 マッ 

匕アカエゾマッのあいだ、に若干の建が認のら机るが、照度に対 

する反出は同じ、傾向がうかがわ札る。

间穗・と志80 %団で根教の多い苗がもっとも多く、 3 7 

ガ、ニれI二つぎ・/ 5 %亿では逆に根数の少ま(、苗がもっとも务 

かった。

T • K率:前記k同じ'<両種とも照度に对しては同じ、反施 

を示している。80 X IZでは小さい値の苗が多い.二4U二対 

し./$%区では式き(、値の宙が％い傾向であった。3 7 % 

巳では両者の中間の傾向であった.

以上の火うIこ各項目とも、照度のちがいすとにはっきI)し 

え差遼.を認めるこヒができ氏.とりわけノ 5 %亿では地上却 

地下部とあI二ー段とある傾向で、 あつ先・

要 約

1.ハケ备の天簽林、帯状皆伐歸地の稚樹を地上部の廠によ 

って、円錐影、傘畛、半傘形、小形I二類别し、枝下高埠地 

上部の形について計測しれ。まれ若干の形質について各形 

のあいたの比較を行なった.

2 ,各形の耗樹は、核下高.巷枝の状態、クローネの形で各 

々特徴のある値を示した。たえ小畛としたものは槪ね半帝 

形に形い。

3. 彩質として紫暈・細根匿、主要根の平均長・丁 ・ K率を 

測定し 比較した結果、類別した稚樹の形のあ()だに差違 

が認めらrR Vz 〇

えくに傘形相樹ば、他の肠のものにくらべて葉・細根の 

割合はケなく、根張リも)1、さい。まえ根系はしばしば尤端 

が腐朽している。あるいは吸収根をつけていないという厩 

察からも、この稲剧の不健全さが、 認めら/nた.

4. 聪废と稚樹の彩質の関保を知るため、トド、マッ・アカエ

、ノ、マッの福建苗を用いて洗後流験を行なった。その結果.

'R政年9。•％区では•両種とも地上部の生.育はもつともよく 

根糸あ活発に分岐していたO

3 7 %ので、は、地E部の生育、根糸の発達とあにタ〇 %区 

につ(、でいた。

7 5ぜビでは.地上部・根糸とも、もっとも少?ると(、う結 

果で、 あった。

金



第3図乗 。糸吁根と個体4.
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七二) 川上福状更術試録地の該定とその現況

aS林科辰 

憧林第Z) 

(粒 生)

(土犧第了)

$下正天

坏屋快二栩秋一延•泰森隆郎 

屯.住舁

前・宙・贺三、莒川清

二の試験地は嵌欠凍差回師すの反貯釆•喚I斜而、海拔ノワターQ〜

N旦"ク札に位置し、日田営林署唐內点田経営区5 2林瑕の一鄂で 

ある〇純面積ざ.5 よめ、上部は小尾枝に桟し、下娜は沢にのぞむ 

傾斜ユクク°の南西向さ料面である。コメンカ、、 を麼占・建とし 

丁オモリトドマツ・シラヾ、ダブ万ンノゝ、が、これにつぎ、、曲ーにトワ 

ヒ ヒメコマツを見る典•型菌な亜高山性针莱劉-林に志、なわれる。

試 、験設計(时区参照)

ん)伐採•歸の巾ばノすれおよな、 ヨク犯とし、食から翠に向けて該 

建し、交互に3回くりかえす。

み)保建滞はすヾて巾2クっしとする。

C)水平方问に爸帯をよこぎる調痊繚A、 B、じ、三本を設定し 

この繚にそってユXえ初2の雅樹調・查固定フ。ロントをおき、戌 

株前後の稚树の哨菽、植生の设化専の比較調应を汚なう。試験 

地の現況にそくしてA’ (A線の堪測)、ピ.(C綿の缘側) 

の2つの補、叡調査線を設定した。

を)戌木運井の方共は戌採帯の設定に疋・碓を期する外はす・ヾて通 

常事業的に行なう方玄による。

0、試験期間は保・残帯の•戊採更新•を完すするまでとすろ。

謂査結果のオ既要<第/. 2表)

上記にもとつ、、いて行ったイ戈採前の宿樹発を状況の総括は第/衰 

の如くである。この表でみる匕 全谁樹本数では峯筋に多くあ筋

くどヵ



に少ない順冋がみとめられるが’•更新・目的樹種ヒ見るべ老シラヾ 

とアオモリトドマツだけの合計教は ド = 2フ,923 .人=フんg 

8 = /£,M 3 C =元3乡ノg O' = ノ N4 72 となり.そ:の4頃向

がいちち’、 るしくなく.また前生稚樹の本救ラ、’：:れだ顷あれは’、か 

••・リに伐探被害によって.その3分のスが.失われても、荷數量的に 

は必要な本数が残存していることとなる。

なあ、.上木は厶•B . C冬線を中た,にした2 Q つ儿巾の帯につい 

て測定したが、、その本数、断面積咨計お、 よみ・、材・積は第2表の如く 

である「すなわ’ち,、ゴメッか、 はどの点から"ても優占していろか、. 

これ匚つぐ ・も力は本数.ではシラベ、•アオモリトドマツ、ダ、ケカン 

ノ、‘の娘ビなるが、、折画積合計松しくは妹積でばダケカンバカヾアオ 

セリトドマツよりイ憂占度が高いことにな.。

備考(昭和タつ牢9冃2ク日イ寸.LL 〇試研第ん/ プ号ピ亜,高 

山針來樹氷の帯疚吏新試験地設定について」を七って長 

野営林局夜宛協畿、"冃26日付羊。長第・る9 5号を 

もって長野営林局丧より回笞によリ設定兒了となる。)

(フ0)

上带状更新溟験地川

noo:

試験地面積•才•松

ロロ口

ロ ロ qロロ

ョク2し

pnanET

qqoo 〇



第/友 川上試験地冬線別高別木<■

(フつ )

I5T人
兆Z 当 リ本 数

全本数 N計 し計 シラペ、 アオ,七リ 
トト・マノ コメッか トウヒ 匕メコマッ

ワラシ’日 
カンノヾ
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5・〇 ノノノ23 ノ,ノ 3 5 ・ク/ク 522 ノ

/クク 8.853 ノノノづ ""ク 3,/?8
> ノク/ 幻わ Z?J2 2043 /.362

A 合 計 ^/.22 8 ノた62名 ノユ 3ク6 ノ即ユ8

< ノ 〇 ノ 3.723 3.フ心 "ク& 攵<23

3 0 ノ3.フ22 久次 心" 名” g

タク 妇8乒 /つ纺 ノ’s6o ん心ら

ノクっ W夕を /.763 2,2.83 "タユ

> ノク/ 5,つ20 ノ・冗8 /.776 ノ, ”6

B 合 卦 2次2 2方20 ・ ノN 29 g ノノ'3/2 3/2

< Z 〇 ュ方< 2,O混 ^32 20» 必5•も 208 :

30 々滂タ /2.1/3 〇 ノQ« 3源ヰ 2372 必タイ ノ心

5。 3,536 3.53(> ク J.352 ノ財8

/クク 4/るク 劣ん。 ク ノ,$6ひ * ノ4ろ"

> /of 8,ム么8 6伴/2 〃 2"% ノ$つ2 2宓〇

C 会 計 "〇々。 s•另/つ公 736 13.736 28アっ ノ5宓。 ノ〇ユ ノつ<z 用i

< ノ 〇 2/,// 2 20,5泊 夕2“ 次ノa “,つ" /ノ,〇88 /0U Z〇(/-

3〇 ウ求# 7.672 3/2 K牛 2,め〇 2,308 ョ/コ

タO ノ,35ま ノ•2¢ 8 ノつV クユ 8 3/2 初8 /〇"

ノクク N"必 N仍ら 〇 5 ノノ斗孕 624

>fO/ 5"ら 女ク必 ク N ノg么 ん56。 /.3S コ

C ' 会 計
/ん如タ "〇 〇 Z872 4クmN

一.

< ノ 〇 眾技 38々 イノ 5 2 ノ,估2

Sク ?63 g /ヲ2

フ卯 〇 ク彼 ノた

ノクク 装" ヲ6q 2クタg ョ2牛

> /ク/ 心N 2,688 L 2,海 | 2ノ/女

效女な、 百分夢く /血当り‘に楔算>

くRD

全本数に对する百分率

会本效 ル钟 し計 シラヾ アオモリ
卜辛'、マッ コメッが トウ匕 以コマッ

ララジロ 
カンハ、

99. 8 公、« 初、/ q

43 5 

ョク・2 

ノノ’ 7

9,4 

M。

/つ

ノケ

/愼

ノ、“

ョ、“

72 

う〇 

心

2.2

S8.?

20、了

S, S

3、q

E

号

ノカ、2 33. / 30.0 37、/

拓5 

3M 3 

ノノ/ 

ノ 3、/ 

ノ彩

又/

凡、/

么3

«3

牧3

さ、8

//. /

3、8

3¢

g

ノ“、々

//、/

育 

ミ、3 

心

)00.0 泌、9 X / ミぶ、? ノ y, 7 05.3 Z /

?. /

U.2,8

ノ奴、ノ

日ユ、〇

&、だ 

牛" 

々、0 

ノ久/ 

-?Nク

0, 7

〇、牛

〇

〇

〇

2 8

/ユ、7

名•6

5、&

& 5

〇' 7 

&/

X以 

ミ、/ 

6,ひ

% ?

-2/. 6

8,0 
占ク 

久/

7

ク

ク

〇

ノ〇〇、3 ?z ? * *. 8 * 7 37.8 心 "3 ュ・

知,8

コ心

3、タ

6.3

*8

S八5

を、/

3,2

4,3

/ユ8

/.3

久8

",3

〇

夕

ノ卒

X ?

パ

5、S

ノバ7

* 

が 

2* 

め

-2S.-2

つ、〇

〇, 6

ノ、«

3 4

〇,3 D、3 ノ、ヨ

〇、8

ク、3

〇

〇

99.3 23,7 <2Z / W、〇

ノん / 

/。、ミ

57 

2ー、? 

紹んダ

2.3 
牛、» 

〇

攵7 

/ん,

6、g

% 6

久6

"3

/ & /

L. ?

/■ !

人/

2 3

は、6



帝Z去川上藏験地上木の本数、折面璜ノ叉び、豺積

(ね肯リ)

翌 
存 シラベ、

アオ功

トドマソ

トウヒ ［ノッが ダ‘ケカンバ、

ウラジロ

カンノぐ
N計 し計 会託

小 / 乡2 38 "〇 3S 〇 つ｛78 ms <? ノ 3

数 8 /a ノ ク 33 ク クぎよ 3^ 8ノ 9

(药 し ノV 6 ノ / / 夕3～3 M / 7 ク・ 33 クワっ

折 <4 3 3 / A S ク 巧 舛

面 7 2 〇 妃 S 〇 3•〇: 夕 ナク
德
3う 〇 3- 2 2 35 牛 十 夕+ ^3十

材 月 3 ノ ニク 乡 .3^3 ョ ノ ク "よタ M / 必a

)3 5ヲ /夕 ク キ夕 * ク 363 mu 3?7

處) C 33 ノ S /ノ Ng / 3ク 2 3/ ? 32 35-/

(3 J ノ、テあ此側钮面の既住麟状更新•地の謂亶

W ) 謁壑匹の 鼓定

(萱林課長)章下正夭

(這林第?)蜂産欣二、相秋一延

只木我也•濂荻隆旅

(植 生)詢往昇・

(土壌第2 )前田禎三、官川清

この也域に寸しては前・耳も頷資を行ったが、、本年度から末春にか 

けて 保残蒂を立木感分によって戎除することになったのでー・、その 

上木の处理)こよって碌殁・帯向の更新;附が•'とのような,祓笞をうけ、と、 

れ程のわのが・株後存立して行くかを知角ために、我探直前・の保残 

帯肉の « の状況を、前項と同様のフ。ロットを設定して調査した詰 

杲の一冽を第3表/4 ' Z5に示した。Aは3分の7帯状皆戌区(我区 

m ノ 5•留・保疫巾ヨククん)のもの:•おは冬〇%带状皆・我区(戏区巾 

ノ 、棵残巾ユN5狄)のものである。八ヶ岳地区な前記川上蛆 

区に比して成に前"生稚掛の券生が、良好な幀句が、あるカヾ、特にこれ 

らの保残帯においてはユメッがよリもンラマlアオモリトドマツが、 

はるかに擾势となっていて、これは数年間惻范あ線が、 加えられ、ッ 

うへ:、アオモリトドマツの稚樹の惑生成畏をうなか、したなめと老え 

ら・る。なあ、、Bの方が、Aに比して更新沃況が、 よいのは、柚の因孑 

も作用しているかも知れめか、、やはり保残帯の而が、せ.まく、光線の 

投射責が多いことが、、大きく影蓼しているものと思われ・る,

(ワ幻



第3 表 ’、テ缶带状更新地保残帯の
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(幻 ノ、ケ畐・帯状皆枝、跡地の保残帝,茂

裸に伴う罹樹のラ肖反

(土壌第M う前田禎三•宮川 淸

ノ'ケ缶北科面にある既往带状!皆吠跡地の探区内の更的状宼につい 

てはすで|二述ヾた。

残されていた保残帯は.並木処分によってノワ卯年夏～秋に戊除 

されるこ匕になったので、イ戈採に先立ち同年ク冃保或帯Nに試験区 

を設け.戌探前後の稚樹の存立状況•瑕丧の経過を退跡する度ヒし 

た〇

/、 謁查方法

〇対家とした保残帯

次の二種である。

厶型 :ノノ 3帯状皆找ぐ状匹巾ノダ杰.保殁带<# 30

5 〇・巾の保残带をも対象としたが、、今回のとリ

宗匕めではA型として取リ板った。

B型: 公ク％带状皆戌•(伐区巾ノ 5吼,保存带巾ら2如L) 

〇試、駿地の設定

2"メ ユ次・の方形区を試験区匕した。

A型、わ型ともに、保残帯の両林縁に忍ノア・碌残帯中央 

に!ケの画己列を原則とした。

sク・市の保残帯には再i林緣に各ノケ.あ匕は保残蒂丙に 

粗互に等間隔の位置にV・ケ、針4ケを設けた。

A型の試験区は合計/ 2ヶ.さ型は合計2 7ナである。

〇イ弋棟前の頷［査<.ノヨ幺5気8冃調査)

枠内全ての有用樹稚捌について種・び蒿さを調べ'、5 5以 

上の稚樹についてはナンパ‘ーテーフ。をつげてZI戈採後の継続調 

査にそなえた。

(7^)

〇』戈択後の調査 侦)4 とbキ7月詞嵐)

ナンバーテーフ。によって粉肉に残された笹塚の礎郭を行な 

い、拈、扌枯、健全を、また被害の状況を孑エックした。

枯、半枯な大酪択の規準によって沃め反。

枯:樹床全邹水、 拈れているもの

半枯 :3/5以上の樹冰が、 あきらかに拈れているもの.ま 

だ大部分の業の色が、、あさらかに変谊しているも 

の〇

健全:上記以外のもの。

我採によって先端が折られたり.轮に傷をうける 

零.•散客をラけた稚樹でも慕の含に変化か、認めら 

れない、あるいは頂湖、技端に希栗水辰蘭してい 

るものは健全とした。

披害・の内咨は吹のとお、 リである。

液条・未木なむによる剧庆あるいは曲り ーまとめて ワ失」 

Xした。

先蟻あるいは・歩か、枯れてし)るもの——厂拍先」匕した。

下枝あるいは技全体の枯が、 ノ Zi以下の場合ーL枯敬」と 

した〇

栈探木の落葉、枝条な匕、•で樹本M埋彳した場冬 

樹冰半分までの埋」し——「埋一部」匕しだ。

樹冰の大半あるいは完会ヒ埋札た場合一L埋」とした。 

すでに半枯•枯匕なっている罹樹については顕着に読めら 

れな覆窖以外はとくに調べ、 ずつ不明」とした。

枠向に匏めら札なかった稚粉•一 「行方不明」とした。

ス、さ探前の推樹の存立状繼

〇種類<表/参照)

この地域の天燃林下,栈訶、地夷新・地で.は、 針葉椅稚橱の遅 

合、歩合はアオ亡リトド、 マツが殖も多く、汉いでシラペ、コメ

(g



ッか、 となるか、、応残帝下でも大略因じ、頃句である。ただ0型 

てはコメ、ノか、 の方か、 シラベよりも多くなっている。グ丁カ、. 

ハ・、 、ヮラジロカンノヾ’は若干匏められた。

〇本数く表/参照」

厶理:/3型I二此,ヾて少・ない。対ー彖とした保嫂帯には各所に 

比較的吉い貳劇穴が’あり、従って大きな稚:樹沃多く 

なっているノ

B型:針斐樹全体で/ワ万本を数え,きわめて多坦の匿濁 

か'、認められた。S J ～ ノノクsし区分の比較的大型稚 

樹が./万本以上存攵するのも特徴的であゐ。

- A型に比してこのように吏新状况のよいのは院残

、帯の而が、 狭く、測方光線の投射•童の多いことが、影響

しているど考えられる。

〇株残帯肉杭蠶別の木效(図/参照っ

A型:全本数は中实部で若干少なく 林縁特に北側で多い 

傾句である。

高さ区分別では、和到の影響があって時に傾向は昇 

られない〇

/3垣;全体本数は北側で最も冬く、次いで中央•南厠桃簌 

である。

高さ区分別にみると.5 !如以上の稚樹は林蘇に夜 

<、中央一部にはノク3し以下の小型の雅:闾・か、多い。

3型の罹樹ば、先に述べ、 た如く側万光線が、充分ど考 

えられ•全体に型ば下枝の菠った円錐形乃至中間型 

のものが多く、更新1上期待公でさる稚概として鬼貝 

けられた。(推樹の型反な、史長鶴通ば現在ま匕め中)

3、•或裸後の稚樹の狀態

〇健全稚樹の本数(袤え参照)

谴全稚樹としたものか、今後と・・のように消我するかばこれか 

(ケク)

らの巷挽調堡によって明らか)ニなるが、、少くとも茂抵)字?安 

〇)時点、ではス型 ！5型ともに更新上均!待さ亿る本裁は充分に 

殃されていゐ。

葛さ匹介剔では.4、わともに戌探英!と同じく ノノ ～ 3ひ 

C7Hの稚樹" が長" 毛多い。

A建との型.の木数の差,はゝ戊採前の差とほぼ同じように6 

型かA型のヨ店弱を故えた。

〇残存率く図2参照)

・各・穫とも建存華は高いようである。

針乗・樹.•冬計Iこっし)て.髙さ区分別にみると、——現在まで、

の浅跡地の 調盛結釆»ヽらノ/ ～ 3つ"［あ勿用:刃〜矣»で我、称辛がIk 

膏ペK予飛したが一展• B四^トタル風质の化駁的大M灘樹め残存辛が、高 

いという結果を得た。このことは.これらの稚樹の多くのも 

のか'、普通夭然伝下にみられる傘型の七のと異なり、生育の 

旺盛な下枝の謡った円錐型のものであるためヒ恿われる。

〇彼害について(表3参照)

全依に高い被粤率を示す。A型、8型めもノ〇/や386Pで 

飛も咼しゝ〇

被害の内訳をみると3 〇 Si以下の小さな稚増は•枝条、落 

葉による埋れ、行テ不明(これも多くは埋れと恩われる)が、 

多い。一方5•ノ现以上の稚樹には、折れ、傷、我なと、、 が、签い。 

また、行方不阴も大型の稚爛に多いが' •こ札は栈採作萊の支 

障として刘拂われたり、挟きとられたりしだものと提隊され 

る〇

中間の箍濁は劉伏、 が、 多い傾向である。

くみ>



袤/. 伐探前の稚樹"の木液 (Nグ当り」
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表ー2 浅标後の本兹(建全龍樹)く％当り)

4ゝ翌

髙さ区

分 C 7H
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冃型

( 年建全沁幡十同建全被雲繼樹
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ノケ6 S年の木数

表5 楸害の種頰別割合(％ )

表4 祓害芋(％)

、ー ノワ65年のボ殺-Zろれ恥健金無彼密本敬;£. ,------------------r—— ---- rrr:---------------メノ〇〇

く,’。 〃～ 3 0 3/ <卉 S~/ S 如 /リノ ～ 51リク > 30。 平均

A 3 5 夕/ 7 3 8 ノ テ/ 7 5 7 6

1 - クタ /夕 7-2 イぎ 8 <3 ク8

注・•新さ区分内の’楠液雲件效に射す§割合C % )

型 ,4 3
〃我 3)办 5200 ン3〇〇 全 くノク 〃～初 弘タ〃 夕Hod 全

伏、 9 Z6 9 * ノ ぎ zZ 36 コケ ノ 2

枯先 3 ? 夕 2 5 ノノ ノユ 5"

枯枝 6 ノ 8 7 ノ制 8 r ? ノ3 // // 呂

<- 6 2 2 •2 孕 5 义 牛

埋 28 30 ノ 2 夕 ノク ノg / 7 す 3 劣

折・ S ウ ノ 〇 ノ フ 以 ノ 5" «? ノタ 2

傷 & ノ 6 •工 6 / 〇、i

戌 3 ノミ Z〇 33 •3 ワ クほ

板 <?
1
ク #. 仁 / 〇.7

不明

季盈

/3

SO

ル

ノ/

3

20 S3

S

ノ 5
so

X
ュノ

m/
7

ノ 9 ノ日

ノノ

-2夕

-2/

計 ノ方 ノOQ ノクノ ノ。/ 93 ノクク ?7 9々 ノクク
レクノ

ノグ2 ノクZ ノ如、/

ぐデ/ )



図z ィ戈探前後の稚樹"の为天(針菜如

タ年の硅金稚価• 0)

<り)

B型

3350

(^3 )

g



(¥)竺街山带針栗樹・林Z)物溟・生産力参登

(造林第ユ ) 只木長也•蜂屋衣二

亜髙丄帯の•更新問題としての稚樹の発・・生葛長が’調・ヾられるー万 

更新された林分負瘁のもつ物貢生彦力を知るため.また•将来•検 

討さるへさ保育問題の基礎貫料ー匕するため、富士山にお、いて主と 

してシラへ、 を対象として調查した。調畫は 立木卷・废問題の基礎 

となる姦多密度を杷握するた 'め、とくに立木密度の高いシラペ' 天 

然林を主.冰に行なった。

謂産地は富士山糖進登山道之合～3合目の山梨県有林Nヨ、2」 

g 林班で、牛/年7冃に表一T"のとおりの于•備謁查を行なった。

表ー/ 調登炊分の擬:况 < 主樹種はpLot /Aを除きシラ•ヾ)

PLクセ

林弛 標高
っし

讎将
耳

尿^^ 
馈率仪・ 

尊

琳秘 
為"

手期高 
•7TL.

衫瘀 

〇カし

履建 記 拿
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ュメッガ林、シラ, 
ペ瘫^對必砂松.
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■2/ 二3 /方 ノク /ウ猝ク ¥5 屯、3 西畑精 イ炳調査
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_

以 /"ク万 ク,* 0、銘 榊瞄畑 "酪よ痙

二の謁資地点:の中力、う、心t ノノ.)ノ、2 ノを選んて、 それぞ’札 

から3 ～ ノつ本を彳戈劇訶查した。栈倒木せ層別刘取’法によって幹、 

<松)

吱、勻‘•雰枝、喋 折荣!こ分•けて宝笠蛍n剧定し,靜は樹幹奇「推し 

j なお.少堂のザンフ。ルから、主雪匿はぞ粉、生:"•"ヨし・厂过

表 一 え伐劉調登木一竟

MO ? /ク // ノ 2 ノ 3 * ZT &

村 応65 ノ炫 ノK M6/ ほ從 S石 ノ" ノNA

P 四 髙直径 C/ffL 23.0 /3.0 /久ク ノ・ 來 ノカ3 心

L

〇
乾

雑

枝3年枝舍)

修

修

心外

/。、必

72.27

函

め％

弥23

心羽 加a

切? 財

6-5.63

Sクク

■35、明

T
兮 。、舛 必 亦 〇、〃 &J0 036 クノ“ 4クフ

ノ/ 童 喪<当年栗含) •窖 )3 JI 猝 須3牛 3.38 妃8 284 名ノ9 ノ・

当驟 繆 3、・ z/g ).32 4如 必っ ノM 々クg ク/夕

幹 村C cbrc 3^0.0 爾3 砌。 •必4 W ス顺 ノノ 73 7/. 3

No. ノ 2 3 女 5 6 ク

樹 高 m 用5 必 7.00 す8Q 385 338 ラ中

P 啊 髙直怒 om. 祭 眼 〃、/ 衣 源 宕イ * ノ^3

L
乾

怜 6.〇/ プめ 2納 〇、73 )33 と贋 翊«/

〇 技(当年枝合) 修 。占〇 0.79 2、拓 a/^r M夕 2展 つ、な ぢ”7

丁 当年板 g O.qU- 已々 彩ノ 十 ク”3 ク妃 £>.3/

)匸 M 菜(君年栗舎) ^63 A/7 3,か a23 。謨 N必 号ノ &N/
当戰 協 久凶 (>.2.գ 258 "・リ3 十 ク、/& ノ3 ノ

餘 材W ノg 23,* K* ん必 ノ宓 355& /8.2O 冷オ

AZ〇 ・ / 7 ノ F ノ g 2。 -2/ 2貝 逐

P

L

M 高 皿 6.37 5/8 5、ノ I №2 g */ Z7/ 2%

W 高直・径・ c^L 久ラ 粕 灰3 朋 N? * ノ3 コQ ョ、ん

矜 免 7.3/? 4/32 乙宓 2"ク ノ‘心 クgm 0涙水 OJ定 ん次 泾38

丁
慈 枝(当年枚含) 縮 0,30 。弦 〇" ^3 ん〃リ 打勺 1?.〇78 〇・ ノ羽

当年枝 幣 う奶 り、050 〇、03 牛 ク么 お叮 子 ひ如ノ 3ル

乙/ 重 樂(当年莱令) 恤 2、ボ 25) 〇紳7 ク・勿ユ 咿汚 "、〇89 Q"ワ 〇展ノ Q逐ヨ

当年索 性 "以 0* DJKO の玄 £>06/ ク眾ク %コ3 0.0〇/ ク,勿0 絃お

齡 林積 く况 ノ渺ケ )fw& 並2 均日3 3.776 2,03? 人g& 〇,U ルク32 工^2

くむ)



比淀定玄!こよって丸aあたりの現存登を求めた。(我一 3 ) 

なお、根の后ば枚本の買料から、矜板ら計臺のヨ。 %こした。

が面積計はドル兄22のみ地隙・そのZI也は殉高

袤ー 3 夜倒調查林の琨存童

T LOT ノノ ノ么 N ノ 22

断画禰計 祠破 あ、77 夕W 3ふ、纺 36.75

弊 #痍 g城 タノ・夕さ5 事〃門 ノノ ク ノ J,ノ疔

幹 t服 ノラク、2牛 /"クM3 45, 73 义?

貂
枝 ク な档ラ ノ 5、以 8 a妇 ノ、&

彩
当年技 ク ク、77 ク、クN 〇・ sヨ ク、タ

葉 〃 Z6. ?〇 J 7.6/ ノヱケS

当年衆 リ 3 29 ■3、心 猝 ノ、«

重 地上部 ク 22.2-.62. ノ知、クN 63.35 72.2

地下部 〃 "58 323 ノんヨ2 q

全稼 " 283 40 ノ 7 久 85 3^.6 7 /6.5

図ー Zにば、林分の平均溫高お、よが現棉童の増加に伴なう冬春 

官の現存量の配分比の度化を示した。平均阂高および現有•登が、増 

すにしたが、って幹の比率が大きくなり、葉の比率水、滅少• する模同 

於顕者であろ。 •

pLot の衆の現存量な、皆烟のむの «pしク七">を除いては 

比骇的よく似ていて、モで頼,トウヒ頫など、 の通去の謁畫賀料と 

七合致する〇

図ー ユには、冬暮官の現存聲の垂直分布を示したが、、齢堂の室 

直的な分布は下眉)まで大になリ、群童成心t ごヽとに大きな建い 

が、あるのにくらヾ・架、枝の存在する林冠層郭の条窓官の童直分 

布は各/つしouともよく似,ている。つまり、林冠層の絶対的・な髙さ 

が夜っても.株么の林冠層の組成はよく枫ていろものといえる。 

なお、、当年蕖の童は、全泰童の約ノ/sである。

を)

平均樹高、現存畳と各畚官現存重の配分比図ー/

くラZ)



卜
心7

_ r

くテォ)

伐倒木ノ本ご、 とのDF (Dは腌高直径、Hは樹高)と眸核乾重 

あるいは幹乾真の関碌は図ー 3のとおリ匕なり、冰分問の茬は認、 

められない。この関株を用いて戊倒請・亶!を行なわなかった日の上の現有 

爱を、毎4訶逐の詰果を用いて推定したの灰表一はである。

pLot /Vは胸高未満の個体が多いため除いた。

表一々栈屈なし調斐林の現•谷量推定値

P! 〇 t ノ卫 )3 )M ! k 11 ノ E ユク

折面積計 

幹捞被

版己ノ展

相城

"必

テ2んみ

緋7

沁、〇5

斗3

&55"

うMJ7 

吻,クg

必T話

R財 ・既

W步

"幻

乾
幹 七ノ心 )洲、3J ノ 35,85 叫、バ 33^.9 / ノ"め /財あ 63.3^

枝 之加 /9,3 孕 ノ ヨ" M牛ノ ・、〇［ ノ来8 73.77 ん"

重
莱

根 七!阪 "3/ 叫8〇 ザノ、・ !(77.〇^ 55、〇9 如、勺〇 "99

伏’圏調登pLo-tでは、四一ヨの閔様と毎木爾查諳果から、•校 

現存量:を求、 める。つぎに、樹幹析解から求めた)年前の刀2片、と、 

現在のP-/7の間係も、図ー 3 Iこあわせて示したようになるから、 

ケみ〜蜂枝乾重、 アダ～ /年前" D%の関株を価み各わせるとノ耳 

前の乾枝現存堂か’求められる。そこで、、現在と)年前の井枝現存 

量の差を/坪間の幹技生産重ヒ考えた。眼の生産童技、現存量の 

塲咨と同様I二齡枝生産童・ のヨつ％とした。幹枝・振.索<当年荣) 

の生座量を合計すると、藩液なと、、 を含まない純生産童が、 えられる

(表ーさ)。

調査林、のデータを.平均堂木甘讀と立木屈罠の拜係にしてみる 

と図ーケとなる。また‘'データがすくないので判然とはしないが、、 

最多器度曲隸は、淺田・赤井(衣野林友、3 。年ク冃)か、 ンラペ、 

で求めたものよリは、M大學冬罔調左可匡 < 囹衆ノぐ)レナ、陶祠35年) 

か‘北海道のトドマツ,エソ、、 マツ林で求めたしのに近いようである。

<ワダD



袤ー 5 疚倒謂査林の純生産書と矜耕積成我童

PLot / ノ ノタ 2/ 22

幹枝生彦黃郊•年 ク・S'/ 公が / ク、U2 名ノ名

根生隹量 t/g斗 2、2 7 2.6 ? 3、ノ ふ 2.66

薬主屋重(当成以い年 3,22 3/ 3 2、乡イ 匕C〃

綻生產暨 牝沮•年 )3、ノユ ノ占'、歩7 ノ 6、・ / S.3 £>

詮井積あ長耄机.キ
S" • • •ゝ
-ノ 分 2/、夕 / 2 3、ノ 3

図ー3 D明に対する榦+枝乾重、幹額と/年前の州の創保以熾めもり)

T^-H C を％

ぐノ〇/ つ



〇>

(ヾ)新潟五味沢,苗瑞山プナ林の飾把更新につ〔、て

(土壞殆S )前・田祯三、宮E请 

まえ歩き

ブ、す林の取圾いについては.戦前においてば•没U!の「ブナ林刀 

游宪」をはじ、め・/ヲ3つ年代亿乡くの耐究成衆び、発表在れてし、 如 

戦時中の中断次慝を終て 戦後再び兩充が很あし、/ヲ5ひ年代』 

リ,ヒく IZ跡地柬新Eつし、 ての禍充がさかんに行わ札だしてさ匚 

そして般近・伐探びますます獎他に匡公Eつれ・ごしも陸隔な篱頂星 

爵ったフ“ナ材、る 底をつき•はじ、 め后択、 犹のとヒで、その跡!也えビう

寸ろかという二ヒび.ー漕さ、し理つ反大さな町趙(となつ・でさてし、瓦

御承知のぶうに,日本0森林のか布«-.温度IZよってMず’大さく 

支配されているが、.同時に替衆山脈を境にした,冬の補會 '适”ろカぐ 

いによつ・ても大さよ彩習をうけていり

払たちは/如/ヰ1に求•底髙山带の柬葡問題"ついて詞径をつブ 

げてきたが、、芯平津側,日本漩側及びそれらの中間地帯では•それ 

そ“れ森林の樣招,組成なけ巫なく.更商の形式に祉らがし、 0あるこ 

ヒが、わかった,施衆約に政て若•太平滓側・中間地带つ 更筒山帶は 

伐採.更而の丹象・ なるび、•日芥海測の場今日は賣弱成探林しか存 

在しな、 しゝ卮め1Z.辱/しビ問題(Zならなし、ピし、 う相亶びめ如 し/三か:' 

って日本藩側の場合,涼肱更制が、間題M なるのGj.亜髙山蒂で・は£T 

くて山曲薜のブナ赫她帝Iとなつーて < 瓦

以上のような見近［り、ら. 払厄らは亜高山宿e英•新調逐のなかi2.

日衣诲偷セっし、 てはフ”ナ亦也惜を対・家に含めて芝た.しかしなび、 ら 

し、ろし、ろむ都合で、いぎま色己の地備の奈抵的:/調査に入るこヒか、 

でさなかつ泛か、,分坪Iんなって.そのうらQ %ヒく IZ泉噌匝带ヒし 

て知らえ•跡他夷新・が、 非帯は問題［Zなってし、 る建爾営様若,れ欧代

大日・町営抹・署の缶場山を詞奄丁る機会虹傅S

! 調•蛮方法

天然舔及び威地の美應、 を日冃られゝ収丁づため区、M源は芯じC 4 w2

レa?)



へ事 つク洌』のち形区を設定 し, 桦内の ブナ、 ミス’"ナラ・イタマカ匸 

デ、・ホオノヤ、カソバ裁•サワク、"ミ トチノキ£!ヒ”有用様r重の谁 

樹本敏•人士さ・植史及び土唐の状態を謁登し S 共泛フ“ナの決沂 

他の宕干iz・っし'て全削を彳亍い 生後経過,崔T令情成を詞ベるヒヒ七 

伝、ブ・ナの結宾氫期を間槎飼にヒうえゐため•林内稚徊ラ蓉:を採限 

しd

以下天然林及び・麻地•刀実態Iんっし、て由べて放こう。

a 天然钦・

五味沃.苗場山ヒと亿無・型.的战日本濾型森林で・、やセ尾据の匕メ 

コマッ・苹ス‘、コを五体ヒする林•次若のナワグ’,レミ・卜歩ノキ・p 

チダ'モの睬林を除く大鄧分は.いわ山るブ’ナーチレマザ、ナ群陳日含 

苴れゐフ”；r舔によって占められてし、 3

蘇林の主体U•あるプ’ナ林I2っし、 て.両地戯の招曜を比蚁してみよ 

うノ ^

五咳次て“は 凹形斜面左屮但'iz・フ”ナ玄はじ’め 斜木が’函•のたのに 

抜けて焦立水り;典スなつえリ. 緩御な凹地が湿地的な・つ左リして 

森林.の成立亿厶ラが、あ乱 NれIZ対して苗蕩山耳は.比飯椚ほA ・ヾ 

/しなく成林してし、るヒいうちがし、か、 あ&, Lだか’って队当りの抗 

植17.若、カ、 な" ば茬か、あらわれてし、如

ま丸プ'ナ株の舞落・組・成を比岐してみみヒ、両者ヒ七日本海斐架Iこ 

よって呂められてし、る斎、で、 共面してし、 るか、.五・味沃で’は.テマ犬び’ 

-t) 4ンマザ•サ依ビのけけカヾ段な < . ユキッノヾキが沃赂つ、 ら屋,根「こ

刀、け己非書に多く分・術.してし、 る"これ卩万して留場山では•ユキッ 

バキは全厄くみられなし、 け狀ビ‘む、 ザttか、 比献的多し、 ヒし、 ラ万か'"' 

か、みられQ-

c?さるを'、 けうつペし、の破』1ないアナの天然林を蔭兵し• 稚Mの拭 

態を3目査した</>还坎I七匝、、cみ〇！:う,.

I, 五域沢

ワコの摞準他を設定しだか、.詞査紡亲は節/憲ノノヒお、リで、 あ为

/) 稚樹の本寂及び大き・ご

表びら子朋らかな」うに.ブナの/年生徒割はマ乜尾根で冒魚、

河阵段•立でんん 当リ叩。〇本なビ特麻なヒLろを床いて,ケ閃、つび本

からと抑〇 〇〇本ヒ・昨年の建子の豊作を质怏して極のU多孜か、登生

していた, Z.れiこ及してN年生し以上の雜尚就 N ] 0口ぶりwジひ木を燎

し' ては.タしゝ塢合で/ O.ao 〇本流後,治九・ビが數今本舟るいは乜、、ロ 

としゝう状態である。

しかやそのK ささ日•Nilのような疎林拭の之の商别ヒして,X 

郃必がダクaU、ス下・乙停か < みる ヒ3 oc?n以下12•床中している,し 

たか、 って. 林日のうつペ・いし 宀、、 ナ怵つ祗個Z含めた橫成ば.林・& 

群が、あって中・間寿が、/y: く・すぐ亿3つ〜5Wレル以下の推樹詳:•それ・も 

ス年也Mとの本敏びりないゆで /つ以い月外の/ ‘耳•生椎蘭、解ヒしゝう 

形をヒってし' る場合が、歹へ

中間大の稚樹・群をめつ厄,し、わゆる抉代林型のブナ怀は. 商歧に 

秫髭の疎開 したうの1Kタト]二は認、 められない。 事

2) 地形ヒ稚樹の生え方ヒの関係

すごIZ或ペ・たようIJ 決,沿や凹形科画<?ば・ 無区木地匕か,サ、フ 

グ、)レミ.ト今ノキ・マ歩ア'Wなビ、の毓见か、、 乎し、。2.うし'うヒ乙ろに 

は・フ”ナの稚祈が殆んビなし' のが皆® Q'あ如

またヤ•ヒ尾根|Z 、し7"ナの稚樹は楸めて財 &'し、,

しEか、 って地形ヒの圈係ぐは、 ブ’ナの雅樹一は乾湿両極歸の壇境を

つくる地形に極め てル、なしヽヒしゝうこ ヒびでさ刼

3 J地被値物ヒ稚岡の生.え万ヒの関暴

一般に稚樹の柬統は地被植物の多いレ' ない12•よって決まるヒいC 

れてし、 る,Z.あ地域ではササ歩、 成、なし、いわりにエキッベ、千が、 な<ベ 

現しCし、 る。とく I乙・：しキゝ•ノベ气の、泣生しUしゝるところヒか.尾根筋 

のリョワブやツツジ類&ビ危木賴の砥生していると乙ろでは、7" T 

の推樹は治/しビ認めえなかった。

4 ) 推曲の背T也につし、て

亜官?山歸の場合iz・は、 推樹カぐビうし、ラ育也(地面工か・ 倒來匕か・

レクぐ)



第/袤 五味沃:天然林构駆樹本薮(ん空リ)

(注)ノ久当り本敏以ド纺告り胸高断画領合言2 ぎ必旗目日っし、«は,利禧卷,12•かかつ庄な术
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鬲 

瘠 
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〜Uク

〜/,ひ

~N 〇 〇

〜3クっ

4/43 歹 7 2.38

E

72

<?Z 000 ス・ODO ■?.ぐクク んら?

合 計 464. 8?9 /ク・つフ7 87.ク“〃 スつー〇 2-t-po 叩7
健会格.平祐0勘冷ぐ/〇) 夕<・・Z 2.Z 乙っ

方形区番号 N 6 N ! 〇

樣 M (祕)
地偵・•地形
土 ・型
頒钥万飼,禎辛!・切袍

/以当り本敏"つ”以工例四ド) 

■m・高平埒及び範囲
网高宿・径平均〃び寵•囲 

Aa当り祠流(心

Ra与り胸高曲・面袖合計伽f) 
主な拐球&物傷・胰 3以上)
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3 3. 7 (ふ〜6ー

gス«タフ
4 3.彳/

ユ・六ンべキ.リョウフ、:イワウ今ワ

樹 M フい ナ ホ朱ノキ フ、、 ナ

/年生•N年生版ヒ ノ 年生 缔扫んヒ / 第 F N年生:以上

健金.拈・丰粘 淀全 枯 半桃 健全<全 健全 拈 手拈 座全

樹 

高 

落 
側)

～ケ 〇

〜/ 0 〇

〜2 〇 〇

へ3クク

zワ、クひひ ノS OOD Nククっ
-

/4、M ク

成。

z7 UNフ

27

心g 3.qqb み3 街ヨ 3

令 計 フ/7ククク /ラ占" 2.0QO 心〃っ ”孕 / W8Y ヌララち 3.6 b 3 タ有号

健全柘・半拈の倒合(%> 夕2.ヲ /,N - _J 疗8 Mス 3.0

IZっしゝて勿女計簟した。

N 4 N 5

ドタっ

全碗• ホ看艮

P〇页

〇0

2.8
/ 8. & ( / ぐ’〜2 /.す)

3 7.。 (フ之〜夕母)

3 〇 D. 8 3
"、4々

ュぎッベキ・アス、・キナレ.リョウブ・イヮヴィ-ワ

7 & 0
•全俞. 山頑殖科面

Pp r
S 8 dF • ノ つ。、 

2£ 〇 

スク.ぐ </タ〜スタ) 

4 3.7 (スク〜おヱ)

3ー彳D 〇

彳3* S

フ.、 ナ ミス:ナラ ホ米ノ气 リョウブ:ユキ・ツバ・*.イワウナワ

ノ 年生 2 •年生版下 フ年生吹占
ノ钵生つ、、 T ス年生以下

疑全 稻 健会 裡 全 健 全 漣 全 朽 半枯 健 全

缽必 2,00 / / 003

り

//;・ククセ Z L0O

,

么mo m、L・〇

¢4 gヲぐ 2.クク/ 6.003 67 ふ7 /M 0 夕を0 3 mo

ダが 3.々 L 必・〇 \ / N 3.7

N 11 N 1 2

つ.。
仝前, 平卷倒面

B D
8 / 5°E . /S °

/ 8 7 Oつ S
/ Z 7 ( s 〜3 ク)

人ス.D<4〜/ /〇)

フ。ー、ー /

4 8"
ユキ、•ノバキ• t/ 7 X

夕ざ 〇

住 < 河岸段丘・

BF
N 8。时 4°

ス。。・ / N <

ノ,、4 ( 3.フ 、スど) 

3 /■ 7 <4 〜8 0}
3 • ぐ、8 4 

タリ. 3 5
ユキッノヾ式. ヒxアオキ

ア、、 ナ イアマ求水/年トナノキ. 7 s ナ 木木/キ サヮクユミ

) 年坦 2年対灶| Z年也、化 •2算生以上 Z非生K上 ノ耳生 博<3止 ス年t以上 拠生以E
建全 柘 半柘

,建企| 全

健全 < 全 <全 健全 健全 建全

夕/. 3-7f ■?.クQ/ も・7
I ■

ノ・3ヲ彳 /,3う夕 

333^ !

/773 j 2/
/七

扑7

2,7 女4

e OCO n、・。

ノフぐ〃

NクO / 0 〇 女

ラ/、377 ュ 〇 登フ / ^7〇 ! /.34/ も2 〇 £・ククっ )3.2^〇 J.oo -

ダノ2 2. / I _____________

びOフ)



獄エカゝXC ヒ“)に烫简する小が、•地形ヤ獄味型匕の関硃で一定の傾向

を0って ら’リ 桁徨JZ•よって、/それそれ特微のある乙ヒが、 明らかに

なってし' る。

ブ•ナで は. 稚樹か’倒木上に要術する二ヒは拯めて,レ、なく・ 殆んビ

が'地面上 12・页新してし、ろ 亜高山情の塢会ヒ比べ、 て非幣に対照的ヒ

し、うZ・ヒ が•できる.

5) 推桝の拈頂スついて.

フ写生以上・の推密IZつし、 ては.粘及び、’牛形は認められなかつ无。

/年生J2つしヽて.は•7冃0初旬から中可「2かけて若千認めうれた

ホ・建全な:むのの割合就 すべUの方形区でタク％を2.えてい右・

ただ/年史 の窕生本教12•比べ’て. ス年史吹匕の衣数が極めて,レ、なし、2

ヒかど>• ノ耳生苗はZ.れからかなリ花rれUし、く必のヒあえら彩るか、、、

ビ、うし、 う晴期に.ビ’うし、 ラ顧因で朽れてし、くのカ、,Z /L Z"S^i 6か

1乙してし、 くノめ耍かあふ。

奔ス覆 苗・場山天忽林㈤桩尙本敏(奴¥リ)

方形区番号 N 1 N 2 N 3
標 高(机>

如直・地形 
土 應型 
傾钎方句.頌御負 

祯ユ当り為知SU史J W虾) 

樹高物たびWI 
构商适径平弘び旎固 

膈.'坊异オ禮顼把) 
危当リ㈣苟绮面襁計林り 

拦な我床做琢癖占’"7上)

/ えクク

・・岩類.山腹平阻旭 

0P

2 S / 々。ひ

/ Z ^ ( S'NQ 
/乞Z (くへが)

3 6 6. 〇 S
々/,ダフ

ケンマす、对・厶诙リイワがラM

ノ 5 〇 D
&前.平尼根

PW 3)£
E. 〇'-

2 7〇 2 / g
/3. 3 ( i-〜N 6 )

2/. 5<4 〜タ 3)
2-2 7. 〇 8

N 8. 2 /.
タレ・?け"サ・ イク/刀)スケ、'

/ nクク 

在術•■平尾很

p 〇 or
S / k E / 〇0

2S 〇 ,2 S
/つ、8 ( /ククへ23. 5) 
3 S、8 ( / 〃 ― ?<?)

3 2&.8フ

3 / *
・エゾN ス“リハ ア7レべ.イワウ?7

树 m フ、、ナ 7Iナ・
フ‘・ナ

| /年生•2年生3X上 ノ年生 zW<t )军生 N年玄以ヒ /年生 2用仕
!健金粘 ・ 健全 格 健全 健全 枯 確全 痙全 佑 促全

,面

［簡

!畴

((,<<>/)

〜ナク 

へ/クク 

〜スつ〇 

へ・ Mクク

小•75〃 Em 22SO

§クQ

$ 〇

3ク

31：* 83,0do

ぐ4 
g /

&つQ

一

2/2 000

一・ _____

"ク

1
I

E |

合 計 成7つ〇 $/75〇 2.850 31.750 83."〇 /35 ぐ〇 〇 2Z-7 〇〇〇 m 〇 タ滲'

'衣・桂・半柘の削合ぐ/a ) so. S* 4夕•N 27.フ 7^3 少・N ケケ・5 Q.N
、、

1 
ーーJ

2 苗場山

たか、 詞資結求は第2辰のヒおりでめ&,方的区を設定し3

)隹席の水寂及 び式さミ

9

し・

いた。カ、う て

ル、Qかつたノ

中間の 12

加

稚:模Tの主え方ヒの 陝決ヒ

烫新が乾显両極の 世形 G- 匕つ〇

可様五味次Z全た< で

ただ’地被植物 関係 キが、な13 ノ)、わ匕っ りッベ、 (乙

が稚画の更新を阻害ザが比轅的多 ヒし、 う彼割全衆しゐ乙れ T<,

或 サせは'比藏的诛セて

う状卷れ る ヒし、 ではなおリ,そのて 73めし

よし、

し、 て,3 つ

は枯I員は認 められなか だが・年生スh2 つ [Z つし、I1っし、 て

<高は・C 4- ?. 2%,

っし、 てられた。

をヒで

も てし'<

る3ほで、.

苔:リひビ‘し、 の で、つ

たヒ

R Z'' <

爾は県るあ つ のし

す全 Z ヒし、われ ヒ

られ.てし、瓦学厶たら 12 つ

a <同株ほ症状の被旁えお、 

し、てば慕人なので’ぜくわか

うで、 あ切

.)稚密の粘橫!2

つーヾし'した林休為で

I年生 

ヒ極

土らに高く

沽積状、 態が、 あ

山林尊夫枚官1乙叙定を求め

学看

れ柘

は苗善

3 〇.&クハ不・. /V 3で、 2/*,〃"つ本から•§のク本 にそ 

を以上の本牧七5 〇 ～ 2,£ぶク本ヒ極約て

恁し、 巳ヒ.倒木斐師が為んビな

以が、 らう

に烫新が、沃定約必阻督さ

た、•が',それ

し•林通群ヒ

て形骸 

見慈し

ら みつ.ノクQ本・NスでU4.7GQ卒 

れそ“れ臧ウ、し

のUビ

る可能/性が、 あ

のように 

当愤保邃部の 

〇・勻めゆ丸厂pめ七(立拈れ0根・腐れをら' 乙す「心 

近く,河<・する 

Z)ゝら秋にかけて.

冃ゆ / 4〜ス 2 目の謝登では./年生稚岡のタ 〇〜ラダ"び柘損 

残有・する健全推商はN ！で' 2 L 5 〇 ノ木か'

N 2で’7ス. 

枯犢推樹R 

若嚇っ

なし、カヾ

2年

推術の大ささZ極めに山さな財薔階亿焦中 

間群が、 なし' 傾何は・反味沃の場合ヒ同様であ

2 ) 也形(地被植物

5 %, M3でタナ’£ % 

は,

める。

は・苗墻山はユキ

〇^

ヒし' う風が検出、れた’

る。しかし

上つい

说しか共・ってし、 なし' 

柘厦芟は

N Iで 

し、栢慣聲が、み 

尼し

め

でさるか き、 リ入念 IZ 測

ビ’め&し、 の、 基 0 ご'

る乙ヒ七 考 えら K る の

資君をー 部 七6 かえ

Zろ、地下 範よ リ‘

レリ)



遍・しでみた•限りでは そうし、う 症状 全歹)ろわしてしゝ巨“

五味顶JZ比べて• 苗場ルで•何放とノ)ニラな犬さな莅風がでて臣て 

いるのか•2んご從々な命慈から桧訶ブゐ必喪水あるが、 2•の2.ヒ 

からい < っかの Z_ヒがk恩/隊土れる,

/つIZは甬埸山の調逐施は療咨が、裔 <, 詞逐辱朗七若干Kそかっ 

た, し版がって五味沃I aれからそうし、 ろ槌害びでてくるのでは& 

かろうか。何政なら.•江礎次で•わ今写"発生した雅御な極めて多いの 

II, それ12比べ・ て2写•生以上の稚密か、、 あ・り(Zむ中、 なし以 後て“成ヾ 

るが、.眼L云薮奔Z"匕口性作.孟作が、 くりー、えされて.積導すれは帰 

等ク敏の稚肉方ぐ発里し匠はず-である。IZ かかわう寸" 現実日は:2 

年生以上の雀術が極び)てりなし、 匕いうZ・ヒ、 まを祕たらの詡逐では 

え算を以と0稚樹の落撮、,半格は殍んビ認められなかつ卮2ヒり、 ら 

大キの稚炳・う拓傷の府朗・ .発主後/年間X內にあるのではな、 いか 

ヒ彦之ら札る, しだびってこのz.ヒから・ 今年の/年生罹街のZ:郃 

分凯 己れから数刀冃の間12.拈慣する可能柱か、大い12•あるヒし、 う:！ 

ヒである.

スつI乙は•五嗦沃ヒ苗場山には, ヒ七亿圖湿な土廢か、、玄く分術し 

てし、 るか',府肴ではいえるヒ［ろに鎭看な壑求状構佳があらわれ< 

し、 るのに对して.後看ではそれか’あまり認められなし、。そうしゝうろ 

が、いが.菌の活動I乙大至な:影響をあたえ,商雲全目り區しているので 

ほあるWし、か〇

何れ站 してセ.苗何山で みうれたような甚大な祐損获B は ブ、ナ 

の天菸更新叱ヒって鹵々ししゝ問題で、 ゐるので、. 荏々〇:分野からその 

旅因’を昭らかiZし, 有効は助除手段を角之な土なけれは、‘ならなし、。

［ff イ戈昧跡:地

大 面積皆ス林地 j m啊意懿的に 伐採したわけではなし'が.朗せ 

ず'して伏伐株m近・い形になつ后林の 鄙地ヒを比取調建してみたー

1.昏彳戈麻世

五味沢では調健日程.0閥係・で資料か、 匕れ7よかつ,巨か'. 髏祭の腰り 

で、 は苗場山の 湯合ヒ入同ハ 斐なので. 捕塢ん の例々、 正Kてみよ"

く〃。)

評3按 苗輝山容夜床地准即求薮(八当り)

ライ［卷号 I I

標 高(7花) /,ス3ク•〜/ ヨ。ク

伐・缺方法 s4。年皆イ戈跡［
S 4 Z年窖我弥

衝 砲 ア.ナ つアマ1
7'' T

1年主.2年生く ス年< ス年く / ヰ 2 <

< 全. 枯 傀全 健全 健会 裕 <全

樹・

高

陽

(5い

5 〇

Z 〇 0

2クQ

3"ク

ら。 〇

/・ククっ

/,ゴク〇

/ず00

ぐクク

2 S 〇

罚〇 フ・/幺ひ 人Qフ/ 2、/』2

合 計 ススタク ぐクク ? / 4i a /.クン/ スE2

/建,拓の割合(％) "ク ♦ 3.0

ライ、ノ 1』ヒむに,フ”ナの;?年史以上の荏商はれ久 当リ2ククク本 

あ丸リ还極めてリない。/年也稚棋か'' ライソ!:以昏魚W,IL I乙存在 

づろの成、前者か、 昨袄の緒美鄭以商に、後看がそれ以後に伐採!A 

应ためであゐ。 ライン・の［写生推樹カヾ健会ク/ 本,柘/Mフ/本 

匕なってし、 るが• 天恣株U・の浜淀・ひう推して.発生本荻はそれより 

核蠢.かにラかっなものヒ思われる° それが枚採や集拼による痍・汗,

忽激・な林宼琛関による乾燥,あるいは病虫:客点ビのため. 大部分が 

消失してしぎつた岂のヒ为えられる。

次I乙句用稚两の出現頻顔をみてみよう。

ライ、ノ I (方形区数/クコ)

つ、、 ナJ?年生以上, ナク％

< 7 Vカ•テ'、 スク％

フつー,イ・マカエデ、る剤ー ら0町。

くノノ/)



ラインu (方形区数 ワコ)

フ、‘ナノ年生 4ス

アナN年生:IX上 え &. 6 %

フいナ/年生,N年生以旦合計 夕・7

I』 匕％卩かたよった出况の し方g してし、る・

乙のよ つ な稚樹"の逝敏反ひ出現,頻履か らみて. Z・の状握の子ま頌

フ・・ナをはじめ角用推拘の頂新が、成功する 匕ほど・うして る有えら?nな

し'〃

天然杯卜R. 莫祈/2 ノと宴なブ・ナ の推按rが够に保存上れてし、 る

う亲崔的な報告めあるが、. ［レ、くヒむ五味次,茜•湯山のうつヾい

ビい

したI

天然杯七昏我鄙地の状悲をみ こみるヒそう项址なし、。 Mうし' うy己

ろを皆•夜して、 フ'・ナ")天菸夷新を は刀、 ろう匕して も全くナンセンス

缪4巻 丑味・我鄙他雅掬•本敬 CAa-^'J )

(注)ラインI. Iし皿•ヒも鞭時中枝木抜、伐,昭和"ク年有枚、

ラ イン番号 ライ ンI 7イ 、ノ I

療 < (Q 〇 8 〇 Lツ8Qク

觀 穫 7- ナ ホホ/キ フ、、 ナ ホホノ・

/算生• N绎生く N年生く N年生< 2算・金 < 2缉•生く

健、 柘,半括 應会 健 全 ,盈 全 半 拓 罹全

ダ・ク 2.^ 83 ダヨ 夕Nヲ3

樹・
/クっ 3< 3々 ぐ.E &

N・クク g"タぐ Z烫 3. y /ぐヲ

蕎 3つク スク4ら ラ3 4つ,

孕・Q 人3•ちっ 73 / 3乙
済

SクJ "8 9 3 が4

g / 0 0
.

3/8

フク" / 8ら

序つク

合 針 ノワ・ &ノ 〇 "8 / £～.ダクっ /ぐケ /ぐ夕

/建、柘、半 裕0割台场) 戸ナっ ク・/

<//ユ>

であカ・

Z 厌伐林rm ^

/)•れ味沃

谷ラインヒせ、 戰持中に皈空.我用杖•え密依 し、(我株聲は軌的に近 

ひめ Z ろ 企 4〇〜ケ〇。た. 甲に入って ?ひ〇/° ・位匠は以いか、にし、 わオIて 

い瓦>ユうに製炭用伐跃・行い残再木え昭和タつ年12皆戒方又甚し 

たヒ2.ろで•あ为“それか'、 ビの程度の伐稼・であっためか. 記铢がな 

し' ので知る由となし、 が、•都分R勺亿みられる残へ怀なビ‘力、 ら. 液終的 

ははかなけ兩哉の如のであったよう12•思わnる。

縣4瑟は僦也S稚御の状懇を示:し厄むのでh如 と事うろライン 

IVはスマカ、’マーミス”コ“ケ群慾の湿東侶叩心にしれもので. 皆通林［也 

ではない"券无め,ら・め祸け、てら、 し、 た。

<// 9)

ライV HE ライVIV (冬旭平)

ラー。へ7 6 ひ クタク

7" ナ 卜タノキ ホへノキ フ”ナ ミス、•ナラ

/ 年 2年史く 2年生く 2年史< N算・宅く 2年生.く

曜会 罹全 健全 < 会 < 全 健金 •拈

3/8 *.〇 67

；?•クク3 

けんZ / 

ス•3月ぐ 

/■// 3

ふ34

3/8

F

/ ・夕

/ダダ 63 k

3/5*

S
/ 〇 /

/つ/

N彼

3〇3

/• ///

ぐクぐ

3 "3

/.ス/N

"8 

ス双 

/ク/

/ 〇 /

Z〇/

/O/

3/5= /"./§/ /ぐヲ がイ 8 〇8 4. 3 々 3 202

^ 〃・ろ 4."

奴盧



してし、る•倒を、次

乾温・丽極の也形,ユモッノヾ气 1Jヨウフ"な ビ・の富生.ブS ヒ 乙ろC-.

谁再つ少、 なし、Nヒは天.然林の螞合ヒ岡根で•列 る“また,ママ フ” ドウヾノ

クロッ・‘ルが、一面12. <いか庁、'•さって し、 る匕2・ろ が,あったか’： つ 己で・七

荏荏•「は極めて,レ、 なかった。乏ら丨二 昭釦4 0尋位喙のため/ 耳生.推同"

ば殍れビみらMなかつ之。

しかしなか・ら很から%わかるよう に•フ“ナの 稚倒本敬ば全係 &蟲ビ

て/タ、ククつ本を2•え,谷仪跖地匕 は比叡!2. H ら的ほビろか つ 卮“

出現・象夜わ

ライン:L (方形区教/スコ)

フ“ナN年生以上 クぐ％

ホ・オノ千 Z 頌。/。

フ”ナ・ホオノ千合討 ヲ/ク％

ラインu(方形区秋フコ)

フ“ナN年生以上 8ぐ.フ％

ホオ/キ ノ 〃• 3 "X,

ブ、す,ポオ/・合卦 & C り17。

ライy 111 (方形底数フコ)

フ”ナ/年生 / 4 3°Z〇

7・ナN年生以上 つノ・•。ん

フ’’ナ/年生,N年生以上合計 8•須、「％

1、歩ノ年 ノ 4 m %

瓜オノ・ ノ 4. 3 °ん

7" X ト会ノ年・水オ/キ含計ノ 〇 ・〇/〇

匕褐く・ 持・殊なヒ乙ろを徐し、 て .フ’、ナをは じめ有用稚柄は 孝A.

ベ、Zしなく 一面に衆券TIている3

した刀ヾって, 乙巳の跡、泡の天然矣新は,稚銜本荻、出揚頻ノ曳から

み己可谁であり 現任后劾に宜九 でし、 るヒし、 う乙ヒが在さ 3
次12回有床1 え舞癢(.た氏地で, フ’‘ナが更詞を先、了し、垣事 IZ,成林

12あげCみよう。

もので:ある。

才5表はその調登結味互す、く川二

レ/<z )

常5•表, 五味沢フ、、ナ甬ー生・抓內推留木故(如.省リ)

方衫に漆号 N 7 N 8 N 9

標 塚 5し>

地’慎,也聆・ 

セ 嫉 理 

廠祥方向.•傾斜爾

M 4玛リ本液(僧札处,伽(好) 

剳商平四及び、扼31 
问鬲・a瑟平肉及び乾囲 

式久当り梱«で) 

化ス当り岡商"岡版涸尚 

主な林床旭物。 、々卩J疏 堵)

5・ナっ

才4如大山碧預 千衝并面

Bi? X)
、S6L°E・ ノ L

/ 6ち・ ヲ,り/ら

8- b( イ へ / 3 )
ラ、1、( 4ヘ• )

2 / U 2 フ
ヰ［• 40
クDッノレ(ヨ、

ダダひ 

廟公傲凹彩研蘭

B D以>

N "E,心 

クノ 4. サ/ろ 

S8(«ー～/フ) 

/2、心々ヘヘふ )

/ 女ノ、2 f
23を 

刀らgz)けフ疗・(］) 
ミス・、キ«)

U . 0
•前全・ 平?梱・画

B D (c< ) 
smw mu
/ n・ウ

<?.s ("へ /ノ )

8- 3( 4 へ / g

/ 3〇•7 S
Nラ、L3

Mヤ"-•冷いく沥ラミ")

詞' a 7、,ナ ハアヤ ミス、、ナラ 7,,ナ フ、、 ナ ミス、、ナラ

/零生、 N年史以上 フ恥吸上 2年主以上 2年生:以・ヒ N呑圭以上・ 2谷生以上 N年生区匕

イ尼全拓.半柘 確全 < 全 < 全 建 全 健全
建 全

眉 

陷 

く勿?)

ヘす。

へZ〇〇

へ2〇〇

〜30 0

Lクク 

ノ QQO 

2須6〇 

/8フ2

Jr&e>

ノ 〇"

/Q夕

ハ。 • 0

«ーク〇

2。U

z/g 
3.r70 
3 2m々

つE

八・抵

含 计
______Uダ ヨ2 フづF /ひ" ノデQ少 ブフQ人

右えの諾12よるヒ、2・の盛就 し、 壁かうる N 〜る3年斬フ”ナ。裱 

生抓でめつたび、•烟つ‘、くりの邪逾/2な,ため通,质R大径木の卷冬布 

らしを行っだ。そのご)J\彳生木が、 岐鼠七,昭和£ ～う年頃平均匱從・ 

Z0〜Nf Sし位/2なっるので、瑕莢河12イ戈盛し乃.が.その題の稚樹・ 

か、或、舔したものである。

以(上の経過々ヽらわかるようI乙 乙の孫は邁殃I乙上木か、 間扪か粒史 

結衆ぐき万2木ヒし、 う乙ヒが、 でき羣

余談になるバ・えの林を搆成するブ、ナの炳・会はほぼ"。ク年である, 

林内に/坪 、主罹樹"が、全忝なし、 2•ヒから,乙の程建の樹令ヒ環後任・っ 

万林以ま、フ”,ナは為/Iヒ體実し&し、の耳はあるまし、 か•

われ.われがフ”ナの天,怒’曳尚史病える墙合、’弟4表のよう日扶態を 

経て 第5憲のこう&林をつくってし、 くこヒか'、目標Zなるピ建わは 

瓦 ^

え)苗場山・

化•椽間:也&ななし、か'、、戦膺中良不在喪攸し,硯汪大径米か、、詫］おする

くノノ g)



榇电を阔咨してみた。

漏ら秩はその結果<・め毫

雳 $ 春 笛埸山跡地椎務本致(么当ジ)

ライン春号 皿

標高伽・ノ 夕<"ク〜 Z 〇 3 〇

夜據方法 戦時中艮木伏イ戈節

樹 模 フ、、 ナ
求本ノキ イタマ 之ア初バ ミス財 コシアブラ

j年生,祥生く / 年 N耳く ス耳< フ年く ス年く ス年く N算く

健全.梧 健会 砖 建全 ィ逐冬 健全 褪全 イ建全 健全

務

蒿

階

(次

ぐQ

/クO

3つク

& 0 〇

/. 〇 〇〇

/・タク〇

都,N// イタヲ.フ ぐ,nn r

N 3N夕

N 4 /ヲ

/. /ノ 3

2〇 〇

4 /

夕ユ

8々

N/

ュふノ

/ 7 〇

/次

24

Uら 心

L 〇 も

N /

«/

合 計 Lq. N // んワアフ //•ちクフ /“・フ 4Z 3 子ク4 い

礎祐の割合(树 87. 8 /22

く/// >

ア‘ナのふ年生以上の 箍新本数は・ 最送で 4. 0 0 〇 茶余. 版高 て、

ユク,ククク本余ヒ,夭忽林や皆伐林 ［乙比べる ヒ極め Vタし、 „ 成 日大径

木刀ヾ残俘してしヽるので 

る"

-Cの腐庖 下には/ 蚌史罹樹沼か Uリ みられ

万形区JつHを.七ヒ 

ブ、チ!零生

ブ・ナス年生以,上

ホキ/キ

イダマ刀工.デ 

ワダ‘イ力ンノ、、' 

ミス’、メ

に・阳現頻皮を調べ 

ダ・％

/ O 〇 〇/〇

3ク" 

ッつ% 

/つ％ 

/〇 %

Uみる ヒ次の 通り であ加

以上のような推樹っ 本敬ヤ版理頻原かう 推して Z乙 での 天然萸

新ば可能ヒし、うZヒがで丢る.

W フナの結実通期(2つし、 て

プ・ナに區らず天然夷新・を計画丁 る埸合.•打泉伺M 3結浜M・〇ヒ 

そ亿パお2•る蔡因を明うかI乙するz・ヒは極めこ竜環であA

特実固期12・っし'ては.樣々な盛"粗区っし、 て兮くの報若ZKあるZX'. 

凍因究.明I乙っいては.気 '蒙因子ヒゆ相保を恒.東'し卮输文七水さ札て 

いるが、その数は極めて山、ない.

フ"ナの結(吴個崩Iえっし' て％し、 くつかの叔若力ヾある» 代衣的・な多0 

を絡小してみよう。

派沮:ワ年目2、匕に昼作が、硏リ. その問の備実は寅新Hは幺え分 

で・ある.

擒池：咲作は大体4〜g年の逋朗で到表丁る- 蓍通年はダ年・ごヒ・ 

その間站)回位つ半作年をみるほかは凶作ヰであ如

樫村:大雙作は4〜&玮の强期でくる。モ。慎.隔壬ご七に豊作 

ヌは並作。その他はし、わゆる凶作であるeフ“ナは大婆作此の夫伝存 

すゐ/と尊か・なく、備年己•匕の近作年1こ勺えか姑実:をみ.Zぎ1 i二突斯

大切であ如

沿うーつには 私たちが、吏葛也帯の調便で膜矯した,稚樹•の樹・冬 

分布刀、らそ.れを狂卩えるラ法か’ある〇

•2う方法は間疾的D,発史’ 爛或の瞪程ふ録々な、 泰件が、 介入し・ 

裕実の状況を.その・哉ま反跋しない2匕公、 あるかもしれなし［ しかし 

なお'、 ら・苗実蜜が大芝け>1Iぽ哓生茶萩が、 歹し'。•発・主も叡が免けれは、' 

祐值蒸か、、 年オ、 匕、場雄乙、、 ビ|乙今け吸動して沼,殘仔稚・税馭がタくな 

为Zとは常識的にいえるZ.ヒで/ある-し・なか'、 って残存稚樹の暮｛"令分 

・布がら、段に年ビヒの結実量.うろり互渣ケそしてそ、 大さ怎誤りはな

を期待丁る乙ヒがで き3

結実はその算 IZ よ つ て 咼所上よってろか、、 ラの で つ れ‘か らの間

頰ヒしては・し つ か り ビ しTz詞查基.卑をもうけ」 でさる だ、け なくふ

地で、.良期間記録を ヒ つ ていく必哽が、ある.,さか の ほ、 ては, ラ七

れた記録を詞べ' る ヒか. なく薜さヒリ調査全行っ て 集約 する 2とむ

c//つ



ナ水稚樹•炳令分節回

<//め

し、ものと考えうれ 3 そして2・の方活］乙は.結実凰朝の大/本の俱伺 

K 何崎で•为玄 < つかめるビいう有•T'|以点,か、 ある.

フ、、プについては、すで/こ区冏套杯署の浅田技匡が、 同じ・ような発想、 

にも匕つ”いて. Z.の方法て、•淌径を救み, 性作刀妙期はよ〜8耳ビ、 切 

で・あるヒし、う段告をしてしヽるー

祕だうは.この万法を用し、 て借実題期を明らか亿すヾく 明優他 

力' う大小多数の短桝を採・集し・ その一部(樹高必して// 3財下のホ 

福樹白»本にっし、て備令を調ヾCみた、<

方法ヒしては 

う、%れU地下部 

ノ应0切片をつく 

桐・ふとした.

7-ナの稚荷は頑 

ィよラはなってい 

り.荣色検铉し・

皆のため12. か 

る场合' が、 多し、 の 

駁大の年輸藏を

っての眸穴他下に 

で・ し,' くつかの部 

もってその稚枷の

曜られ仁本教て”はある公. その特微ノ乙っし' M 了ゝれ.て我J うV

W
鷲

暴

蜃

察

推
信
陛
作
年

椎X

豊
作
任 

図

雙

伟

年

本

数

烤徵の一つ日.$～ア年ごとに大きな波のピークがあらわれている二匕である. 

本中最高福(令はス〇年最依树令はさ年で、樹令分布をみると 

七の間に皑和〃ノ年、同3 と年. 同スぎ耳に大きな浪のビー 

クがある.、績宾はその前耳になるので、績実の豊富だっ 

た年は、昭街<つ耳ー、同ヨぐ算,可スワ年ヒし' う二ヒ|乙&る。ヒ 

リあえす-小推樹"を取极ったため• 耐会の荷い軻かの本数が極めて山、 

なかったか、、青森 秋田両営抓局の共国.の理诈耳昭和2/年をZ・こ 

にあてはめてみるヒ.(結実状沉は地政尙区ザ、れふ可花性が、あなが) 

結実か'、愛葛芝つた年は、g年2、ヒ12 £・回、7年ごヒに/回ヒなる。 

2祀ば溪辺のワ年乙“ヒ• 浅、 日のる〜8年だとiz理作ヒし、う繕蜜ヒは 

ほ“一致してい&

2つのI乙は、小さな波切ヒ。ークが、、そ・ の間ス〜ヨ耳・ど、 ヒ12.あると 

いうZ・匕である.

フ"ナの夷新左論す‘’る場合、豊作耳のみが間題I乙三れる傾同が、めリ 

その間の結実は輿新I乙未に分' ヒし、 う惹見があ如 Zの炭にっし、て悝 

打は・ 隔年ごヒの並作年 3しえかな結英をみ Z.れに灵新を期将す 

る乙ヒびで、 さるヒし、 ってい2。 私だちの誚貿からも乙のNヒか、' いえ 

力“ ずをス〜3年ごヒの小ミな液のヒ。ーつB、隆村の隔ヰご匕の直 

那匕ほほ“一致している。

3っ 方2は. 全然矯実し なし、 ヒし、 ラ玮は•比較約少ないので はな

し、かy いう2 ヒT?ある。Z うみてく るヒ、ブ、ナはgへ7耳Z"ヒ 0雙

柞た“け ではく •その間の小刻みな固期の結実・によって沼•発史 、現

制して いく沼 のであるヒし、 うNヒが、 わかる。

V 結論匕冏蘭貞、

以上 のよう な調査> 縉栗に もヒつ、、 い て.両地跋のブナ杯叡旭え ビ、 う

づるか 12つし、 て論じてみよ う。

I・ 天然烫新I乙っし'て.

D フ、、ナの天然灵新は浦史稚樹・辺はたよ炊ない

フ、’ナの天然体内の罹楫の状態をみるーI年主は别ヒして、本歓、 

出現殯度ヒづI"挽めて貪褐で、2れNたよって後純林を胃成するZ

く〃 テノ



匕er本可能Wあ丸

|年生谁炳して公 . すでにラ冃の甲下旬亿目カ、なリの括れがQ

なろ・ 苗埸•山!z u たっては套・史ボ荻のうち£■ D ～ラタ" ”拓れか' でて

きてい羣 ま点N年生以上雀樹の念棚H残咨沃態をみg 画云何回

も爰作や建作。 < りかえしが、 あり. 大量の推粗が•発主したは寸”でP)

るが、. その犬部分が何らかの歳因で 消滅してしまつ后 己ヒが、わり、る

今年大発生した/年生稚荷・も そういう惹味で匕“れ見“け岐再Lう

るのか大いに聚問がある。 琅色のm mて・は・ 您らく ス年生ス,旦の笹

南”J:うな狀態はなるのではなかろうか3

ス)皆伐I?•直って天然灵新はほかれなし、。

したが‘って,そうし'う获:軽の天然冰を皆伐して 切 題彦(乙孔が•あ 

し、てし、たり,側方尤線が、 人るなビ、しく莉引稚倒・の多いヒュろを除い 

ては.莫新・がうよ<し、かなし、 ゆは当然であ如 任らに依擦後の馈生 

锥樹/Zよ％灵新沙、フ“ナの褪孑が翟<••笊散魂S!か、、 せまく很られる 

ために全然鄭传するZヒはで在なし、。瓊12.上成し厄ようI乙 皆夜跡 

地の調査結果が、はっさりヒその乙匕を示しCい瓦

3)フ、、ナゆ天然夷新をはク、るためには. ビうし、 う依り方をしたら 

よしXか。

払巨らは亜高山璃の夷耕調查の結果ヒして,針衆炳・の柬轲は’前史 

推树izたよるべ、 きで,後生稚備は問題I乙なら材し、 (師生推樹・の以い 

場合は别ヒして)。天然夷新をはかるためIZは.現,碍する萱冨以而史 

推崗"を保護育域寸るjうな代裸方法をヒら勾は”歲らなし、。そうし' う 

已ヒから、施業面Tの考擄・し目らいつつ. 歸伏皆代(イ支株中は検討中 

て・あるか、,崔,野迳冰荷管内の謁膏近は卓つ被位でもラ註 < し' ってU、 

る>が現狂行われてし、る伐採万法のうちでは. 賤めよし、 乙ヒを拱唱 

してし、る。

しかしなが、らフ“ナの埸合口•これ匕は事情が、 規ってし' る。 寸なわ 

方.前,主椎樹が、極めC.少、&しゝために、Nれをあてにする二ヒづヾで・き 

义し', さらIと力口えて、 袍腐0戏存率が、非常I乙イ氐い 2と(隨当心技〃

すかせば’高くほる乙 匕 私寿えらオIるが、)絲集にー 定の間隔で趙朗か、'

レM)

かる2ヒ. 祖子の飛散範固が、 せよい巳ヒなビが、 める。

しセが、って.それらヒを而促とすれば、、一定の帝制をかたリ 

夜期間残し.それ12•よる天然下極た < リかえ X顽2ヒによって、英 

新を考えなけれは、、ならなし、。

そ.れには.フ、、 ナの漣孑の准-散の及ば*・いぜう殖皆伐、帶状皆伐,区 

動客伐なビ‘の方法©は駄目である。ビうして祉対家抹地I乙襟子の 

衆散鞄蛆を有え左一定.の婚抑を残、 し、それ(こたよりなが、 う、カ、なり 

の氏期間かけた臾新を期彳寺する以升ないヒいう績論化なる。

3 - Dッノ、。で、 はフ“ナの天然更折法ヒして 令夜伟柴法び、、楚式化< 

れてし、るが、,わが、 回でぼそのため12•ビうし、う年淡法を捺用し匕らぶ 

し、かまなはっさりしない,しかしなが、 ら払えろの調奄績果力、ら,さ 

さに成べ、 反よう嵐方え方12•ソヒつ'、 恐.実有Eの己ヒ％秀えて•祖放 

な令伐作業をとし'うか・母桝作栄玄ヒし、 うか、そういう作業法をヒ 

リ入れるヾを・〇は故し、か、に思う。

cの婦条、 伐株萃えビうすむか、 母倒・なビの涯浅残し厄らよし、が

a匕“充明しなけれは’、 ならない。

樫村らは令伐作業試験の絡果、陳r崗直径a duk以上の毋樹•を但く 

匕、U S ク宅Zんユ 残T. 夜旅 哗はち 〇 〇ノ〇• 8 Q % 程.涅が、 よし、めし' ってし' 

3 ま卮隣惓の飯山営林署・で実行してし、る知％,イ戈採,畏好な英新" 

成績臣のげ' こしゝゐ五味沢,笛場心の朝近な例はビ琢考Eなろう,五 

娠沢の塢各I乙は、 前述I卮よう日飘道に辺復、* 0〜钉孕 の住榇が、行 

われなのではMいかとし、われている。

そういう場戸丹で夷新が、 よし、のをみれば、'、 りくヒも« 〇〜5 〇〇/しな 

う柬新可韮をという乙とI乙或瓦

五味沃ヒ亩煬山 に巨. 今年経陷計画の縮戚が、 行わ 心ている、そし 

て歇I也更新は主 ヒしてフ“ナの天然该商・を、令仅作案ぐ循うとし、 う万 

伺が、 ほほ"决められ巳ヒ赢いてしゝゐ。愁"ら%以Eのよう效更地:から 

赦成で、ある。 だ治、衣採聲12つし、ては、 以上のようノ』試験縮果や芙際 

例を啄龙I乙し、 ヒリめえ寸”方針を決め ざゐ在えなし、 一・衣えろめZ人 

二、既往つ施衆他を玄く調査・づる匕匕もハ,その7こめの梁続的な戳靛

く/2ノノ



勿宙Z万て. しっかり匕した烫新・方法をうちだてたい ヒ秀・えてし、

4 ) 皖.地の施粲口-つし、て敬ビ広3•匕

し、 ま苗埸山の3 〇, 3 /林班付近で,は. 手まき々、リフフ〇ヌ—による 

蔡削敗wカヾ、行わ科 容代跡地,のササ祐敘が產 切られてい羣

2 zは昨耳まで、は皆&してカ ンノヾの捉葯rか、 はかられてし、た匕［ろ 

であゐ・ 匕Z・ろが・刀ンノぐの买新が’お七わしく％［し、ので 今耳カ、ノう衬 

すな拈殺して.フ、、ナつ天絮更前〇,鄭将する方針に須ったそうで•あ瓦

2の付｛JEの宥依歇也につし、 ては,,44自ち必諷奄したので• CイIに 

む匕つ“しゝて我们・し、た二とえ应べこみよラ。

ます、ア、ナについては、稚拘・カヾ绐ん心な、 し、ー これからの天然ド程裏 

制Tを彭/1で、匕 植孑の质敵力からみて会,％ く叮拒性がなし、’したび

って.サナ左いくタ桁らして汉ブ、ナつ天然更新"は期将のしょラが 

以しゝ2どて?め&»己

刀ンノヾ0烫新Iく ついてはビう公・

御承如づよフは ダ、テカンノヾはa窩-山莅友主:び備域匕する桐「禪で

あ如苗筋山て•亜局山帶ヒし、うヒ•機高" IZしてほほ”/, boo 771以上C'.

3 〇,も/林刑£は樑髙/ ［务〇ヘ/Zクつ・机 で、K部分の林他はWオ〔よ 

りか江り下都｝2かたる. しか%二の附近はス面禮亿皆枝、 在されてい 

て、 ア‘‘ブガンノ、、、の-舟樹は皆媳ヒし、ってよし、状’態で•あ瓦 a匕のこう 

な敢?涅の0とて・は、ヨが、丿U. 0 12 Z•全林、地医瘾うような集新友期待 

するZヒW、望む方・が然理:て•あむ。

またワダ‘イカンノヾにつ(_\ Cし'えば'•標高飼「乙は一応z・の頷域の稠 

箍である. しかしなか‘ら,Z.の刀ンバ'が大面稽に成赫する例は君/し 

ビなし、.。 散生するか、小面頑の碎:しかつくらな・いのが、 首通で、 あ瓦 

簡場山は二のカンバ、 カヾ比較的务い方であるが、 その例外ではなしい シ 

ラ刀ンべにし、たっては,母崗・か、 皆塚に等しい力で全だく間題亿なら 

なし' 5

刀ンノぐは複子か、 左:<漆ふ:、のて.、2うし'う匕己ろで伐師地さえつく 

れは”更新・するなた、、ヒいう旁えが、一狼izはあるが、.そうではない。或冰 

に化耍な塀度在むった羨轿び、実現丁るIとは,一定の条片が必要•で、あ

レ22)

る。そういう点かうみて.乙こて•カンノヾ、の天然更新を期符丁る£匕 

は会わく然弘だという二匕［匕な& .

しれが、 って、更轲阻莒植物で•あ・るすオ七除云T狀は、、ブ、ナか・.ノノ 

八・"更新寸ゐほろうヒし、 う:1匕な予想して、し、ろし、ろ施一環してせ全 

たく窟味のない己ヒ还あ如

窘战してしまつ厄挪拋の更务「をビうすをカ' i 2・っしゝては、别の飛茂 

刃、う検討する史' 耍が、あ如

2 人工・賃同'にっし、て.

Zの他廁'では.当画フ”ナの天然臾河さ五ヒして労えなけれは、、なう 

なし、 が、ヘエ臾新• Iとつし、 て七たらに模討してみる必要が' あるのて、 は 

#〃、ろうE

フ”ナ勝の人工臾新•匕いうヒ、すぐに低いところで•スキ、、.高し'匕巳 

ろで、 カラマツ匕し、 ラ乙匕になる。五・味沢や苗漏山W、わそうでタる。

そして滞果はあまりう日くし、 ってし' なし、"

陵亙のように住探がビ/しビん奥他I乙蓮/しぐ、 i>けは、 既再s愛林務

裡では.画・応できない塘河「が、 辻すます暗大丁るはすでうゐ。Z.の肥ナ或 

お之れ,12.あたるー,私•巨らはそうし、 う煽希をスる/乙つけ、術「しい匱林

囲・裡ヒ匿林技術の関発をし、 そか、的は“なら灼巳 ヒ在痛政する

无味沢耳はスキ”,刀ラマッ以外/Z. ごく小面禮ではあるが、、ド、 彳

ソトウヒ・ウラジn丘ミ, アオ在リトト、' マ 、ソ、 レラベ、 なビ・か、試砲ミ

ナしてし、 る、 2のラろ暇め伸びてし、 るゆ はドイ 、ソト、フ匕であなか、: t

<• I- W 6 た幼技抜'げ在万Zしてい忑“ N歹/1つ“つの!・直裁'なので苗f足は

でさはいび、、生長状應、 樹形のしっかリ してし' る息&ビあわせ方.え

ゐ匕 レ 7ヾが、 最めすぐれている よ うで•あるー,

前場山を£、 トド' マッ、シラべ、 ワラシ••ロ eミ・ アオJ丿トド

マッなビ‘ク)割"葉樹、コバ、 ノママハンノ六

¢7)な犠,樹の植栽P橘罹が、 試みられてし、 瓦

ウダ、イ刀ンハ、'•ブ、ナなビ

針彖圍のはカ、 ひば. ツ/L

ヾ預雪の被雲巳若于で、 ているび、•トド‘マッ, レラベ、 が最tよI.、成喜

N示していみノ

おいりは亜顔山傭の誚齊g通・じ、 c レラヾが’室林隅褲ヒして被の

c/^3 ヽ



て有宅ごあり.’畐士山ではかなり慎裁％れてし、 るが‘、Z・札を谷他に 

ビんピんヒリ入口るヾさぞ匕有えてし、 る。 吃た、 レラペ’は、天慰分笥 

が‘めヒらヒ太平洋側,中間地帶に暇られるので、五味沢や苗場山( 

山頑.行亙には名于分布する)めよラな彖雪地帯でヒ”うつ'匕し、 う嘻念 

が、ある。 しかしなカぐ歩• 五,喉沢や苗場出の植我例を,みるヒ瑚戾で修

なし、ように恩われる。

フ、 、ナはっし、て七、函館営林局七.板亿刀、')レトナーの痕裁しTz.美林、が 

あろし・同C・新選県松の山冗寸では.かけリ面程の感栽が行われ, 

スキ'に劣うぬ或類を示してし、 る匕し' う簌告が’乃ふ。

苗場山の大海複皆茂弥地のような.し、 くら手入をしてら無れ木他 

が、・雅木地なおわって.しぎうようなヒ乙ろ.上(2あけ”たぶう以阁標 

の人工更新を思しヽきって歓みるべ、きで・ある“ 上匝し巨よう亿・ 

してし、 けそうだ“ヒいう拘檯二いくつかあるので•. それうの何禪E中

か、 に拝植をはかり. よさそうな"のに或林を期待するヒ。、う方法泊 

あろう。

一寸鼓みてみて: 火敗したからすぐに跃目だ’匕し' う結淪をた、'ラの 

では以く、 スキ、 ヒノキ:g:匕’'の樞裁に払われてし、 る多刀の何分のノ 

かでも傾左して .权版「jつ、、よく試みてみる厦要がある。 そう寸れは 

ノ匕らす活路がひらけるにちか、 し' し'.

く/安g

木曾分場担当の分
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2、木曽分場担当の試験

飯塚三另

宿州地方［乙は過去;にむかラマ、ソ以外に•ウラジョモミ・トンヒ. 

シラヾびビいわいる亜藉山性樹種が、点林された乙匕ドベるゼ•3・れ 

ら術橙の匿株限股、灯ラマゝソ匕の鹿お比較戒谨および叹馈蜜、土垠 

伐对する爰板彦、諸被碧亿对寸q•低疽柱、 昉除法ロビ・末知の叛・カぐ多 

し、・之れらの皓間題を解明して亜・裔山処带えおける衛複柬改の指針 

をうる2ヒを目的ヒして、 就往造林地の芙想調査を理める一方、亜 

高山牲樹複〇育苗我術・ Rっし、 ての而充にも繕手しれ。

(I) 既往燈林也の美憩調査

/. 官内の既往晅抓地・の分而iX配・

畏野邕抓司が昭和3 S耳R唇内亜舊山性构・種の人工匿床地を謂査 

しな資•捐.から, その分而拭淀を四で爪す匕火のJ•うで歩切

撤礎別の痼栽個所敏および面積は回/つヒぢげであ・る。

図/ 樹種别の建裁丁所敬らよび面植割当

レ・2刀



営林署剥の個所裁の分行状沅は図N IZ•禾すぶうであ

四 N 植栽値而数別分布国 

3Q

海顧、 髙別の檀栽個哲薮ら、よび面級&凶:5、4のヒさリ

如

穽歧別樞截ケ可政お' よび画禮剧S四3.
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第4 図 海夜倚别樞裁ナ所阳:々び面頑割合

ノ ノ Gg ［、/〇 〇 (^〇 〇 , ./・3 W /"っつ ノ,8〃 /、gg ノ・ク Q0 f.^OD ｝、・ 〇 2.0。ひ つ［〇" イフ。レ わ t

代 例

えれうによってみみと.•构襌ヒしては勺ラジBモ.ミが正倒皺に多 

くついでトワ匕,その他の娘とな虹

旭域的亿みえか饰は. 木誉各が大卸 分でっしゝでげ那な、 その他ヒ 

なっている。•海扳高别ぐは. /切〃〜/$ w机朋-近IT. M <の•時林他が 

あり、 以カ、 で、 む/,タクQ〃I雨後の ヒz・ろび、ヒくな券し、。 よた、 MS' 

算・蔑剔に刃るヒ, 昭?□の初期に千曲川上振.地域&中心h！主としてK'

イ、ソトウヒとの 推栽 か行 わ市［左カ、、', その後 は一時 植.我が’政山、L,主 

ヒして直林が行われたのは數’役のあ大度冰が應められた商・代である. 

之調查血の還一走

前述のようば亜高山性倒・複の過冰犯は木曽径12•液し く.. Z n 12- 

ついで伊那谷i〇ヾ、參 < 、 他の熠成izはタ、い〇

くノm 0>

そこで、調登の河象地ヒしては. 木晉谷ら、 J;び印那ふ G屮•から

ヒ12しZ

図5 謁盛咆;江・匱回
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n 例

Z 〇穿生以上の邕林地か、 多裁近眼し 

して.遂次調登を実施ラq

て分行している次のJ也喊を:選定 
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3 三滝地域の詞登(昭知タク年蔑)

/>槪 尼

調査のK・戏ヒし厄,ヒころは• 五港.〃I右岸のホイ吳地区匕, 左・のハ 

通・山圈辺 の匿秫地で あ 3

2.の調畳旭域ほ游摭•ち・よそ/ ・〇。〜ノ ー。〇熟で・ 也晳は石洋のホ俣地 

区が石英班岩より7より.ノ、海山同辺は安山岩Mリなる旭槌であ& 

石矣斑岩她唏は隆起渾平東垣形で,土壞は豆匕して湿姓,卜。卜、、 ソ“ル 

で.zれか•玄く分布している。

安山岩她带は御兵山亿也禾するX山灰姓の黒色土がな く分布する 

緩钥・画である。

小俣也区の 匿杯也 はCL ノ 千の天然生林を ,1、而頫皆代 した林地11.

ワラジD Eミ 卜 、フ 匕・ 力 ラマッ(ノ郃亿 ヒノキ・け 、フラ)なビと

混交植栽した ヒころ であ

ノ、海山血区 13. 力 ラマ ツ 、ウラジnモミ・ コメツカ、: カンバ頰に

ヒノキ. サヮ ラなヒ” を混交 した天然:生林の 岡株跡地で . やや大面積

の皆イ戈跡地に ウラ ジ〇 モ ミ・カラマツ、 ヒノキ&ビ’ を植我、 し匕と

Zろであ3

る韻査他の 沿祥は赠抓署 の宼脩1 zよるヒ つ5"(7) Mう である。
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あち、〃 如匕 で

t 菴、 ある。Noラ・がノゝ密山地｛3 |乙 けるお の

土埃の涅号姓を 芸;d iz示戈

土壌は 冬わめて既水住が、 慈ボ、卜、、 ソ‘、ル・ た.A そ”し' て<
気祖I乙乏12•乏し 気の慈は.粗孔咪 し

し'次ド、/"ル

黑色土で 比•我的久さ <水分は

ぎ で

應し、 < 阳 五堂 してくる。し ク)

Q,あ0 ヒおり3 の

し、湿柱M ろ匕巳の 〇

生育cの、フラン'、 ロモ.
%のカゝ ら・

で、 、ま さ、オ である、

中星恨近拜面の 史・角があ は旦部 匕く& の 13

よろ してのヒ でのZ い〇

%玉良たか、 手 ラ 収〃 マ 0

て ほい

企彳〒 ほ・え きわだヒ ろfl 7ら

は立し て る の

らる %のに <してし、

し、。

治のの

.1；° ド

有ゆらがいか、 みらな・ 

皆烧をしない所I乙成iL 

在禾すZビび、 Oなくな

脣焼缽ナ也I 2•成江寸ゐ

カベ、 状の理学性

の・宵ば屈端1乙愁

は耳みをの 

星帯で虛

N。/ 〜N/'7が

バ、イ昊珑区,ぜ〇家

く R 

生角 

ま

あすい。既水牲咨,4ス稿 

たる匕堅•密でしゝらぢる 

3つ套杯本の志肖

植栽翔種の或密調登 

名莫帷若也嚅

るめ

は概

つ匕を

示してむるむの

ー很個I乙は、

惡し、魁画下哪冲回地形

トウヒつ主言せ不莒なY:の

穫懸の版下辱の核r高にむ曜し 

ホ。卜、、 ゾ' 丿1 土癥旬野说I也Z"し 

奇蛻你 之

<る

は生有が艮妤で 

ヒ.2〜5 •客の成度

2 ) 詡査•他のU塩

冬詞登旭の土壊国［祖の形慫ば惡,,の

く・ 水会が多く、

土壌,の柱偵が' よ < るらわれ・ <し' る。

ほ・苞積.亙が比・較約ホさu, 孔隠< 

R q比戦的鼠妤な五壊 

<匪水性
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うそある。

ウ ラレO モW 卜 、’ノ ヒ・ 门 うマ ツ驀次 顧离 槪径 枝張 砍痊 枝張 樹髙 做:径 枚浪

"ーユ
«2須qリ)

_ G

3フう、)

/N仁％

逐"％

/UUO加

Zoo 〇/し

ノ心%

/Zし。ん

万形 7つ/ % ノノ 2匸ん コ心'ん スソ/ °Z〇 /5 以/。

辱戻飾地ヒ非奇浇躍地の成長のろか、、し、 1ST・トウヒI： 、くくに類看仁 

あらわれてし、如 z・のようにトウ匕がKき&够嘗を&びるzヒす

Zの税・撞の卷か唉衣:履が高い乙ヒ・恩味するむの&いか匕考えら 

れ・る。

展.被筋の条件の密しゝヒュろでは•斜面中腹より必寄燒の、<7ラジ 

Mモミの成育に刀ほ、‘す影響は大さくあらわれてい乱

これら奇焼跡地の该’畏屬加は枝条の焼却I乙よる天分の影誓IZよる 

%のヒ恩われる。

、フラジ臣七ミ,卜 、フ ヒ.カラマツの成良を同一立他で比藪する ヒ

崎・燒跡、地え隊けば、刀 ラ マッ>ウラジD巳ミ>卜、フ匕の償ヒなる。

Zれは也の也域の傾问(カラマツ>トウ•匕>、フラジロセミ)ヒ Z

となっている。ぎだ 膏・焼鄙ではトウ匕>ウラジロヒミである刃 で.

上環条件\し&る％ の ヒ无えちれ瓦

妥山岩地席で、は, ウ ラジD・之ミ封はし、 成昼え示し.カラマツ・必 艮

好な成馬をしUし、 る 〇

右莫班器地薜ヒ安山岩地廟ヒを.くらべるヒウラジロ史ミ、"ラ マ

ツヒあR宝山岩牺篇に植.救上れためのが、、石英延岩地帝12櫃敖、 され 

たけの顼リ若きわめてよし、 或,長g示している。トウヒ吱石奠班岩地 

囁のみで比較するZヒはできなし、。

4、 造必地の被雲

二の他域の造林她には•部分的12•はかなりの柘横が归られるK:！ 

ろ'むあつ・Hが、•全搬的に整林木が、ほ匕んビ酒失してしずつ危ぶうは本 

成繽地はみ參たらなかった。成育調建型での拈損琴は若一 4のヒお 

リである,

(ノまけ>

店頂したとの は產本が、 义,はや仔任せ-r" 殆元原固え渲,夜寸ゐ2•匕 

が不可能でるったが、・我‘存木の被誓狄気かう次て、范卷不良の他に・

獸零や福・督なビの気,来者I乙よる根皆木が布死した七の之かなり 

あったゆU 13ないカ、匕思われる»

諸被客!Z _r 曲抵、又水あよび傍害木なビ樹・矜/し'ろビるしい欠 

名のある.术の咨在は恚ー。のようになっている.

曲木の大那仓|ば根曲りで今窘］2•ぶるむのヒ秀えられみ。 /邵に駐 

痛リ％ある.

根曲り丨となつ「ユ％ののラち.カラマツヒウラジVTモ・ミぱ折れてし、 

るしの七あった・ガヾ・ ドウヒては見あだらなかつ担=>

2 H 6曲:Kの発生爵は刀ラマ、ンが敢めをくっし、で、ウラび0せミ、 

トヴヒの煩となる。

ス木ク大部分或帝薯iz・よってeきた七のヒ为えられD

稗T幹の傷害は頑函12よる枝抜けや獻頰の喰售旧よる必の/ど、 であ 

如

表示し厄被着版外で国枝枯.祭佑.側枝在, 校葉に障害のあらわ 

れだ#ゆ启:ビ、が、 あった。

これらの諸.被害は、気蒙害・病虫:害、猷1着なビ、によるめのと• < 

覆し丘崔因12よつ方力のヒびみられた。2枳らのうろ冏題ヒ恩われ 

み・0は• トウヒにつく归寸アプ、 ラ 匕カラマツのナラヌケ羯、 およ 

少獸邕なビ、であ如

トウヒ"力ナアプ、 ラ仁」ゐ被害裡鹿は,個体なよって汐"の建興 

ほあるカ.ほ匕んビの詞蓬木が被督木で洌った"なか<?む、 ヒくに 

注.目したし、 2ヒは主輔に噹生する2.ヒによって,いろじるしく生智 

在阻薯しでしゝる军例がかなりみられた2ヒであ羣

2.れはおそらく、乙の匿林地一盛が匕ノキの天然林で天然史の卜 

ク匕かみあ厄らなかった2•匕力、らして、 苗水I乙っし、 て焼凶在XTため 

のにズって、聚落びくり反wれているうちに穆反が、 高く孩った3匕 

による也のではなしゝか匕角えられる、、

*5)
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トウ匕でらほほ”同じような須向が•みられ,双い空士根のところ/二 

くらべ・るヒBS ース理土度に成育するものはややあN滇向が、 みられ 

る。

シ ラ ベ 七 箱預,土O
X 應 の よ 1> ヒ 2・ろで 成 よ し、 '£ 皆 を し て し' q

同 一 n 1¢ 12.お、 ける 力 ラ マ ッ 匕 ウ ラジ日 も
1 卜 ウ ヒ ヒ の 成M を く

ら ヽ る ヒ し、 づれ% 力 ラ マ ッ 6 ま 各が、 よ < ウ ラ ジ CJ モ ミ にく ら ヾ

る ヒ 力 ラ マ ッはN..T 3. フ 侣 の '£ 度をし・ 卜 ウ ヒ ヒ く ら ・ヾ てt
Z 4Z

N よ 倍 の 史豆をし て し、 乱

卜 ウ ヒ 匕 ウラジロ モ. ヒ は 司 一 地,に瘫栽 し た ヒ Z ろ,/ド な いの で 化

敦ノるz•ヒはでヨなかつ危。

東張詞有林での/号調"萱・地阳・近は天然生のアオモ.リトト、、マッやt 

ラベの更新が巨わめて奁好なヒころで小くの天悠/主本バみうn.植 

徴不におヒらなし' 畏し、 生育を示しており zれら枷裡の天然灵新の 

M也ヒみのれ羣

“) 置林木の被害

東法の・査地叱はシラヾヒ同萌に刀ラマッか、植栽%れた护・ 現任 

はカラマツの残存すゐリのが、 みあだらなし、。この消失した録因は职 

カ、ではなし、カぐ・滾销雪誓なビの気象售匕獸磬な匕、’のためで、 はなし' 

か匕先えられ羣

面兵お、 よび綸笠兵団育林で必金般棄?な獸雲匕感われる禮窘か、 歧た、 

しく一 多くの精休地が' 冬臧に近い被害を反けていら えカような被 

考地‘のうろから・、ララジロらミヒカラマッグ轻植也を約つ巧初ほビ 

選んで調査し巨績駅亿よるヒ・フラレ、 Dモミ約カ％、カラマツ矛％ 

程度す残月・葬であった。

2・れら孕くの危林本の消失しだ療因は壽らかでないが,/ネス、、 ミ・ 

レ力なビ、の獸客が、 主保因ではなし、 かヒ惟定％"る。

本調僅地/2は2のよVな被窘が疫しいため調’查のでさなI' 度林饨 

が、 多教あった。調僵地内の祐損の多くめおなし'、 種因によるもの匕寇ろ。

謁査地內・で薨被害のあめ又本・曲茶 傷雲なビ樹幹は欠隔のある 

むのを春示するヒ恚一寸のヒたリせ舟る°
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又木は主ヒして侑雲•猷要なよろめのヒ恵われるノ

囲木ほ、フラザロモ.ミヒカラマツ|乙多く• 7ラジロモ.ミの大用分は 

花曲/丿である,

厨善の僞害は忍ヒして段顏の喰雲12,よる剝項で,'*7ラジPモミ 

シラペで・はレカはよるめのヒ考えられる, Zれらの喧雲をうけな高 

ご・はら。〜/ ズ 〇 Sしの匏同!?舟った,

成上.のほかに枝衆也障普左起すめのヒして、布督或窖五I2よる会 

のがみられ乃, a,れらのうろ被皆本萩の多しゝめのをあけ“るヒ 翘害 

で•ほウラジbもミ・のサビ病ヒスス布

三雲でなトウヒ.の刀サアブラ・ウラジロモミのモ.Bワヌムシなビ 

で・あ如 ’

ぐ,ヨヒめ

今回の調査を.含めて2れまでに調査した豆高山性稗種の滾科から 

つぎ’のZヒが、し、 える。

岐・忌/Zついて今ズでの調登翅の/ D拜生備高(/ク年末満の調査 

地は今までの成長経おカ、 ら推星した)N地偵别,調査地别に海抜、荷 

土廢型,を分けて.横嗇の分・布状赤を囱味寸ろヒ図イ〜石のぜうである“ 

カラマッて・•は彼或岩、を山岩,花崗岩・电儒の福色森林之や黑•色丸 

では生盲か、 よく・石英粧岩のふ。ド、 ソ•ノレ土應Wはよくないe 白宪厢地 

带で、 はノ都でよぐなしゝヒzろが、 ある。 調僅しだ砲回マは瀰扳、高のち 

カヾし、2よる该"R爰はあさらかで' はなし'• 3トウ匕では茨成岩也薜の初 

色森林土で 生肖の项い必のか'、 あるび,その他では左磨・ 海板得のち 

がいによる差はあさらかで成なしんウラジDモミでは吸威岩ら、Jな、 

安・山岩成聘C:は生,有か’よし'.谕扳高、 土瘦のろか、 いなピINよる成畏 

差はあmひみうれなし、。zの乙ヒはウラジ日五ミがれ他に担・す为 圈 

芯性が大さし、 Z.ヒを示す%の匕走えられる。

刀ラマッ、、フラジDモミ・、トウヒの同一立地臣、”应哀匂比戰7"る 

匕 カラマツ>トウヒフウラV 〇 ミつ娘匕なるつ密、一腹匍である 

ふ調査加内の祐損;.ス木・曲木戚ビ’の被害依沅を她域列•海牧、莒 

洌/2ホ・せは"区ヲ〜〃ゆヒる、 "であな.>
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図 ラ 刀ラマッ.のお值•x玉・ 画玉の楸曾奪・ n:政
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区Z /. ワラジ・コるミう桔鳳、又本・心木の被粤淬此敗

ノ« X括侦
。ズ木

循【△佛ベ

60

被

ヨり

害

Xx

么0
人K XX

率
△:ゝ

30

xx OQO

2ク • • 〇 〇

XX

△厶・ g

© AAノ〇 oe«»

e•乙 OOXA

.SA . . . へ XXク

奈川(教会) ・ 新(^Si) 构r稀 滬 ハケ毎滅訪)壬

•へ..- X △厶・

w < I m m" 也彼

海我 
爲・>

/roo ノ6〇 /つOC 
レくド/yoc 以比

/>"〇 ,脾け /フ〇〇 
ス下・/クC6 &ヒ

/・うパQC ノつGO 
以卜,々u 』カ二

ノノ泌 / CO 〇 ノク。〇

以下 /次以上

,財c /3ク /つE 
A"" /7c c> «上

<以々っ

はお・ 調査は成長詞性を主体とL 比戴I的よ< 成江してるためてし

し、る 匕ころを謁登地匕 して摆んでいるため・ 2.づ狷直旧成全体の稚

雲奪ヒしてはこれ直 〇 と為く なるは寸’’である。

補菖の発•生はおな じ地政五カ訶登她ごヒむ Z 上な〇 ほとA・ビ、漿

被售のむ のから菩し'义(のまで =ぎざまて・功& ～

詞盗,し匕海夜店の範囲では 诲辰蔣のろがい よる 建は 折)△ らか

でない。

街褸别IZみろヒトウヒは刀 ラマッや、フラジC7モ.ミより W樱漕卑が

なかで必 由木の割合は低し、7修し、 頒向がみられ如

又木の発をは詞香地によっては. 

笏いgのやヾみられた.Z才Iぼおそ 

のと思われる。ま卮、揚帝によつ

ある将定の年化紬善が、 黛中して 

らくその年の.晚希の衩害|乙必 

ては冬耳紀区たか、 って椎磬を段け

ておる 0の必みられ如

擾
苗 験試(2)

高山住衛種ビの亜レ 奁はラ 口毛 シ ラベ、 な フノ) W

幺暧寸る)ま出 で1I少 がな< ヒ诺 辱以上(山 4 如て し、つ

そ さつけてか ら 密窮がお、 ぐ6 の2.れ に

め麦禪か、 あ哽7 如 び、発

生官鄭間の近屋 'Jに・よ

ヒ

ウ ラジロモミ・ ラ ベ 11つ Cイ氐12.
ぎ'のよう［乙行よ つ つ

に浸潰口及水ユ せ 丘 0 &Sか し!,め 4 9 si夕
に沪名氏を おき ネ tなス:' ゴ“ケの 上ャレー中 湿 ヾ、た らのレの

冷M庫内沪紙で覆 はノゝn 及理期間・はを た"め柬 义12 厄 のつ

a. 日ヒし 二回繰返.し日.3 Q ノQ日 る区夕、日・ ぐ a/〇

のは健您・星 区 12 2 5° 定温嶽の中を終 ヒ cの匕つ

’まび調簪しで発芽数を4 / 目日 匕”

である.お、 リ

育苗・間

冏處ヒな 

発芽完了

ノ

ー繽

に彩し二数日間隔

芥务調在の結栗は!劣/ス〜丨mのヒ

発芽促進およ

宥苗・郞間の

g

C戸斤定の匆,厘

< ま彻權は発芽

るので育苗卷匣上沼禎々

无えられる“

は、イO年球取の

る発・辞促進試験を

府間水亶水

湖を

芽朗聞の短縮は資苗,在容易I乙し・ 

爼漏IZ役立つ

昭勃ん ノ耳

温湿層处理に

ネはあう

イ’〜5U

レ
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ウラジPセミぐはろ。臼ビヨ0日の处屋1は/験闇«後ラ日目つ、 

ら発芽を始め卮刀ニその他の区・,す殯次お、 くれ［発芽をはじめた。

壬ん・ 鼠終臺琮宰"座T -6までのT数せら0日玲・よな’30日恕•璋 

反は款簇荫始修3 Z由で・產Lてし、 るのに、他の区では褊必日まで强 

芽し続.けた.,

シ‘ラベでFろC?日父理産の効弗が犬さV. 戳験開始タ日目びら発 

务し曲「あ,N,日で完了し5 しかW発芽考一は’7〇％以上で万如

mo日らJケ/ぐ 日徊理巨之比載钩よしゝ该縛で、袤験開紿3 /日 

オでぼほ・ 芽を完了し、 强,芽荟七他の短期助忽座区よ,ノはぶい.

/つ日以下の久厚期卵 の区C・け徊讶日n で発芽が羅説・Nれ Jz。 つ

のぶうな短期間の匆理:で は発务促進の刼果 はル、 な し'』 う であ るJ

以にのように.ヴラジ ロモ・ミ・ シラベ、 と むにろ 〇〜 3 D日 の畏 C\

期間低亮混層処崖を行う 匕発务日袤の短縮 を計る は’‘少 り でな <. あ

る程.哀の彩身奔の向上に Z役立つZヒ护明 らか！Z 且っ た ノ

*3>

束北支場担当の分

</z アノ



Jk却

3 .東此女遇旭当の凱鼓

亜高山地帯における気象• 土壌•植生など、 0特異,性を解明すると 

ともに•天然林および人工林い成長,更新の実能を把握し,この地 

帯における更新樹種および更新方法につ、、 マ明らか(こすることを目 

的としており,こ。目的を果すためのて然林や既往造林地零の実態 

調査,環境特性s調査,亜高山性樹種:の育苗技術につゝゝズ6兩究,を, 

当京場の育林都•経営部協力Sもとに進mている。

昭和40年度は,北上山系中央部”川井営林署營内の早池峯山地 

域:にある樹種更改訊験地とろの附近の天然林•ならびに三本木営林 

窘管构にあるブナ総合試験地における樹・種更改試.験地②宾態調査に 

童魚をおき,さらに岩手山周辺をモデ、 ル地区として高海技地帯の気 

家環境訥査を実施し,また亜高山柱.樹裡て、 なろカンバ、類の種子加理 

および播種時期についての養苗比較試験をおこなった。

昭和4 Z年度は,前年度に引きつつ、、き,奥羽山系6花漏営林署管 

内八幡平地匹Iこおけるブナ林および亜高山性針葉树林の更新•成長 

詞査および北上営林著管內の岩手山•八幡平周辺,の上部ブナ林地帯 

の気冢調査,片よび‘亜高山性樹種の育苗試験をおこなった.

(/つ早池峯山地戎の調查(昭和4 〇年度)

調査地或は北上山系中央部の格手県下閉伊郡川井村,早池峯山腹 

4匕側の閉伊川交流御山川流疯であり,川井営林署の所管に属してい 

る(図/ )。この調査・は,標高780〜8 8のんの高海拔地帯のヒバ、 林 

夜採跡地に設定された門馬経営区22X林班い小班s樹種:更改試験地 

およびその付也の亜高山桂針葉樹林の土壌および生育状態の実態を 

把握し,高海抜地域の森林更新・にた【、する基礎資料を収集する目的 

で実施された。

こ<7)地玫つ地形は,金平沢試駿地では山’麓緩斜也形からな、 り,科 

面の傾斜は上部て.、 は2“〜2厂’中腰では7〜8°,下部では/〇 ～ /2°
"フ/>



とな〇 T Uる。また夭然林詞登地は早池翟山北斜面の海坂咼?00771 

へ々ク"以の範囲にあり,上部科面や沢陪は比較的急峻であるが,大 

部分は後斜地からなる(図2 )。

•この地成の地質は秩父古生曆に属し,岩質は蛇紋疟が主体であり 

富岩お、 よび・転石がいたるところに現われて、、る。

調査付泣の門馬におけろ観測資料から,気候の概況をみると,単 

均気溫はけ• 4 °C ,平均降水量は13 0 0 mm、平均頭首は2月の7 7 
w を景高とし,降券期はZ/月から5月までである。また気温と 

降水つ月別分布・•は図3のとおりである。この温兩図から夏李には比 

較的雨・量が・多く.•そ季は依源で比款的少湿であり,表日本型の気候 

を示してt、ることか’わかる。

図 度 位 査 調 
/
 図

図2 調亶位圖•図

至.盛岡 至宮古

</7>>



図ー 3調査付逝の温雨図

降水量:(・况机)

/ 謂査地域/土環(育林第3 )

育林第3 山谷考一,仙石鉄也

/) 土壌と植生

各調査における代表的なー土嬢断面の形態について述べるとつぎ’” 

なおりである。土壊層断・面心・/～必‘7は金平沢樹種更改試、験地I二 

ち、 けるものであ!) , No ,8〜Mo.丨2は天然林地帯におけるものである。 

(図ー2,図一々参照)

(以ノ

図ー§金め尺試験地植栽区画図

く/フ夕)



図ー〃 金平沢試験也上壊図

/

200 0
5

”ノQ

表3 試験区の内容

プ日•ソト番号 場所 植 栽 樹 逢 生育鋼曲 
をした区

/

2

3

カラマツ・ヒバ、混植

カラマツ•ヨー D’、ノパトウヒ混植

カラマツ•ズギ、 〇

4
5-

下 カラマツ•トドマツ "

うン Z/

厶 カラマッ•ヨーロッパトウヒ " 〇

7

部
カラマツ•スギ " 〇

8 カラマッ・オーストリーマツ " 〇

9 カラマツ•ヒバ、 〇

/〇 ヨーロッパアカマツ単植 〇

// カラマツ,トドマツ混植 Q

/2 カラマツ単植 〇

/ 3

/夕

［須

カラマツ・モンタナマッ混植 

之ラマツ•ヨーロッパトウヒ „

々 ・>

〇

/ & 中 カラマツ•スギ

/ 7 カラマッ•ヨー ロッパトウヒ " 〇

ノ 8 ヨーロッノヾアカマツ単植 〇

/ 9

2ク

2 /

部
カラマツ "

カラマツ•ヒバ混植

カラマツ•ヨーロッノぐトウ匕〃

〇

22 カラマツ•スギ、 " つ

23

を

カラマツ•トドマツ ク

カラマッ・ヨーロッパトウヒ "

0

2夕
上

カラマツ エゾマッ・ 〇

2 &

2 7
部

カラマツ単植

なラマッ・ヨーロッパトウヒ混植

〇

"ワハ



プロ •ソ 卜番号 場所 植 栽 树 徒
生育詢苴 
ました匹:

2 8 力 ラ マ ツ ・ヒ バ’混植

2 q
上

力 ラ マ ツ ・ヨ ー ロッノヾトウ ヒ と 〇

3 〇 力 ラ マ '、ノ • 1' rマッ り

3 1 力 ラ マ '7 ,ス ギ・ り 〇

3 2
部

t] ラ マ ッ ・ヒ バ・

3 3 力 ラ マ ツ ,卜 ド、 マッ ク 〇

3 4 ョ 一 ロ ツ パアカマツ単植 〇

3 5 カラ マ ツ •ヨ 一 U、ソハ。!' 17 ヒ涅植

3 g り ノー

断面M./ B d (匍行)

223林班い小班肉 やや凹地〜平坦 N 20° M/

プnットNo 3/,スギーカラマツ混植

F H : 2 c花,黒色(7•タビRふ刀),カラマツ,ウダ、イカンバ腐兼。

4 / ： 0～ 4林,黒褐色(す次あ),槌壊土賞,すこぶ、 る粗,潤,CEヾ 

発逹,中〜細根多〇

刀2 :々～/ク5,黒褐色(タ・2功),埴賞,軟,潤,弱度の濬脱的 

色調が、 ある。

3/ ： /〇〜ノ I cm, 暗褐色(73次3%),埴質’較,潤。

82 : 2/〜々隽を,褐色(7. 3ーほ斗令/4ヽ,埴質,やや堅,やや湿, 

新鮮な蛇敘岩の中〜大碌を介在。

:>4タぐ灰,明褐色(グ夕y尺/粉g),埴質,堅,湿,新鮮な蛇弑 

岩の大磔が、多い〇

的面必•2 Pwア〜亚

228林班い小班内,やや凸部,N k w’デ・〇、、ハN〇つぎ,エゾマ 

ツーカラマツ混植e

F : /由,カラマツそ(7)他S広•素樹の腐票・が潔く堆積。

くノつ 8)

H A : 〇〜" CVI •黑•褐色い、("い.汹粮が械状に分布。

4 ～ 7C2" 黑ー蜀由(ダ质3力)•埴噴.软,谢・地根やし,金体

に溶脫がみkめられる,

矽/ ： 7〜［S c m ,暗赤褐色(3"丫尺2/S ),堪頁,軟,'、閏,珥こかに魏

およU腐・’植の集積がみとめこれろ,鸵袄岩の碌を企在,

B2 : /す〜3/cか,屋赤褐色(3YRS/3),埴質,堅,湿,碌を介在

53 C : > 3 /以し褐色(7.§你ぐん),埴資,堅,湿,大磔が多い。

啣面 No. 3 Pw Z - J

22g林班い小班内,凸部,A//QP,傾斜9〜道,プpゝハ"4 
トドマツ-カラマツ混植,

F : 3 fzn ,カラマツ落葉,比較的厚い.

H A : 〇 ～ 3い〃,黒褐色(7.ゴ/択初),ヒバ腐葉と思、われるものが 

多い。

A : S〜占cm •灰褐色(Zす丫火ち农),壕土質",すこぶる粗,乾, 

Gr,厌色の溶脱が明瞭であろ°

8/ :ナ〜/4ぐ初,黒赤褐色(5 、『R 3/如,埴壌土資,軟,潤,割 

れ,缺0集積が明臆であろ。

32 : /ぐ〜3/由,ノ灭褐色〜明褐色(7-^YR ■%),埴瑙土質,.杪堅 

やや湿’褐色(7估丫R阳)をIた塊状の集預が、 ある,

S3 : > 3! cn.,明褐色(7•夕V尺す/7 ),埴質,匿,湿。

爵面M.4 Pa

228林班い小班内,N 2Sむ,傾斜/パ四地,プロットNW ,ヒハ、' 

-カラマツ混植。

F ： 2 cm,カラマツ落葉。

冃A : 0 ～3 ent,黒褐鱼(すYR2/ ),ヒバ腐植層,款,湿,細根多。

4 : 3 - 4cm ,黑褐色(ダ丫ぐ//),埴資,緻密,軟,多湿,細根多 

B / ： 4 一々次,暗赤褐色(タ丫R %)•埴質,緻密,軟,タ湿,黒 

赤褐色(SYR 3ほ)の嵌集積あり。

0 2 :々ー2/ c以,褐色(Zすw 3ん),埴壞土質,歎,湿‘稿状に鉄

の沈澱あり。

(/フタノ



* ： >2/cm‘灰黄褐色(/〇丫育い,埴壕土質•やや堅,湿・根は 

ほとんど’認められない。Bq B. g層黒付近に湧水あり,赤 

福色(す次 ％)の鉄の沈澱あり,蛇敘岩s大磔•リ‘

断面/V,.3~ Pwl
228林班い小班,N20°w’やや凸部,試験地の外側,ヒバ夭然林•

F : 2 c^z ,ヒ バ落葉,比較的密に堆精.

H : 6 cm,ヒノヾ腐植層,相に堆積.中へ緬根乡’ C r .
A : 〇〜［〇顷、黒褐色(玄な3/ノ),埴野,•欺,密,やの湿•弱C > ‘ 

溶脱がみとめられる。

B ノー/ヽ/〇〜3〇顷,暗赤褐芭(S Y尺2力),埴貧,軟,密,湿,鉄 

および’腐植の集積がみられる"

B/-2 L 3〇〜3 Sc况,暗赤褐色(タ演2/3 ) •〜黒赤褐色(す牧3ん)ノ 

埴質,堅,湿.,鉄の集積が判然としている。

8 2 : 3ダ〜S3 cm ,裾色(R・牧4ん)’埴質,堅,湿’わずかに錄 

の集積が'みらHる,蛇紋宥s中裸を含む、。

3 3 : >す3c况,明才登褐色(7が"/8 )’埴壌±・貧,壑,湿・蛇秋 

岩の大角磔あり。

嘗面めメ pw n ～皿
2 2g林日圧い小切£内・’せや凸部,N Ww ,傾斜/2°,アロツ、N 〇 .修‘ 

ヨー ロッパアカマツ単植。

L : / cm , m 一 ロッパアカマ ッ落莱,うすく堆積。

H A : 〇〜勺cm ,ヒバ・府植層,乾,Cr,白色曲糸あり。

/I :す〜［3睥,黒褐色(占丫 R3/ ),埴質,軟,割れ,溶脱層〇

8； ： /3〜2g c初,暗赤褐色(5次％) ’埴質’软,潤,鉄の集積 

菸、明瞭。•

8 2 :"〜37静, 暗褐包(［右丫 2牛),埴質,やや壑,潤,わずか 

に錄の集積がみとめられる,蛇試岩〇中磔あり。

13 3 :>37 5 ,褐色(7.すド々々ん),埴實,堅’濶,蛇欲岩の大魚 

礫あり。

く/矣)

大魚磔あり。

断面M?.7 3d
228林班小班:内•N f7°W >傾斜7°’平坦・プロット/Vo. /<?,”ラマ 

ツ単植。

戸:2 c m , カラマツ席葉,粗に堆預〇

A : 0 ～ 夕c g, 

発逹1てし

黒褐色(7.夕丫尺つハ),埴壌土質, 

、ろ。白色箇糸あり。

軟. 湿, Crが、よく

A 8 :さー 28c汎,暗帽色(7,5"丫R 3ん),炬壞土質, やtさ堅, 湿,割れ。

5 : 2 8 - " c 次 , 褐色(7.SYR4/々),埴壊土質・ 軟, 湿9

BC :> 48 cm , 明橙褐色(ク・ぎ丫Rろを),埴賞, 堅, 湿, 蛇紋岩っ

挙面 No. 8 Pw IL
22々林班,海版高//30m . N WE,傾科/7°,山暖纏斜,コメッカ、' 

ーヒバ、ーアオモリトドマツ林…

F : 2 cm,アオモリI・ドマッ,ヒバ、など‘の腐葉,マット状庞に堆積。

H : 2cm,黒赤褐色.(ダ、な2.夕/2 ), 脂肪状。

厶/: 〇 一名5 ,黑色(§球ノ// )’埴質’軟・潤。

4 一//”*,黑褐色(SYR夕//・須),埴貫,軟.潤,溶脱層。

⑶：/ / 一 2 0cを, 黒赤褐色(2,6 ・っあ), 埴貧,やや堅,湿,腐植 

および鉄の集積•が顕著。

"20ー冒cm ,褐色(75"皿'),埴質,堅・潤,黑赤褐色(す 

・弓ら)の鉄の集積か、認められる。

㈤：2夕ー 43c灰,暗褐也(7了丫尺ふ/々)’埴質,堅,潤,割れに・っ 

て欲の集積あり。

34 C : > 4服め,褐色(7.タ侦くん),埴質,堅,潤’蛇・敘岩の風化 

した中魚碟あり。

断・面％.9 Pd 7［〜I (裸)

227林班,海抜高"〇れ,N 300 ,傾斜/2°山腹稼斜,キ・タゴヨ 

ウーヒバーコメッガ、林。

L ： /次,キタゴヨウ,ヒバ落菜。

F :々淑,キタブ、 ヨウ,ヒバ、など、の腐茉,マット状に堆積’細根歹。

レa/つ



H : 3 cm.,黒褐色(WYR",キタブ’ヨウの腐乗が多、、,脂肪状の 

腐植層,山層との养・にヒバ"中根多。

A : 〇ーScm ,褐辰色(ニダドRす/2),壌土質,軟•潤,溶脱・帰・

B :ター々厶。ん 赤褐色(歹、・々ん),壊七質,やめ堅,潤,塊状～紹 

状に黒赤京昌色(5丫尺3力)を呈する集顕が明瞭で伪ろ・

C : >4"を,蛇紋岩の大石の間におず、かに土璀が’ある。

断面 No. 10 Pw I

227林班,海抜高 gm • £れ饥,傾斜20°, 山麓急斜,ヒバ林。

F ： 2 C7TL, 細片状のヒバ•腐菜層・

H ： 2 c汎•Cr状の構造を有オる简植層。

A, ： 0 - 2cm ,黒褐色(ダドR初2 ),埴質・粗・湿,Cr,比較的韓い 

層である。^ ^

/h : 2 ー门cm ,黒褐色(タドぐ// ),垣質,軟,潤,溶脱層。

8, ： 7 - /"刃・黑赤褐色(ダビ対3力),埴質・軟,潤,割れ・鉄の集 

積が明瞭,蛇敘岩の小南孫を介枉.

82： /ター 37cm, 赤褐色(夕性け/々),埴質,軟,潤.割れ•竝紋、岩 

の中角磔多く,ねばりか’ない。割れにそ・って黒赤褐爸(夕、你 

m/孕)の鉄の集積がみとめられる。

03 C : > 37 cm ,赤褐色(3～你やん),埴質.堅,湿,蛇紋岩の大留 

磔が、 多い.

断面 A4. 〃 P-D H - I

227林班,海抜高 VOm ,尾根状緩斜凸部,傾斜/3°,ヒバ林。 

戸:2 c m ,ヒバ、腐#。

H ： 5顷,マット状に厚く堆積,枱や戟,ヒバ腐植層,細根尋・

* : 0-8cm,灰褐色(7•さ丫 R以),砂質壕土質,軟,潤,鉄:の集積層・

8/： 6ーな財,黒赤褐色(ダ你3/4),埴壕土賃,やや堅,潤,鉄の 

集積層〇

此:屜ー 29眾.黒赤褐色(§球3/), 埴壌土質,堅,潤.S層より 

やJお明るい鉄の集類層,蛇紋岩の虱化中角磔あり。

S3 : > 2cfcyn ,赤褐色(ケ丫尺んほ),埴嬢土貧,壑,潤,蛇紋岩6風化

(/82>

大磔あり,小甬磔も多い。

齣面 No. 12 Bd

224林班,海抜高れ0汎,N /2°E,傾斜つ夕:斜面下部,急斜,ヒ 

バ林。

戸:2 C77?.ヒバ,広莱樹の腐葉・

H :す・,黒褐色.(Hい,脂肪状の腐植・層,細根多

刀:D-^cm.,暗赤褐な(タドR之カ),球土質•軟,粗,湿/Crバ 

よく発達L式いる。

り,会体的に偏湿性で陽性の種が多くみ、れる。この訳験地はヒバ 

夭然林伐採跡地に設定したもびで,皆夜頫/〇年を経過した現段階 

て・はウダ‘イカンA'0 <先が目立っており,更新,生育ともに良好で 

ある。付泣に現存するヒバ、以外の針萊樹,すなおちコメツが,アオ 

おリトドマツ,キ・タコ、、 ヨウなど、 の更新はほとんビなされていない。

厶B : r- 32cm «黒赤褐色(5YRヌ万),壌土質,歎, 

植の,'、參透炭好。

湿, 膨軟,腐

&2： >32c?/i, 暗褐色(Z夕YR3/4),埴貧,やや墾, 潤, 蛇果文岩0

大角磔あり。

ー衆にヒバ林およびコメツガ'’キタゴ、ヨウ,アオモ リト ドマッ林

など’が乡く,地方的に安定しているところはおおむね Pd あるいは

戶“ 土墩かJなる。

各調資地にむける植生調查糸吉果は表/のkおりであ る。

また金平沢樹種更改試験地における主妄植生.は表2 のと おりであ



表/ 植生調査一覧春(3の/)

No./ Bd No.2 斗7〜•PwUI

階 稚名

傷 
占 

箴
階 < 名

権 

占 
承

SH

G

ウダ財インバ、 

ホホノキ 

ハう号•ワカエデ 

ミス、、 キ 

ラナノキ 

ナナカマド 

コミ未中エデ’ 

ヤナギ頰 

オオバ"C7モジ 

ニワトコ 

フキ 

フジバカマ 

二ifイチゴ、 

ヤマブ、Fウ 

ススキ 
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ワラビ 
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シダ‘頫

3〜2

2

2

2

2

2

2

2

2へ/
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SH 

a
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フキ

3 
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2 

2
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2〜/

/ 

/ 

/ 

3
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3以

2 

2 
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M.3 PwU!〜PwlL No. Q CrP

隋 種名
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占 
履

陪 建 务
僵 
占 
履

SH

G

タラノキ 

ホホノキ 

ヤナギ'類 

キハタ“ 

ウダイカンバ、 

アオハダ' 

ミス、•ナラ 

ヒバ、 

ニワトコ 

スケ‘’類 

フジ、バカマ 

ススキ 

クマイナコ'' 

ニガ'イチゴ 

ヮラビ 

ヤマブドウ 

シラクナズ、ノレ 

シラカンバ' 

ヘビノネコザ’

2 
2 
2 
2V 
2〜1 
/ 
/ 
/ 
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8 
牛～3

3 
3

3〜2

2 
2 
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/ 

/

SH ウダ、イカンバ、 

タラノキ 

ニワトコ 

ヤナギ‘類 
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ニカ、‘イチゴ' 

フジ、バカマ 

ワラビ’ 

ススキ
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ヘビノネコザ、 

フキ 

クマイチゴ、 

ォノオレカンバ 

ミゾ、シタ 
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ツノレシキミ 

アキノキリン、ノウ 

シシがシラ1

3-2 
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2
孕 

3

乙 

2
2
2 

つ～/ 

2へ/ 

2V 
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/ 
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表/ っづ、き(3の2)

く/彪っ

No•亍Pw正 NM Pw だ〜F\v SL NM 8d No.8 PwJL H30m.

階 俺 名
僵 
占 
度

哨 種為
後 
占 
庶

階 種名
櫻 

占 
辰

階 < 名
優 

占 
席

V

SH

G

ヒバ、

ミス、’ナラ

ホホノキ 

コミネカエデ、 

ヒバ'

厶ラナキャシホ 
ツッジ

ナナカマド 

ゴンセ'、 ッ 

ウダイカンバ 

アオダ、モ 

才"オカメ)キ 

タラノキ 

ハウチワカエヂ 

シャクナゲ、 

ッノレラキミ 

ミヤマイケナ 
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ヒノヾ
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オシダ、 
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フキ

3

1 

2 

2

2 

2

2へ/ 
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2～/ 

2〜/

/ 

/ 

/ 

/ 

3 
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ホホノキ 

キハダ、 
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クワ

ッリハ、、ナ 

ァオダモ 

刀ンスケ、' 

フジ、バカマ 

フキ

ヤマブドウ 

ススキ

ヘビ、ノネコザ、 

シラク歩ス'、ノレ 

ツ,レアリドウシ 

ッノレシキミ 

ギ、 シギ、、 シ 

クマイチゴ

心

2

2
2 

い/ 

2～/ 

室〜I 

2〜I 
Z〜I 
/ 

/ 

/ 

夕 

3

3Q 

3の

Z 
N
2 

2 
2

2〜/

D

SH
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ヒバ、

アオモリトド、 
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マッ 
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ァオダ‘モ

厶ラサ"キャシホ 
ツツジ、

ホザ'キカエデ 
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匕八''

ホ、ノバ、ハウチ 
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つ、'トウス、、ル

コメッ甘 

アオモリトド、
マッ 

ッルシキミ

ミヤマイタチシダ 

、ソノレアリドウシ 

ヤマソテッ 

ヤマザクラ 

カニコウモリ 

ハリフ、、キ 

ホ・、ノバ'ノナライ 
汐・ 

オシタ'' 

サカゲ、彳ノデ、 
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い2

N 
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?
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/

以
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3

3
3

3～2
3。2

2

2
2
/

/
/
/



表/ つつ"き(3の3)

No.6! PdIL &す〇 m No. ！〇 PwHL 苦ぎ〇 m ^o-U Po I-IL 7807n, A/〇. /2 BD-.flg 8607n

階 < 名 占

4
隋 種 名

ィ憂 

占 

席
暗 < 名

僵

占 

度
階 < 名

便 

占 

没

D

SH

匚…

キタノ、ヨウマ・ン 

匕ノヾ

コメッカ、' 

コメップ 

ホッツシ" 

プンセ・’ツ 

ナナカマド 

3グ、ソミネバリ 

シャクナゲ、 

コミネカエデ 

厶ラナキャうホ 

ッ・ソシ、 

ヒ,ぐ

コケ類 

ッルシキミ 

コメッカ、' 

マモリトト、'

マッ

ミヤマイタチ 

シタ・'

シ)フ、、カグ、マ

S 

3-2 
2 

3-2 
2 
2 
/ 

/ 

/ 
/ 

/ 

夕 

多～3 

3、2 
2. 

2 

2～/ 

/

D

SD

SH

〇-
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コ’、トウズ・ル 

ツルシキ・ミ 

ミヤマイタチシダ‘ 

つメッカ、' 

ホソハ‘ソナライ 

汐、 

オシタ、'

>>がシラ 

ナナカマド

孕

2

/

N

/
弘 

次

3

Z

2

2

2

Z

2
/
/
/ 

/ 

/

/

3 

S 

2 

2

/ 

/

卜

D

SD

SH
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ヒノぐ

ミス’、ナラ

ホホノキ 

シオリザ’クラ 

アオダ、モ 

ヒハ・

ァオハダ‘ 

•コメッカ、'

シャクナケ'' 

ナナカマド 

、ンノレナキミ
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$

2

/

/

/

3

2

/

十

十

2.

/

V

G-

ヒパ、

サ・7グ)レミ

トチ

ハウチワカエデ 

シオリザ、クラ 

オオカメノキ 

ツリバナ 

ヒノヾ

ハリフ'、キ

ホホノキ

アオダ毛

ノリウツギ、

シナノキ

ジ、ユウモンジ‘ 

ラタ、'

オシダ、

サカゲイノデ、

コ''トウズ'ル 

カニコウモリ 

ホンバ、 ノナライ 

3夕“ 

4ゴユリ 

カンスケ'' 

リヨウメンシタ、 

ミヤマイタチ 

シダ、

幻3

N

4-

3-Z

Z

2

.2

N

2

A/

ZへJ

/

/

如2

3以

2

N

2

2 

/ 

!

/ 

/

く/路ク

a 2 金平沢試験地の主耍桓生

生活形 旌 名 袖度 頻度

ウダ'イカンノ、、' 2.夕 / 〇〇

ヤナギ、類 /・歹 バ

タラノキ /・ド 7S-

ミス' ナラ /・ダ 7S
ホホノキ / ・〇 Z〇〇

依木階
オオバ、クロモジ /. 3

ヒバ‘ /.3 33
キハダ' 〇.? 60
コミネカエデ、 $0
アオダ・モ 〇屈 SD

+ナカマド 0.9 3<r

ニワトコ 〇, S • 3乡

フジノヾカマ 3./ /クク

ススキ 3. 〇 /クク

ニカ、' イチゴ、 2. 6 街

スゲ類 2.6 75
ヤマブドリ 2.ク 綬

ヮラビ 2.Q ^8

革M陷
フキ /■? よぎ

クマイチコ" 3 7$
ヘビノネコザ’ 疣g 50
コ'' 1、ウス、‘ル 非

シラクチス'、ル 〇・ 6 38

1 ッルシキミ S 6

2 ) 土壞の分布

調査地域、は海扱高約戮〇〜ほ〇 om の範囲にあり,気候的にもポ。 

ドゾ、ル化土壊が現われやすい泣匿にあり,国有林野土壌調査結果か

S8フ)



らも,ポドゾル化土壌が•主体をなしている.

金平ス試、験地の土壕図は図けのとお、 りであり,B V, Pw T[■・皿 の 

2 土壌に大列されろ・,しかし微地形によつて断面形態に設分変化 

が見られる.図5•,表3は土壞図と針比するための植裁区画Zを示し 

たものである。

断面No.Sは,試験•地外〇ヒバ林下のものであり,試験地内でも比 

較的宏定した地形には,このような撕•面形龍をMしたポドソ、、ル化の 

かなり進んだ土壌が現われているが,伐操により,-<1- Ao は 

うすくなっている。また凹地や斜面には,Bd —匍行土が現われて 

いるが,こ:の地帯の安定面にはポドゾル此土壤が' 現われていること
! -.> ! ■- : '

など•から,;海抜高の低い地帯のB -D kは,土壤の姓状および林木の 

生育に差異があるものと考えられる。

っき"に,試験地付・近の天然林下の土壞はいず.れもポドゾ'ル化が、明 

瞭に認められる乾,隹および湿性ポト;・ゾルセ壞からなり,乾性ポドゾ、 

ルにたいしてはヒス:林の影響も考えられる。しかしなが•'ら沢沿斜曲 

ではポドソ、'ル北の特徴が・あまりなく ノ褐色・森林土があらわれている。

早池峯山腹の土壌は,大部分下屑に蛇紋帛の大磔を介狂している 

ところ在、ら,古い铜行〜崩積土壊で'あることび、 椎定される"基層e 

蛇紋岩まで逢するには/〇加以上に及ぶ’ところもあり,転石と恩れ 

れる大帛石が、現あれているところも少なくない。

2 林木力生育成績 :

/ )樹種更改試験地の調査結果(育林第2疥究室.)

本試験地は昭和3 /年・に図タ,表3に示したような区画設計にょ 

って設置され,植栽、 は昭知3 2年•にむこなわれたが,移植中の杜拠 

その他でノ金プロッ「卜の植栽カヾ完了したのは昭和3 3年の春と旁え 

これる〇各プロットの大きさは3 0 X 30 771 X ,カラマツとヨー ロッ 

パアカマツは単植区,他の樹種についてはカラマツとの/列おき混、 

植であって,植栽本数は単植のばあいで龙’况あたりん,つ〃°本,混柚・ 

/ ・「あ、、 は半數ずつの計•久ク0O本であるといわれNいる〇

く/g

調査は時間5聞係上・各プロ ッ|・金部について行なうことが、できな

びったって’,図3■・に示したように上,中,下の各団地から,共通の 

樹種構成のものをIプロ、ソトずっと,共通性のないプロ、ソト・とを選 

ひ,これら各プロ、ソトについて,区0ほほ'、中央にS死X 20死 のべ 

ルトをおい・で,その中にある林木について樹高,胸高直径,皴害。

啊魚を調査し・た.

調査の結果は表4に示したとおり であるか', 調査面積が、小さいた

めに,おおよその傾向 

つ式いな 、、樹穂にヨー 

ツ・エゾ、マッ・センタ 

上部団地がいちじ、 るし 

区がもっとす滅つス、、

を如りうるにすぎ'ない 

ロッパアカマツ・ヨー 

ナマッがあけ:られる。

く液' っておりノ混植区 

るか«他の区ではあま

。現有・本数のあまり週' 

D 、ソパトウヒ.トドマ 

カラマツは単植Eしでは 

ではモンタナマッZ 0 
リいちじ、 るしい減、"、は

みられない。減少、O ちじる.しいのはスギ、の区で上, 中,下部団地

k七減少、が' 目立っている なおカラマツーヒバ区はヒバ、 が、 ほとんビ

消失しTしま •ていた。 で調査の対象から 除いた。 この本数滅少の

原因についてははつ 六 I) したこ幺はわからす、',植栽後の活清诳徵に

よるものか, ある いはその後の環境にょ るかあぎしかでない。樹高

ではカラマツが' もっとも よく ついでヨー ロッパトうヒ•スギ,卜

ドマツの順になりノモン 

があまりょくない。上,

タナマツカぐもっとも 

中・,卞部の団地にょ

悪、 く, ついでエゾマッ 
• .....

る树高のちカヾいは,力

ラマツでは多アの例外はあるけれビノ 下部>中部>上・部となり,

くに上部での樹高は依い傾向がある。これはあ で述べるか先枯病

と

も

考えられる 

中•下部の 

つはカラマ

はわずかの地形0 
であるけれビ,全 

うである。この被

の

あ

まち

いよ

。直径でも樹高と似た傾向が' 

団地によるちか、 いが、 みられな 

ッでの先枯满の被害と,全樹" 

である.先枯病0発生 

の闇係でプロットごとにまち

発生と関係が、 あるもの

るか、’カラマ

。被害んして 

戒にあらわれ式 

変化や防風帯と

般的にみて上部団地が、 X くに澈窖の度合が、 殲 

ッでは上 

目立った 

いる写害

害は直径成長よりも樹高成長に膨響を与えており 

をくらべるン樹高で/〜/・タれ位の差バででいる

被窖木と健全木 

皆害は各樹種と

W9つ



表ー"植栽樹種の調査結果
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もにみられるが,k くに上部団地においていちじるしい傾向があり, 

樹種ではヨー ロ、ソパアカマッ,オーストリーマッなどのマッ類,っ 

いでスギ,カラマッなビが、 それにつづ、 いズいる。唇害の内容は樹種 

によって異なるけれビ,マツ類では枝故(tが、 圧倒的に多く,スギで 

は2又木形成か、 多く,カラマツでは枝核けが％ (一部幹析れがみら 

れた。

すでに述べたように,試験地は上•中・下の3団地にわかれ,各

くノづ〇)
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国地問には巾ス$マの防風带沃詡定さ我ている が•この強布河風や は 

技,験地殼是,後、あいつ1、で繭朮側種であるヒバ、、ミス'•丁う、X7ンノヾ壌なビ

が、風倒をおこし、現社は防風帝匕しての初采をあげていろと蒔恩わ札な 

し、〇上れらの保證挙跡.地jjカンバ嬲、、ヒバ、水注、ノ夫などによって斐料nつ 

っあり、匕くにマカンパ、 の笔生威長は颱.著でめる。ま7こ・試験)也肉にも 

マカンノヾや匕バの離・樹がか、 なり/Hり,このうちノマカンバは表ダのとお 

りほとんビ各プロットにみられ,多いもので/Z.Qあたりで/I§"0本 

におよんでおり,防風带跡地では/2,700本にもおよぶ、ものび、ある 

が、,これらはいずれ之樹令7～ 3年未満であって,試験地設定後発 

生したものと考えてよい。現在樹高も大部分が' 2 g前後であり,防 

威帶では平均値が' 3,7祝におよんで、、 る。ヒバ'はプ〇、ソトによって

Sノ>



表一 g 方形区調査の結果
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は多いものもあるけれと",だ’いたいんルあたり2クQ本前後,樹・高 

も/；n前後であって,しかも樹令も2〇〜30年とつながっているこ 

とからみてノ試験地設定以前の前生稚樹の生き残りz旁えてよい.

以上が・試験地の概況で,設定後満8年を経過したおけであるが、, 

現沉からこの地域の適樹極を云々することはまだ時期が、 早すき、’ると 

為えられる.なぜ、なら光枯病の発・生はまだ垠近のことに属するし, 

啓客(てっいて之まだ、功令段隋のもSが・多 < ,これらの被害がこんご 

進展するかビうかを見きわめることが’必要であるからである。ーまた 

カラマツとの混戾が行なわれた樹・種はその単純植栽地が、 ないため, 

混交の効果について検討することが不可能であり,あくまでもカラ 

マッの保護を前提にして判断すろより他ない。

2 )天然生林の調査結果

(育林第2 ) 加一亮助,瀬川幸三

早池拳山の大然生林ば-比較的-自然状態を保ってお、 り,匕バを主と 

した针棄樹の美林力ヾかなり存在している。今回はこれらの代表的な 

哀い林を方形に調査で調査したな・,時間的な制約のため,アオモリ 

トドマツーヒバーコメッカ、、林,キタゴヨウーヒバーコメツガ、林につ 

い式/区ず、つ,ヒバ、林について3区の頷査をおこなったにすぎ、ない。 

調査は20m 乂 20 7Tしの方形区についておこない,毎木調査や成長锹 

調査,一部については樹幹解析をおこなった。なお同時に代表的な' 

土壌断面についての調査(土癢断旬No.8〜N>/2)•ならス• に地表植 

生調査もおこなったび、,これについては土璟関係の結果にかかげて 

ある。

方形調査の結果は表んにあげてあるが,プロ、ソトIは比面の繼斜 

面でアオモリトド、 マッ・を主とする林であって下層や地表にもアオモ 

リトドマツの稚幼樹が多い。フ° ロット2は上層も2循にわかれ,キ 

タコ、、 ヨうの林冠下にヒバ、やコメッがが、混生しており,尾根にちかい 

岩礫地だ'けに他樹種の混在は比較的の、なく,下層や地表ではプロッ 

卜3ではヒハ、',コメッカ、、 つ稚幼樹が、多く,プロットイ ,タではヒバ、

く/丞)

の推苟寸が存在ししている。これら 

混,任がアオモリトドマツやキタ

ヒバ、を主Z Lた林は下層に広兼樹・の 

ゴヨウを主とした林にくらべマ多い

ようである,プロット2が材殖 

れはキタゴヨウが’上.層林冠上部

におI' ・て高い値を示しているび、 ノこ 

を形成してい式,その下にヒノヾ•コ

Xッカ、、 が入り こんでいる形とな ているためと考えなれる。 アオモ

リト ド、 マッを主とした林でもやはりいく らか上層で二段林的な様相

を示Lズいる kか'蓄積を髙めている よ うである。 ヒバ、を主とした

林ではむおよそ 4 Q ク花3前後であつ・て, ヒバ天然林k 式はその蓄

積はあまり 高くない。

樹・幹解析木の樹高成長およ 

での年輪'数在それぞれ図ん ,

び生長鐺による樹•反よf) [ 〇顷内部ま

?に示したがノ樹令はアオモリトドマ

ツで約/す。年ノ ヒバでは2プロットからさプロッ 卜での範囲は

/ 5' 〇 ～ 2 い 〇年となり, キ・タゴ、 ヨウで、、 は2 7タ年となつ・ている。 生

長雄の/つcれ內の年数をみろとノ アオ・モリ トドマツがS 2 ～ q 2 年ノ

ヒバ、が' 4 b〜/ 7 6年’ キアブヨウが'/々/ ～ / 8。年, コメッカ、、 が、

)〇 3 ～ 年となってお り,樹高成長にむける年数終過と似た傾向

を示Lている。

なお図ー6に参考の ために昭和3す年にプロット4② ちかく に成

立Lていたダ、 ケカンノ く、 Xマカ 

析の樹高成長を記入してみる

ンバ、の2次林について調査した樹幹解 

と,この地域の針葉樹天・然生林の成立

がいかに务くの年敬を、述妾とするかが、 わかる。

レナ・



図ー ん 解析木の樹•高成長

(マカンバ・)

(年)



U 三本木ブナ総合試験地(樹穂更改試験地&)

(絳宅‘穿［ ) 都樂和夫,柳谷・新一

/ 試駿地の据況

/)位匱 この試験区は.裔森営林局管内三本木営•林署で管程 

されている青・森県十和由市絃辺山国有林タ3林班ほ〜ね小班にある 

三本木ブナ総合試験地内Eあって,/9S々(昭箱29)年に設定された 

ものである。

2 )地沉 本試:験地の地勢・は,篡入瀬川溪流右岸の奥入瀬川史 

流.•惣辺川,養老沢I［狭まれた南北にのびる標高約ダ2 Q花の台地 

を呈して・いる。地形は,一見単純な台地状をな、 しているが,微触他 

形的には凸部と凹部にわり、れる。基岩は安山岩質緑色凝灰:岩で,そ 

の上を火山灰,火山砂が単相または互層をなして被疫している。之 

坡は,台地状のうち,易部では一搬I' Bd型であるが、,凹部では, 

未熟型のBf型であろ,

3 )林況 青孫営林局管內森林植生類別1こよ机ば,適潤地はブ、

ナ群叢に属し,湿潤地はサワグルミ,トチ群叢に属する。設定時の 

林令は,/&〇〜ユ00年の老令林で,亜高木,灌木階を欠除している“ 

また,ブナ林にはめず・らしくササはほとんビ饗茂していない。これ 

は藩政以後,牛馬の林內放牧によって漸次消滅したからて、 あるとい 

われマいる。 ,

4) 気候 本試、,駅地から與入瀕川に沿って約らkm.下流にある 

焼山観測所の観測結果をあげると表7のとおりである。

表ー7 統計年［q"〜/9S8年

X .7 2 3 孕 S 6 7 8 7 !〇 〃 /2 牢平均
5■- 7 
月平均

気温(°C) -3./ ～2：1 0.2 ん/ //.G /6.〇 /2：7 Z叫な5 /0.7 價 0.5 &3 /ん6
降水宠即) /而 /53 喝 クラ 々タ //Z /$4 //6 2斯脱 732 クタぐ

"づわ

2 .試験設計
/)目的 ブナ林地帯に名一種有用樹種を植栽し,その成長経過 

につゝ 'て・調查し,植栽樹種の適杏を宪明し林利の向上をはかる。

2)方法および•內官 昭和2% 3 0年,試験地內〇還墳:(主と 

して土壞型)の異なる地域すなわち適潤地(Bd型土壕ブナ-ブナ型), 

温潤地(Bド型土壌ブナ,サヮク“ノレミ-サワアシ、、サイ型),中間地(む厂型土 

壤ブ'十,トチーハイイ又ガ、マ型)の3地域について,現実林分を皆栈し 

て針葉樹の槌栽試験区"〔各30プロット(/フ。ロ、ソト・花X20次)〕を 

設けた・

树箍は,適潤区および湿潤区はZ〇樹種3回繚選しとし•中間区は 

混種(各プロットにカラマツダ。％列状混植)により,/ Z樹種3回 

繰返しとした。

植栽本敬は,んのあたり適•湿潤区はヨ.025本,や問区は3,(,〇〇 

本»を目標とした。

植栽樹種は邦産7種.タト园產7種でその樹稚名は表8のとおりで 

ある。

表ー 8 各試験区の植栽樹槌

くノララー>

適,湿潤匹 中 間 区:

ス ギ、 ス ヤ、

カ ラ マ ッ カ ラ マ ッ

ヒ ・バ、 ヒ ノヾ

エ ソ" マ ッ
エ ン マ ッ

ト ド マ ッ 1、 ド マ 、ン

アカエゾマッ サ ワ ラ

ヨーロッノ、。トウヒ
ヨ・一n、、ノノぐトウヒ

ヨー ロッノぐアカマッ ヨーロッパアカマッ

グク、、ラスファー ダ、グラスファー

モンタナ マッ モンタナマッ

<コルシカマッ、

(シトカトうヒ丿



3 )面積 9. 76 h.cc 第/ 区 :適潤区 3.3 ha

第2 区 :湿潤区 3. 2 / h.CL

第3 区 :中間区 3 2 / A a

3 試験径過

昭和2% 30年.. 植栽試験' 区の設定(3区)

昭和3 I年...苗木植栽,適,湿潤両区については春,ラ火拥I" bけ

て植栽し,中間区Iこついては秋植えを行なった。供試、苗木は,いす、 

れも直接産地から種,子お、 よび苗木を取り寄せ,旧林試者森支場新・苗 

畑で養成した2〜卒年生のものである.

昭和32〜3 3年••…伸長調査’活着調査を行なうと同時に,枯損 

窗守IZついては補楂を行なった.

昭和3々〜年……仲長調査,活着調査を行なった。補植は34 
年秋期に植栽した.また,中間区のコルシカマッは植栽翌年の32 
年に全木枯損したため,昭和3牛年秋期にシト刀トウヒを改植した。

4 成果
今回の調査,は,植栽後/"年目,調登回数では7回目にあたる”詢 

査内応は,:適,湿潤,中間の3区について,全木樹高測定を行なう 

と同時競樹高d< 1.1m以上のものについては胸高直径を測定した。

調査資料についズは目下計算取りまとめ中のため,総合的な考察 

の段階に至っていないが、,ただー・部計算の終了した適潤区な湿潤区 

の成績をかかげると表9のとおりになる。

なお表中,平均樹高はノ植栽時からの健全同一木(補植木,被害 

木を除く )1二ついて算出した。成立本数率は,現在つ生福•木(補植 

木および被當木を含む)を期待成立本敬て、 除して求めた。成長指敬 

は,植栽当年の平均樹高をgoつIた/O年目現在の平均樹髙指数を 

もって表わした.計算対魚木率は,平均樹高を算出するために用い 

た植栽券からの健全同一沐本数を現在の成立生存木本救で除しW求 

めた〇

樹高成長匸っいては,植栽時に肯いて,各樹種の苗高に差がちっ 

んことや,樹種によI｝成長開始期の遅速の特與性があることから,

’三8>

表ー9 通湿潤区の成旗表

(註)上段は適潤K,下段は湿潤区

チョウセンマッについては7年目までの成績を掲げ、 た。
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/〇年目現狂の樹高だ’けでは厳密な意味でい各樹・稚の成積の食否は

比較しがたいバ,ただ樹高指数から見た場合には次のようになって 

いる。

匕2.00 0以上
1,00 /〜/,さクク

力 ヒ/.5～〇 ! 20 〇〇

ヨ マッソ

ス

目 S
れ につ

る ま 0
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はカ ラい式 マ

湿潤 も匹0 <7) 0

示し

ウ セ と

のである“
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,スギ‘"Z〇 

スギは青森)

みると,両匹 

ロッパトウヒ

たノ

(力

スギ、’アカエゾ、マツノとべ

カラマツ

は岩手,

ッか、地位2等地の上

は,それぞれ2等地

樹高 

とき

等地

目6平均 

比較した 

スギ、が/ 

中り値を

ヨー ロ・ソノヾアカマツ,I、ドマッ, 

ダグラスファー,エゾマッ

適;閏区 

樹高指教

カラマッ,ヨー ロッパトウ

ンマッを除く各横一種 

当初の鄭待本数は, 

るk思われるので,これを期待本敬

ソ''マッ

kもカラマ 

が他の樹・種 

年

ている。

成立本数率についV

後3カ年間は補植を行な

の成立本敬Xみなすことかヾでき

求めた。成立本数率は活着率とは異なるも

成立本数率
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つぎ、に両植栽区の樹高成長指歇,成立本浪率について比較してみ 

ると,湿潤匹のものは,各樹種Zも一様に低下しているニエが判る 

であろう。ここに便宜上,適潤区の値を/0ひとして,その差を図示 

すると図ー8となる。

図ー8 土癢型の虞いによる樹種の適応,性

(適潤区を/クQk Lた温潤区の割合)
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れる。
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し,成立本敬幸では,樹俄により,相当の差が認められることであ 

る.この現象は,糖栽後3年目までの治若率においても同様な傾向 

が・認められろこ、"、ら,各樹種の恃異性によるものと解されろ。ち 

なみに,湿;問地に比較的強いものとしては,エゾマッ,アガエソ、、 マ 

ッ。弱いものとしては,チョウセンマツノ七バ’ダグラスファーが 

あげられよう。なおノ両植栽区の枯損原因については,各掴・種とカ 

病虫窖の被害は認められないことからノ植栽後3年目(補植完了後) 

以降の枯損原因は,主として土壞条件によるもっと思われる。

林分造成上,景も重要な基:破をなすものは,植栽木の一定時にん 

ける成立本数の確保であり,その生産.量の多少、を左右するものは成 
袤量であろう。その宜味では,成立本敬率と成長指数の両者の相対 

によって,一応,適用樹種の選択ができよう.なお,ここで注意を 

要することはノ成長指数を’植栽時の苗高を/。。として計算している 

ため,植栽時の苗高の小さいほビ指数が大きく由マき式いることで 

ある〇

皿 岩手県地域における気,象調査

(経営第む)小島定、三郎

高海抜地帯の魚象環境解明のため,昭和3 7年度から男宇山周辺 

の気,象調査宏行なってきたが、ノ本年度はさらにノ、幡平地区にも観測 

点«を設けノ標高の髙い地点、仁おける維続調.査:を始めた。その秸果の 

大斐はつぎ、のとおりである。

岩争山周辺については,：！匕東斜面の混牧林経営試験地(標高卯。 

^)02地点に,過繼自言己器その他を設置して,〜//月のあいだ稚 

続・調査を行なうk Z之に,比束科面登山ルー卜に沿って約2把あこ、' 

kに畏期気象積箕計を設置して,7〜・〃 月のあいだ約/ケ月こ、"に 

気溫’日射の調査を行なった。

混牧林試:験地および, コバノヤマハンノキ試験地における気象につ 

いては,現’在歹お詳細檀討中であるが、,前年度までの融果とほとん 

ビ変らず、,大体似たような傾向を示して,斜面方向による差,局地 

ん・么ひ

的な特敏がよくあらわれマいた。すなわち両地点はわずか3と灰L 
か凝れていない間に,その気,象状況はかなり違ってあ、 り,k くに接 

イ氏気温,風速につい・ては相,関が、あまり苗でない。これらについては 

なお、 気圧配既など、 kも問達して検計中である。

長期気象積算計による岩手山北東斜面の標高別調査は,日射につ 

いでも彳亍なっているが、,これは各地点の状況力ヾ異なり,そのままで 

は比較できないので省略し,気温について行なった能果だ、け述べる。 

調査の結果は図に示すとおりで,積算計の設匱ヶ所が•登山ルートに 

沧っているため,いたずらや盗難があり満足な結果はえられなカ\っ 

たか、ノ昭和3 ?年廣 およ沈昭和3 q年度の調査結果と同様,j,ooon 
前後と/’夕"m前・後にお、 ける变位点が認められた。このあいだの気 

溫てい減辛の小さい部分は,主としてアオモリトド、 マッ,コメッが 

の-)つペいLている切ころである。今後は設置ヶ所を登山ルートか 

ら離すとともに設匱ケ祈も増し,年あるいは季節による標高別気温 

の分布状沉なビの差を明らかにしたい。また状況によってもかなり 

與なると思、われるので,この点についても調査をすすめていきたい。



注 積障計は仮検定のため,本検定の糕果多少变化することがあるー
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平均気温

0Iめ

つぎ、 にブナ帶上・部からアオモリトドマツ,コメッカ、、帯にかけての 

気象状況を,さらにくわしく調査するため,ノ、幡平地区の安比嶽此 

斜面にある’,新・町営林署安此造林事業所(様高9ヨ。あ)に辰期捲気 

•象観測器械を設度し,気温,湿度,降水,風の調査をワ月下旬よ/) 

開始した。その糖果についてはなお、取りまとめ中で“あるが、,気温に 

ついて0,大要を示したのがっき、、の表/” である。これを見ると,平 

均気温はザ月は支場Iの差が、 3.4° Cで気温てい減率は〇,女ーC //oo-m,, 

? , /つ月は約女°ぐで§3 °C//・れ<にいわれている植k疫リな 

い。しかし援高,最低別にわけて見ると違った傾向を示し,最高気 

温は8, 9, /。月 k気温が芯くなるにつれママい減率は大きくなり, 

他に畏依気温は低くなるにつれて小さくなっている.

表/。 支場・(標盲/9〇”)と妄比造林事業所

(標髙930め)の 気溫,比較(巧«ダ年)

注:安比は座月丁7日までに観測完了

平均気温(8回) 景 高気 温 長 低気温

支場 安比 差 支場 唆比 差 支場 要比 差

7目下旬 ZD.Z /7-7 2,ま 2/7 2/. 7 3.0 //・ゲ ノ 3.ク 3.2
上旬 ZZ.S /財 3. / 2? 2 N3/ も/ /め3 /夕2 3/
中句 

8用
下句

2ZS /7.'7 4* 2<、5 2/. 6 号 ".3 /z,6

2/・3 X7 N.J 2?.y 23.7 3,7 /ん/ /3.り • 2.7
平均 22,ク /『,6 3.ダ ”.〇 2.2.? 5 /3：7 4/
上旬 ノ袂 ノタ/ 夕・3 zS./ /9,2 / 6.牛 //.3 5,?
中旬

9月J 
下旬

7 7.9 ノ 3,9 久/ 22./ /7.7 ノ?ク /0.6 34

ノ牛丄 〃・〇 泊 Z/.0 ノ55 5ふ 泊 5.6 3.3

平均 ノ亿3 /3,3 ノ〇 2乙ワ ノNく 5,2 /2.3- 只2 3.3

上甸 ノノq S,& 名/ /Z3- //. / 34 S4 レ 2.Z
中句 

J〇月
下句

/ク.夕 S. 7 孕,ク 区・〇 9.1 6.3 2..0 3.Z
亍‘ら 33, (3.3) (看 0, 3) Z.& の力 (/./；

平均 % 0“ 〇ノ (3.9) ノんタ 容2) 心) 八 (2 3) (2.2)

3ケ>



以上は平均的に見て比較し たものであるが、, 每日の個々の値はか

なりのバラッキバある。とくに盘依気温はこの傾伺が强いので,下 

図に支場及び弗手山北斜面Sコパハン試験地I比較して示•した。支 

場との比軼では大体の鶴向kして,前・に述べた.ように気温の高いk 

ぎに差が、大きく ノイ氐くなろレ差バ少、くなるのがわかる。しかし両考 

のバラツキは非常に大きく,傾向線からのス、 レがんグC近い.ときも 

図［2最低気溫比較(/9 gぐ年)

2。ー

ノ 8 -

〃-

ノ牛一

/2 -

安

比

事私

<い

而

屮ー

2 -

-2 -

-4 L

支 場

D)

あり,また克場よりかえって嗜比の方が、最低気溫の高いI3七ある。 

コバ、 ノ・ヤマハン)キ試験地との比較でも傾向稼からつス、、レの大き、、 

日がかなりあり,安比の方力ヾかえって高い日屯少なくない。このよ 

うに山地の気象状沉はたんに標高だけでなく ,局地的な諸条件にう、 

なり•影繼されるので,さらにくんしい詡査を行なってこれらを明じ 

かにしたい。

最低気温比較(ノナg§耳)

3/0
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0 亜高山性樹種の育苗試験(育林第/研死室)

シラカンバ、の育苗では,健苗を作るうえにお、 いてノまた夏期小苗 

に大きな被害を与える褐斑满から回避さすうえにおいて発芽ならM- 

に生育の開始時期を早めるこXzK望ましいと芳えられろ。昭和«つ 

年度はこのようなこkから,シラカンバ、獰孑に姉する低温湿層処理 

による発芽促進効果,まぎつけ時期と発芽生育kの閔株について試 

験した。

/ シラカンバ種?伦:温湿層徊理試験

昭知斗〇年札幌営林署定山渓産の硬孑を〇〜3,Cで・す日間依温 

湿層知理を行ない,発芽床温废を/0°ヒ,ノ S°C.NO°J スダ也の将殳階とし、 

これにまきつけて発芽試験を行なった。

その結果は図/3のとおりでノ媒処理の腫子は,/0°C , /5°cでは 

ぎわあて発芽が不良で,200G , 2 S'°Cではじ、めマ十分な発芽が、 みら 

れた。これに対して,処理を行なった徳子では,/。ででは発芽が、多 

ル、おくれる力七 十分な発芽が行なわれるし,/3W〜2すPでは発芽

一B

C2/-^>

势も旺盛ですぐ、 れた発芽を示した。このような結果から,低温湿層 

処理をすることによって比戟的依い床温度で早く発芽をさせること 

のできることが、 わかった。

2 .シラカンバ、旌孑のまきつけ時期についyの試、験

無恐理の種孑お、 よびつ〜3°cの 柢溫室で低温湿層恕理をした種子 

を4月/3日より6冃/〇日まで約け日間おぎに嶼次苗畑にまきつけ発 

芽生長につい・て検討Iた。

図ー /4
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えられた苗木は図/々,/sのとおり•畜高および’根本径ともにまき 

つけ時期つ早いものほビ大きい苗木がえられ・また依温湿層恕理を 

した七のはそれぞれのまきつけ時期における無処理のものよりも生 

長曇が大きかった。これは発芽時期の差によるもので,低温湿層忽 

理をした％のは無外理のものよりも相当早い日数で発芽した。
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亘

ィ氏沒湛層次理
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楝準偏差
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まさつけ琦・期

牛や

0)八幡平地或の謂査<昭并」〃ノ却度)

(育林帯N> 加牀荒或•籟山宰三

(育•林弗3) 山ふ考一、仙石鉄也

/ ・欖沉

調査地域は秋日県鹿角郡八幡平村,花輪営林署營内30, 33 33 
林班であり(第/図),八幡平頂上の北西側に位置’し,海抜高は 

8 0〇〜/&〇〇汎の 鲍囲を占めている(第2回)。

この地域はノ、幡平の噴出にかかる火山放出物によって厚くおおわ 

れており,深く開折された峽谷の発達により > 谷面はぎわめて急峻 

た一地貌を呈していろが、ノ峯部にはぼとんビ未開折の原面が、広く・保歹£ 

され,いわ印るノ、幡平の名称にふさわしい平坦地;か、 一帯に碳開し, 

高山湿原をk电なう特異な景親を呈している。

調查地付・近の松尾(海抜高帝Q淞)における気綴観测結果を見る 

と,年平均気温7.3" ノ年降水量仃00m ,最深預曾/す«5(2月) 

となっていろび、’調査维付近・はさらに低温多雪環境を示して、、 ること 

が推定されろ°

•調査地域は海抜高/O0 0 7H,付近まではブナ林によっておおわれ,’ 

/0Q〇〜/幺っつ机の範囲はブナーアオモリトドマツ林ノダケカンハ'、 一 

アオモリトドマツ林からなり,/ W 〇 m 以上では燧型のアオモリト 

ドマツーハイマツ林となり,高山湿原び、 介在している。

2 . 土壞およ河楂生

調查地域において下部から上部にかけてノ森林の組成ならびに生 

育状熊を基準として々ヶ所の謂査地を設け, 土壌およ以、、 林分調査を 

おこなったが,土壕調査では,さらにこの地域の垂・直的関孫を把握 

するために,上部0ハイマツ林およ犹、湿原につ1、ても調查をお、 こなっ 

た.

にシ、ぐノ



第/図 位・置 図



第/表調査地点におけろ代表断面の性状
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第2表 植生調査一覧表
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各調查における土壊の層断面形態は第/表sとお、 りであ,),また 

W生状曾は第2表のとおりである。各土・壌の分折については目下実 

滅中である。

第/表および第2哀から,この地域の土.璟およひ’植生の,焼,髮につ 

いて述べ、 よう。

調查地はブナ林上部からハイマ'/林にわたつ1おり,海抜高は約 

800m〜/bOOm の範,囲を占めている。いわゆろ亜高山地帯を中心' 

とし,その下部および上部に:またが‘っているものと解釈される。こ 

のような環境糸件からは,土狼の基本的生成作用はポド、 ソ、、ル化を中 

心としており,下部では弱度1二溶脱現家が認められる福色森林土, 

上部では山岳湿原•上,泥炭土に椎移する•- kが老えられる"第/表 

に示した各土壌を見るZ海扳高が增加するにつれて,ボドゾル化か” 

進行し,過湿徐・牛が加わり,泥炭生成の影響をうける週程が、 よくわ 

かるであろう。土壞分析が、未淆であるため,詳和な検討・は今後にゆ 

ず、ることにするか、,ごの地域において击度積的な)と匍 

行的なPwSL (N〃 占)とでは性質が異な、 るようであろから,地形条件 

によつ・てはある程度0生産力を期待することはできよう。いずれに 

してもノ泥炭生成の影響を反映し,アオモリトドマツ林要索を主k 
するよつな地域は径淆・林の造成に困熊があろう。

3.林木の成長

謂查地点は第2図に示寸kおりであるが,,訓査地点/ •夕・ 7 • 
Z〇 • 1!に方形区を設定しズ林木の状倦を調査するklもに,成長韻 

による長近の肥大成長状儀を調べた。名地傲こ''との概況は次のとお 

りである(第3表参照)〇

謂查点/・ 標高g々Q笊,上層木カヾぼとんビブナの地域であっ 

て,この場で平均樹高/ク灰の壮令林ケ,5 m S幺i!令林の2ク所につ 

いて方形区調查をおこなった。•吐令林はダ〇年前後の林令をもつ林 

で,本数も多く,ハウチワカエデ、 ・オポバクワ毛ジ・二ホイコブシ 
などが柢木層之後占してあり、林床はシラネワラビ・于シマずけな 
ど力ヾ散在している。一方劫冷林コきわめて)1、部分である芥、八ウテ 
ワうエデ・ウワミぐサ、、クラ・イタ・カ工Tなど、 が建生しておリ、 林 

(^Z2)

令3S与而綾Q念生した林分で、つ、' 7 rz V) C t- W旋该の上屉たけ 

でノ・クク。套、マ"し 前後の下層で、 $ス必ど彳、なーリ不",〃:ら(、カ.•上下の・ 
層分化が城しく、W 土令林への科相の曲を匚あ七・D /労えMれる。
し「二いって地床通主はいろじ、 るしく,けい’

謂査地点夂 標高/,クつ〇な, 上潛は樹高ノタ丸剤後のブナだけ 

で占められてひるけれど、,表の、ように調査地点/にくらべて本数It 
拄常に"なく ノ胸高直径が大きいわりに樹高万低く,いくらか鼠衝 

地形であるこk k ,標高/, 000加であることか'影響しマいるようだ、。 

下層もブナよりもハウチワカエデ・ウワミズ、 ザクラ・ナナカマド・ 

コシアブラなど、力、'、 多くなっている。低木層はチシマザ、サにおむられ 

ており,ムシカリ»ヒメモチなど、がいくらか俄•在LてI、る。地末に 

はブナ・コシアブラ・ナナカマドなど 、 の稚樹が、 みられ,ブナか、 とく 

に目立,つ。

調査地点、7. 標高1,200 m,上循木はブナが、 圧构的に多く,そ 

HIZTオモリトドマツやハウチワカエデ'・リワミズ、 ザ、 クラ・ホ本ノ 

キなビ、が'混生し・ておりノブナの本数は調查地点すよりは多いけれビ, 

やはり平均樹高不おちている。佐木膺はチシマザサ・厶ジカリ・ヒ 

メモチ・ニオイコブシが、優占でありノその他地床植生はかなり翌冨 

である。またブナ•アオモリトド、マツの稚樹が、散狂していろ.

調査地点、/。• 標高/, 3 3。アオモリトドマツの散生した林分 

で本数・菴積kもにル、ない。低木層はチシマザ'サが、優先.で,2れに 

厶シカり・ナナカマド、 •オガラバナなビが-散狂している。雅樹はア 

オモリトドマツの樹冠下に多いが、,上木のな、、 ササ・被覆部はぼとん 

ビない。

調査地点、//, 標高/$。 0 21 , I、 くらか矮生化したアオモリトド 

マツが' ノ部分的に群生.している林で,本数は調查地点/。にくらべる 

と參いが、,樹高・直径とうに小さい。低木層はチシマザサが、擾失,し 

ており,稚樹発生の状況は調査地点!〇に似ている。

以上謂査地点の概況を述べ、 たが,言周査地点/ ,タのブナについマ樹 

髙成長を調べ、 たのが第3図である«こ;hをみると,調査地点、/の方 

が調査地点、タよりも成長のよいことか、 わかる。

く ユD
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各謁登池点で成長锥にょつマ謂べた昭大成長は第4 一 &図のとお 

りである。成長發はすべ、ズ啊高位の傾斜の上位より抜いたもので, 

外側かち中心部に向かって,治およそ/Qc次の長さを抜いて,そS 

中に含まれる年敬を調べるようにした。

ブナでは調登地点/で20ヘクノ年,調査地点タでは,すク〜/ .〇年, 

調査地点］ではやはりケ〇〜［。〇爲を要しているこkになる•なお調 

査地点8は生保内営林署管内のものを缘考的に示したもので,夕〇 ～ 

100年となっている。

笫4図 成長鎗によるブナの肥大成長

(■226)

第5図成長鏈(こよるアオモりトト・マッの肥大成長

アオモリトド’マッでは.調查地点7と/ 〇 が 須〇〜•〇年であるか七 

謂査地点ノ /では/ 2 〇〜/れ茸ときわめて成長のおそいことがわかる,

その他,踏査の際に出現〔たウダイカンバ•キハダ•ダ‘ケF > A' 

をみると,ウダ、イカンバは20-3〇年,キハダ‘では々つ〜70,ダケカン 

バでは7。〜8つ年から/O0年にあ、 よんでおり,やはりダケカンバ、の成 

長がかなりおちて、、 ることが、 わかる。

このう右昨年度の早池峯地区と共通してI 、るアオ・五リI-ドマッで 

両者をくらべてみるZ ,調査地点ア k / 0のアオモリトト'、 マッの成長 

が早池峯地区の標高/, /胃忽にむけるアオモりトドマツと区適して 

いる°



第6図成長錐による2・3広乗樹の肥大度長

2 黒沢尻ブナ総合試験地(樹裡更改試験区)(経営第/石顾,室)

/ ・試験地の概況

/) 位置——この試験区は,青森営林局管肉北上営林署で管終 

されている鬼手県和賀郡和賀町入畑山国有林/ダ,/6林班旳におる黑 

沢尻ブナ総合試験地内にあって,I尺S3 (昭和2 8 )年に設定された 

ものである。地理的には,岩手県北上市の西方約30と花の個所に位 

置し,與羽山系に属する0

2) 地沉……試験地の標高は3 6〇〜別に及ぶ、が,2 0試験 

区は々クつ〜5•す。スの地点、にある。地形は,上部は台地状を呈してい 

るが、,怨々遍.湿地となっており,下部は西向の邕斜面になっている。 

地質は新第3紀の中新世中,下部に扃するいわゆる安山岩質緑色:M 
厌走参、大部分を占める。土環は弱ポドゾル化したPd巫型 が、 大部分 

を占めているが、,上部の凹地周辺は,ややグライ化Lた&型土壌と 

なっている。

3) 林況一-…試験地全搬の林況は,背森営林局管内森林植生類 

別に従えば,厂温帯性山地帯ブナーミス、、ナラースギーヒバ'群系」中 

の広葉樹林である厂ブナーミス'、ナラーサワグルミ亜群系jに属する。 

細別すれ ば厂耽性ブナ林」は西南部 に「適潤性ブナ純林」は大部分 

に湿潤性サワグルミートチーカッラ林」は東部の一部にそれぞれ発 

達して比/),さらに「ミス、'ナラ」は東部の一都に現われている。試 

験区の設定箇所は,このうち「適潤性ブナ純林Jに属する区域で, 

ブナの中大径木が、 密生し ,ササはほとんビない。設定時の蓄積は, 

龙スあたり本数3•女が本,村イ責3々0波を株有し,うちフ、、ナの占める

割・合は本数でダケ％,材積グ4 %であった。

4) 気候——試験地の東南約フOQ眾,の夏油川を越えた台地(標 

爲3 "仞)に観測所を設けて観測を実施した。その糸若果をあげると 

表ー-/っとお、りである。また,試験地は西風を常風とし割り合い風 

衝の殮いところで,运'期間の讀導も3〜4刀に達し多皆地帯である。



哀ー/ 気•候衣 统計年/9农9～//3
7*

/ 2 3 々 ぐ g 7 8 9 Z〇 // /2 年平均

気遏(气) -3.0 -2.? 10 /夕2|/76 2/子 2* /8.S >2.գ 一/. 6 膈

隆W く窒(叫 X X X 77 86 /?3 冲 2叫 /以 /々/ 跛 X

2 .試験設計
/)目的…一ブナ林地帯に各種有用針茉樹類を植裁L,その成 

長経渦について調査し,植栽樹種の適否を宪明して森林生産力の向 

上をはかる。

2)方法治よ"内容…-昭和29年,ブ、ナ林分を皆彼して植栽 

試験«を設けた.試験区の配置計画はラテン方格法により,20X20 
机のプロットをbキ箇設定,各プロット間を。洪kし,さらに林稼 

の影響を考慮し外周地'cして20 Tn.の付属地を設けた。

植栽樹•裡の決定については,その天然分布がブナ林の分布に比較 

的近いもの,また既往においてブナ林地帯に植栽されている横瀨.の 

成續,おI よズ生.産材の利用価値を勘案のうえ,表ー 2のとちり邦產 

4種,外国産5を選定した。植栽本数は各樹種ともんのあたり 

2 £00本•植え,(/プロ、ソト:20 乂 20m =0.048,この中に/〇 X/o本 
=/〇〇本植え)X1,8樹複8回繰り返しにより昭和3 0年秋期に植栽 

を実施した,

表ーつ 植裁,樹種一覧表,

種 苗令 種子産地 養苗 地 備 考

ス ギ 2 秋5J県森吉山麓 秋田局大曲署•苗・田 
袱由県林試苗畑 捧木由(桃洞スギ')

ヒ ハ、' 3 菅森県増川 青森局增川署苗畑 〇

エソ、' マ ッ 3 北:、樓道.苫ノ«仗 札幌局苫小牧署苗畑 播種苗

ウラジ、 ロモミ 3〜g 靜岡県官士山麓 東京都靜岡署苗畑 山引苗

スト匚,ーブマッ
4 」ヒアメリカ 节森局為異•書苗畑.

擂硬苗

ダグラスファー 2 // "北上暑苗畑 ク

ヨーロ,、ノノぐアカマッ / スエーデ、 ン ,,带森置苗畑 7

ヨー□,•パトウヒ / ク ノ’ '/ ク

em。)

ヽ

3 .試験経過
昭和2 8年一-…植栽試験区の設定

昭和3 0年---苗木植栽(秋植え)を行なうk同痔に植裁木の苗

高測定を行なった。

L如3 / ～ 3 2年 秋期に全植栽木の伸長調資,活者調査を行・な 

うk同時に,枯損ケ罚・については同令苗木で補植を行なった.下/ij 
実施。

昭和33, 3勺〜饵年——秋期に金植裁木伸長調查,枯損調查を行 

なった。補植は昭和33年以降行なcていない。下刈実施。

昭和4Z年--- 全植栽木の樹高測定を行なうk同時に樹高びZ. 2
m以上のものについては胸高直径を測定した。下刈は昭知3 g年以 

降行なっていない。

4•試駿結果
今回の調査は,植栽当年かJ敬えてZ2年目,謂查回数では7回 

目にあたる。調査買料については目下計尊取りまとめ中のため,総 

合的な考•察の段階に至っていないか'、ノただ、 一部計算の終了した資料 

をもとに若千考察してみると,大よそっぎ、のようになっている。

/ ) 粘損について

植栽木の初期の成績のうちで,最も重要視されるものは,植栽苗 

木の活着状態kその後の本敬減少、つ推移伏態であるk恩わ;Hる.

この植栽実験では,号:年/"月,各樹種なもんなあたり25次 

本を植え,その後/"ーん/?す7両年の秋期にそれぞれ枯損箇帝につ 

いて/を％の補植をう亍なって,当初つ植栽本数の確保につとめた。 

したが、 って,ごの,植栽試験での枯擾状熊の内容吟味にあたっては, 

主ン I・マつぎ”二つの杷握のしかたがあるk思われる。

«)補植務了時までつ活着状態と福植終了後の年數極通に伴なう 

枯死木本数の推移

b)当初の植栽本教(篇植を考えない)を基準とした年数經過に 

ス半なう粘死木本教の推移

このうち,めの活着状態,すなわち植栽2年目(/冬/震経過)



の枯死率についてみろと,表ー 3の2年目欄のように,畳低ウラジ 

ロモミ"2.3%から最离のスギは〇 %までの鲍囲で枯死木を生ビ式 

いる。これ等お・樹罹の枯損原因については種ぐの耍因が、あげられる 

が,特に現地で観察したことを合せ考えると,稽栽時の苗木の弱小 

と植栽ヶ所の局部的な土埃条件(グライ化した傍型セ壌)に基因す 

るところ芥大きいように見受けられる。

菇植終了後(If 7年以降)の本数波小の推稚については,こご 

では各調査年ごとには算出していないがノ 年現任の成立本数

は,植栽後3年目までに完全に補植を行なった場合の植栽做ノ2耳耳 

介ノ灰立本敏と(、うことになるので、二こは旋宜上、 現在の成立杏散 

を植栽本徹Z3-"小で除して京丘本数率を算出するとつぎのよう!ニなる。
ヲク/台 スギヾ心)

矛つ/台 ウラ三、'、コモミ(8"),ヨー D、、ノノ、。トウ匕(弘・*?)
クつ々台 エゾマッ(クワ・々),ダ、ク、、ラスフ"P一 <クラ・々)
$〇 %台 ヨー口、ソパアカマッ(夕よ,夕)’ヒバ、 (攵ん/)

めは,期間中に補植をしない場合,当初の植栽本数(植栽穴数) 

が年数経過にイ丰なって,ビのように減少するかをみるもので,これ 

は,厳密な意味での各植裁樹楂の本数減少、の特性,さらに該地に針 

する樹種の隨床性を検討・するうえから重要である(表一3 ) 〇

表ー3によると,备樹種によって,その枯損蠻は具なるこNを知 

ろが,それkは別に,各樹龍kも植栽後2-3年目までに急激な枯 

損をまねき/さらにその後も年の経過につれて枯死木を生じている 
ことカヾ果］ろ°琦田スキ、'、タ、、 グラスファーは檀・栽棲3耳目までにその格 
損瑩の大部分を占めるも今て'、あることバうかグ 、"われる。この顧、向は 
玳年度韻左した三本衣試験地べおいても同標であった°

した水、 って、ごオくらのことから、•現実問懸Zしての/補、値は当統行 

なわなければならないしノかりに禰植を行なわないとするk ,ここ 

での例では,ウラジつモミ,X 'Zマツを除いては,植栽後・/ 2年目 

位でそ0植栽本数が半滅してしまうものであるこ之が、 判る。なお, 

ストローブマッは, /ラる/年から/ 9 "年までの間に虫害(ミドリ 

ハバチの類)をうけたため,冥常な枯損量kなったことを片断りし 

ておく。

(232>

表一3 树種別,經週年別,枯損幸一覧袤

(補植を行なわない場合)

註:/プタダ年秋植え,植栽本数は各樹種とも本・

樹y

種、、

植栽時からの累様枯損幸(%) •

/9 夕 g . I〇 //S叮・/Q /ラタ& 9 /ゲ當•7 196 /. q /*?". //

2年目 3年目 ノ年目 ん年目 ク年目 /2年目

ス ギ、 4S,〇 心 幼・9 4ク・S 47,9 必・3
ヒ バ‘ 30. 3 33.S' 3S-.6 43.9 "S ケ/./

ェ・ゾマッ ! S'. 0 心 21.9 3 0.3
ウラシ'、ロモミ 2. 3 3.4 3* んぐ 8. / 估.〇

ストローフ、Pッ 8. 8 10. 3 //•8 2/.“ 3 8.1 9A /

夕’グ、ラスファー 2 5■.〇 3 0.* W.3 38.0 3 9. 6 拈.3
ヨーD・ソノヾアカでソ 2/, 8 2.3.6 28、i 34. / 37- 6 膈

ョーロッハ。トウヒ /7‘ 〇 2/./ 2タ〇 32., 3ぜ仏 4 〇• 6

2) 桝高成長について

樹種別に各調査時ご3の樹高成長をかかげると表一々のようにな 

ろ。なお,表中,各調査年次こ、、 とに記截してある数値は,植栽時か 

ら現在までの同一健全木(浦植木,被害木を除く)について算出し 

た之のでありノまたこの計算の対貌とな・った健全木を当初のh, 〇,あ 

たりの植栽本敬で除して求めたものか、計算対象木率である。/日g 

辱現在の成広木(補植木,被害木を含む全生椁木)について之同様 

にして算出した。

(おめ



悉-4 植.栽 成 績 一 覧 表

誦主年次
ヘハE種 
項、f ス ギ ヒ ノヾ エソ、 マッ

/ ■$5.丨 0

(框栽当年)

應栽貯の平均オ詩高 

榆•高の範囲

〇. ｝ O m

ク. 〃 £ 〜0.2 8

〇’をm 

〇・/々 ～ 〇. ^-〇

0. 2 7

。•估〜0.38

/ー ノb . /〇

! (2年目)

!

平均樹・高 
樹髙の苑.ffl

/年あたりん成長量

0. 28
〇、j q 〜〇, sq

〇・ 13

〇、30

0,09～ 049

0.0 /

0.2^

〇」7〜oq /

〇・〇［

1

/"7. I〇

(3年目)

車均樹高 

棺r高0玆囲 

/年あたりの成長量 

総夫長童

〇・ぐク

ク/8〜/,22

0.2?

0,41

〇.^ 〇

〇,2丨〜〇,も!

〇Z〇

〇.//

〇. 33

O.NM〜〇勺«

〇・ 〇ダ

。•〇 6

心8. 9

(々年目)

平均樹・高 

樹髙の窟囲 

/年あたりS成長量 

総・成長量

0.8 6
の 2 / ～ /. 8 7 

〇・を 

〇・ 7 /

0.^3
2 2 7〜0.90

〇’ /9

〇・つ々

〇・ 42

0/3 〜〇• 73-

〇、oq

〇’｝勺

196〇. q

(g年目)
.

平均樹高 

棋・咼の巍< 囲 

/年あた1泌成長量 

総成・長量

/3 /

〇’牝〜2,沽 

0® 

/,W

"クg

0,3a へ /,ぐ 2 

〇,ほ 

〇、凹

0. 6^

〇.酒〜1,20

〇、J2

S 38

19 6 /. /〇

(ク年目)

平均樹薦 

样寸高の範囲 

ノ年あたりの成長量 

総成長<

/,次

ク. 3 g へ 3. 3£

034

/. 7 〇

Sが 

"〇〜｝、85

0. / 7

の・

〇・ 7E

久3。～ /・々/

久/3

仇す/

/9".〃

(/2年目)

平均樹高 

樹•高の施囲 

/年あたりの成、・長塗 

総、成長量

3. ¢2

久4 /〜タグす 

0,3 3

&.37

/, W

〇,^ 0 3.3 0

。,/$

/. 38

0.6 0 〜2,"

〇, / 7
/• 3&

・上記の計算対象あ本数率(％) 
［巧"年現任の成立本数華(％) 

：!c161.年現在の成立木の平均樹高Sz) 

j " 樹高の範明(m)

¥,4
日・&

3,02

"〇〜ぎ, 7S

3えf

/’ぐ7

,〇・ ^-〇^3.3〇 
i

タ宀8

ク9,«

"2

0-/3 〜2.95

J®つ

>ララシ、、 Dモミ ストE7 ーブマッ 夕’、グラスファー ョ一ロ、• ノノぐアカマッ ヨ一D、、,ペトウ匕

〇.^ 7 也

0,2 &〜0.め

.SM7 7TL

0.20 〜〇."

0-2 3 ?7i.

0.00 〜0.00

〇・ 〇9 m

〇・〇卓〜0.2/

〇./3 况
:

0.。 勺 ～〇5

〇. 0 8 3 4 3 0,を 〇・/ぎ D.E
〇•尊 ～ om 0./8 〜0. M 〇・/々 ～ 〇. ^2 0. 〇 8 〜〇• S 頌 0.07〜〇・ミ 1

〇, 〇 / D. 0 & 〇, 02 0.。 6 0.0 3

〇.夕2 〇,夕4
〇. 3 3 0.2 2 〇・ 2g

也/々〜0,7 7 0、泌〜0.治 夕,//〜〇, g 8 〇.〇9〜oqg 〇、は〜〇・ $2
0.い 〇./ 3 0.0 8 〇・/ 3 〇,/ 〇

0. 0 〇・ / ? 0. / 〇 〇. / 9 〇・/ 3

〇、m 〇. 72 〇.^ 6 〇、牛8 0.3 7
〇・如〜J.〇 3 〇,共〜［. / & 〇, / 8〜丄〇 3 〇、/q 〜ク,76 〇・ J 〇〜〇.吝3

〇' /〇 〇・区 0. ! 3 0. 2 〇 〇・ / !

〇, /す 〇. 3よ 〇, 23 a 3^ 0を

〇、q 〇 ［,0* 〇, — * OF 〇,が

0,3〇〜［,*8 り$2〜/,海 0,つ2〜Z. 8々 0艾〜［, 3 0 〇B〜/・田

〇・/^
〇、ノ 8 〇・// 〇・/ヾ 〇、［/

〇, 43 〇・ 7 / 〇, K 0. & 9 〇・ g

/,/ / /• /? 0.^2 0,93 〇, 7&
ク,3つ〜2, 2 〇 〜2.07 〇. 30 〜Z. 8-0 o. 3さ 〜］qs /,

〇. 2 / 〇・// 〇、ノ牛 〇, E 〇、/7
の以 〇, 82 〇・邳 n g 〇・ Z3

2.0? /.$2 /,4 2 /・クっ /. 6 S'
0,閃〜4,如 〇, ?3 〜2.22 〇ふ。〜3, SO 〇、ワ〇〜•2. ^>S~ ""〜ぐ.00

0. 2 0 0, 0 7 〇、/> 〇, w 〇・/^

/‘即 /,/す /,巧
一 ____ . …

宀 /,$2

が・留 3./ 3
•

3矿3 夕M

8勺•4 S.で を・斗 SR.S 8〇4
3 2 /・酒 /- 3 /. 6 3 /•*/

0.1〇 〜q .&〇 〇,や〇〜ユ・22 0./3 〜3.ずQ 〇・〜M 〇 〇つぎ〜0.00



各樹・穗の灰績についマは,植栽時におい・て苗高に差かあったこと 

や糊種により成長開始期の遅逮の特異性があること等から,現在ま 

ての成積だけでは旅・宛な意味での玄否の比較はLが. たいが,ただ象 

旁までに/ 2年目現,狂の成立本数率と樹高の相対によってみた場合

/〇 2〇 3〇 4〇 &〇 6〇 7〇 れ タ〇 ノ〇〇

図ー/ 樹•高と成立本数からみた樹種の適応、性(植栽後セ年目)

-

ス 

ギ

• 

/
- 

え
卜DI

・フ
マ
ッ

©
 

;
i
 ■.:•H
.
.

l-i
:
...;
一・…,
…
：:

ーー 

ー

>7
ラ
ジ
〇
モ=_

ョ
—
t7
ッ
パ
ト
ウ
ヒ 

.

1-
負

グ M
—  

ョ
—
ロ
ッ
パ
ア
カ
マ
ッ

@

--

ノヾ

1111 1______________L, ________ 1_____

成立本敎率(％)

に は図 一 / の よ う になる 。すな hち, スギが嵌ん廢れ,これにつ い

で ウラ *.ヽ、 U モ ミ
ノ 以下ヨ —ロ «'/ パトウ ヒ,エゾマッノダグラスフ T

— のグ、 ル — 3 
フ さ らにヨ ー ロ、ソ バアカ マッ,ヒバ‘のグループの順 と

な る〇

樹・種
ヽ、. と 単 独 の成〇 につい ては, その比較対・象するものがな い

た め, そ (7) 良 否 は 把握し がたい カく',た だ参考までに昨年度調查し た
—**
本木 試験地 0 同 一樹・種 と比較 した場合には表ー 5のようになっ て

いる。それによると,本試験地の成績は,ヒバ,ダ、グ、ラスファーを 

除いては各樹"種ともかなり不曳で、>持にヨーロ、、ノノヾトウ匕、ヨーロッノぐアカマッが軽 

しく ・低下してし、る。この成績の差は両植栽地の瑕境の盪いによるもの 

と解されるが、ノその他に本試験地の場合,特に植栽苗木の砖小があ 

げられるようである。なあ、,最も成積のよいスギの樹•高成長を,青 

森地方スギ収穫表と对比Iた場合には地位2〜3等地の中間の値を 

示しているに過ぎな、 い。

表ー 5 両試験地つ成績比較
--_ 試験地 里.ゝP后r /つ杆日ゝ

樹危、 平均樹高 累:検枯损率 平均树蒿 累積枯損率

ス ギ、 3.23 m す3. 〇。ん 3, 0 2 汎 収.9 %

匕 八、' /. /2
Z6. q "7 3-/. /

、、
ェ y マ ッ 2.2? 7, 7 /. S2 mq

ヨーロ、ソ ノぐトウヒ ヱm /ぶ.2 /. S / 4〇, &

ョ—匚7、ソ ノヾアカマッ 2./〇 38. 7 /• g 3 S2M

ダ2、、ラ スファー /,3 0 «3,々 /. 3 45,8

註:平均樹高は現注の成苴木(浦植木,報:害木を含む)(二ついて 

算由(.た=L 0 9

累積枯損率は,檀栽本邀(補植※は含まない)に苛する現在 

までの累續枯損木本救の割合。

以上の成績は,本誠験地の敢リまkめ中の中問旁察にすぎないが, 

その成績は於ずしも夜好であるkはいいか、 たいし..またノ該地は穢 

雪3〜々机〇地格であることなど、 から推して今後もなお相当の枯損,

379



被害木バ生ずるこXがデ想される。したびって成林時(第/回間栈 

時)までにはかなりの本数滅少、をきたすことは当然で,"、なく切も 

経清林kしての理想约な林分本敬の確保は因・のように見受けられ 

る。

さらに付記するならばノ昨年,今年度の調査精果からみて,その 

共通蔑は植栽地とし・でのフナ林上部台地に点在!する湿潤ヶ所(グラ 

イ化した土壌)の・活着が考し < Bいことがあげられる。ブナ林地帯 

の樹種更改にあたっては,当面,特に植栽初期の成立本数の確保の 

周題が’重髪・恩おれるしノこれに関連して植栽苗木の大小’湿潤地 

帯の排水,補植回数など、検討すべき事項が、 多いと思われろ。

2! 岩手山および八幡平地区における気象調査(径営第4研究室)

高海械地椎の务象環境解明っため,昭和3 7年度よりおこなって 

きた岩手山周辺の気象調逾は前年度で一応終了し,本年度はこの取 

りまとめをおこなった.その精果の詳糊は取りまとめ完了後資料と 

して発表の予定。

図ー/はその結果の一割をしめしたもので,冃別の気温•てい戚率 

を平均気温•最高気温•畏低気溫に分け式,北東斜面の混牧林試験 

地(標高S / 〇れ)と北斜面のコバ、ハン試験地(標高Q"力)の2地 

点につい・で比較した。これをみると平均気温のてい減率は,ー浙殳仁 

いわれている値よりやや少、なく ノ月別の差もるまり大さくないが、, 

景高気温と最低気温は月によリ大きく変わり,最高気温はす冃・ん 

冃が、輦小で,それから次第に大きくなリノ / 〇月に最大をしめして 

いる。一方,最他気温I土 7 • 8,月こ、、ろが最大で、,その前後は次第に 

大きくなり,ノ。目に最大をしめしている。一方,最低気温は’ • 

8月ご、 ろが最大で,その前・後は次第に小さくなつている。とくに, 

/ 0月はてい减幸グきわめて小さく,依海抜地帯と大.差ないことが 

:了'る。なあ',岩手山周辺の気象調査は数年後に再開・し,林況の変 

我による気象变北を調査する手定でおる。

つぎに,八幡平地区の気象調査は前年废に引きつつ'、き,安比岳北 

ほめ

斜面の•安比造林書業祈(標720 m )を中Uにおこなった.この誰 

果は現在取りまとめ中であるが,一応の整理を莞了した気温,ばっい 

・て大要をしめしたのか、表ー /でおる。また,図ー 2に図ー /と同様 

に月別つ・てい減率の虔化をしめした。これをみると,平均気温は7 
• 8冃ざやや小さいが大你 MCj/oom 前後で前の岩手山の2地点 

よりかなり大きい。また,量高気温は6〜考月が小さく,他(?)冃は 

きわめて大きい値をしめしている。k <にS目は岩手山の2地点、と 

金くちがつ・て,7. 5-°C //oomという大きな値である。これは残唇・の 

影響とみてまちが、 いな.い。すな、 わち,この地点、はS目に残尊がある 

ため,日中の気温は上昇できず'低(温になり,低海抜地蒂Nの気温差 

び開くからである。一方,最低気温は,岩井山の2地点とやや傾向 

が類似しているが、'/。 . /Z月のてい减率はそれほど、小さくない。こ 

れは安比造林事業所は,ゆるやかな傾斜の台地上にあるため,冷気 

がそれほビT方に移動しないためでちろラ。

気象積算計を用いたこの地区の標高別調斐は々回おこなったが', 

〜部いたずらされたものがあつT完全な資料は得られなかった。図 

一 3は不確実なものを除いた資料から,平均気温、標高の関係をプ 

ロットした丄ので,大依の傾向はつかめるが、,あまりはっきりした 

変位点は見出せないようである。ただ、 し,夕月については,QOOm 
ぐらいからてい減率が' 小・さくなっていることが、 わかる。この地区・は, 

この高さからアオモリトドマツ•コメツガ、林となって頂上までつな 

がっている。

<キラノ



図ー /混牧林試験地およびコバ’ハン試験地気温てい減率

"hoom 5月 6 ク 8 q

0.0------- 4r~
勺ノ财气
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"宀 6

(2S)

表ー/ 支場(標高/花)と安比造林事業所(脖〇机)との気温比較7g年)

g心>

平均気温 景髙邑溫 景低気温
支場 安比 差 支場 岌比 差 支場 安比 差

5

月

上旬 //. 3 6:5- 4.8 /6.8 /0. 8 6.0 寸.々 /. 3 く・/

中,, 〃・ / 9.4 3.7 2〇, / 石・/ ダ.0 $, b 3.0 2- b
下 " J4.0 次 4ふ /?. 8 14.0 4.8 8. 4 4.8 3. 8

平均 /2. 8 8.6 «3 /S. ? /3« g.g Z./ 3.3-

b

月

上句 J3. g f' b /?. 6 /3.3 4.8 Z〇・〇 4.2 S. 8

中 " /z5.2 /2.3 2/. 3 /ク.S 3.8 //• / 7.5 3逐

下〃 /幻7 /孕•7 斗・〇 22.? 19. 3 9 g /" 10.5-
平均 76.2 //. 8 久8 200 16.7 3.9 //• <? /々 々・“

7

月

上句 /ん2 6 3.Z 2Q・/ ノ 6.ぶ 3.4 /2. 2. 8.3 3-?

中” 2/. 2 /7.6 3. k •2 す.2 2/,8 3.6 ノ7, 9 13.2 牛7
下 22.2 /を 3.3 泌ふ 22.0 3.6 18占 心 3.7

平均 /乞9 /3 34 23.7 2 〇. / 3.4 /ん3 /2.2 。•/

月

上旬 2/./ /7.〇 4./ お.3 2 /. ❖ 3-9 17. 3 々.8

中" 23.7 20.S' 3.2 23S 3.0 2/-7 /Z4 い

下〃 23. 9 20.1 ' 3,8 27.2 24.7 么・す 20.0 ノ つ. b 4.4
平均 2z. q /?-2 3.7 27-1 23.3 S.8 /?. 7 /§• 2 M.K

g
月

上句 2/. 0 /んさ タ占 25. S 卫/・3 4.2 /6.7 //•2 ¢.3

中〃 /〇 Z〇・ 7 &/ 20.5- /心 6.2 //* £4 3.3-

下” 07 Z〇• 7 4.0 /?.£■ /*.& 牛•q ノ 0,2 以 3.3

平均 /7. 2 /24 4丄 つ" /f>.7 Ml 々・？ 8.8 4./

/〇 

月

上旬 ノ 2.7 * 3.8 /8・9 /3.0 (>■9 42
中" /3,夕 久/ /8・3 /3.2 よ./ /¢5. 〇 す.？ 久ノ

下 " / 0.5- 夕ク 4.8 33 9.2 女.} 7-0 3-7 3 3

平均 /22 黄 4.3 密/ //•7 7-9 孕仏 33

.//
月

上句 %・8 4.3 /W.3 84 /•/ 28

中 ク 久/ 〇’? 3.2 %/ 4.4 4.7 T,q 一 3.0 /* |

下 " 2.8 -2./ 心 夕7 2.5- 3.2 一/・夕 -4.0 ュ/

平均 夕2 /./ 尊・/ %7 夕/ 4.¢ 0.3 -2.2 -



図ー2 安比造林事業所月別気温てい波率

•〇/9心年

く2Q)

図ー3 ノ、幡平地区北科面.様髙と五均気温(巧ん年)

気温.て

注•標高は仮測定のため多少、変動するこ切がある, 

〇印は実測を示す。

以ヨ ノ



77 亜高山性樹種の育苗試験(育林笫/研・究室)

如〇年度はシラ万ンバつタネの低温湿層処理による発芽促進効果 

ならなにまきつけ時期と発芽成長との関係について検討した。々/ 

年度はシラカンバ育苗を重点的につぎのことがらを実行した。

/) 床替苗木の成枝調査

2) ペ・ーパーポットの利用による育苗

3) 褐斑病防除対策

々/年度0方"法ならび’に成果 .

/ .床替病の成長調査

前・年度まきつけ時期試験に供した苗木,すなわち’低温湿層 

処理3 〇日間実施したものと,熊忽理のタネを«月/ 3日～<月/" 

日まで/ »日こ、‘とにす回にわたって,まきつけ試験して得た苗木, 

各区の平均値(苗高基準)に近い七のをそれぞれ§。本4月下旬に 

床皆しノ / /月下句に堀取り調査した。その結果を図ー /〜っに示 

した,これによるZ依温湿層処理区の4月ノ 3日区が最高の成長を 

示した(苗高/ 3 7 cm,直径〃ル加)。最も依い区は,無処理区" 

夕月つ夕日および"月/つ日まきであるが、,山行苗Zしては適当な、 

大きさのものび、得られたものkいえる(苗高3c Ju,直徑為次)。 

床替後にむける成長は,まぎっけ当年時の成長曲線にほほ、、比例した 

成長経過を示している。

なおノ今年度は降雨量が、多く気象条件によったものか床替苗にも 

褐斑病の発生がみられた。

2 .ペーパーポ 、ソトによる育苗

ペーパーボットの育苗についてはす"て、 にノ比海道支場におい飞試 

験されているが、 (H 此方林業Ms ) ノ当秫究室では今年度はし,' 

めズ実行してみた.

この試験は当年生山出苗木を目棟1= m冃上旬ペ〜パーポット(直 

径3以X高さタ・まぎ穴ク0個)にまきつけい温室で育苗管理い 

ん月上旬(苗高,"ん前後)に勿2当り/V。本の噌度で床替した。その,

(2f")

図ー/まきつけ時期と当年苗ならびに 

一回床晉苗の苗高との関イ系

図ー2まきつけ時期と当年苗ならび’に 

一回床替苗の直径との閱イ系

結果苗高々〇〜當ぐ次, 根元直径§〜8託汎前後で根部〇発・畫もす 

こぶる食好な苗木が得られた。

3.褐斑病防除対策

今、 年度は従釆から用いられマいるボルドー液(々一々)効果0再検 

討とともにダイホルタン(果樹圈芸万面で用いられているもの)に 

ついて試みた。

なお, 票薬の散布のほかに土袴を防ぐ意味で床面には川砂を散布

するとともに,ビニール障子覆区/クレモナ覆区の各区も設けた。

"架設期間はタ冃から7月末までとした。供談苗は§月上旬まき 

つけのんっと,3月上句ペーハ。ーポットにまきつ！tし? 6月に床替

した苗でノ /プロットの面積は2机2 , くりかえLはとらな〇、った。

なお > ボルド、 ー液およびダイホルタンの散布は,6月〜9月まで 

夭候状態を考慮しながら延!ワ回使用した。その結果ボルドー液もダ 

イホルタンもかなりの効果のあることが’認められた。

なお,・各区の成長状態を表ー /に示したが' これによるな,ダ'イホ

<必>



ルタン区は,ボルドー区よ/)も生育状態がすぐれてI、るが,これは 

地区による差もあるようにみうけている。

表ー/ 褐斑病防除と各区の生育状態、

展薬 区 分 田局cm 直径cm 地上重分 地下重多 丁/穴

ボ‘ ビニ ール障子 勺〇・占 3ノ 以 8.2 0.8
ド. クレ モナ 26. / 3. U /. 8 を 0.G
区 対" 照 己 30.2 4./ 2 7 技ヾ 〇,^

ビニ ール障子 6,/ 9,/ ほ•2 0.7

クレ モナ 49.2 4.8 夕5 8.S 0.7
照 区 4E,’ 44 久9 矛.3 0.6

妹 散 布 2ぶS 3丄 財 夕よ 0.5

むすオ

以上昭和40. 4/年度の両年度にわたる当支場の調査結果の概要 

を述べたが,謂査地点、が此上山系・與羽山系の両山系にまたが、 って 

いるとはいえ,点在的であり,しかも樹種更改試験地についても植 

栽後/ 0年前後であって,これから総括的な結論をだす段階にいた 

っていない。しかし今後さらに奥羽山系,出羽丘陵地域s亜高山地 

帯調査を進物るなともに,とくにブナ林地帯について(7)よ!)詳和 

な実態調査を拡大することによって,今後•これらの地域の更新につ 

いて,より適確な方針が、確立されることk思う。


